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使用説明書 D 


キヤノン製品のお買い上げありびとラございます。 

E 0 S -1 D Mark IV は、有効画素数約1巨10万画素*高精細大型 CM 曰 St 
ンヴ ー、 デュアル D にに4、高精度-高速4已点エリア AF (3 目点：ク□ス 
測距点）、最高約 ] 日コマ/秒-高速連続撮影機能、ライブビュー撮影機能、 
Full HD (フル八イビジョン）動画撮影機能を搭載した、 EOSD に ITAL 最 
高峰の高性能デジタルー眼レフカメラです。 

本機は、いつでもすぐに撮影できる優れた機動性、高度な撮影に最適対応 
する豊富な撮影機能、過酷な環境下での撮影を実現する高い信頼性、撮影領 
域をさ5に拡大する幅広いシステム拡張性など、さまざまな特長を備えてい 
ます。 

撮影しなび5操作ずると理解び深まりまず 

デジタルカメラは、撮影した結果をその場でずぐに見ることがでさます。 
本書を読みなび5実際に撮影し、その結果を確認しなび5理解を深め、操作 
に慣れてください。 

なお、撮影の失敗や事故を未然に防ぐため、はじめに別紙の『安全上のご 
ミ主意』、および『取り扱い上のご注意』 （ P .12、13) をお読みください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

撮影後は画像を再生して、画像び正常に記録されていることを確認してく 
ださい。万一、カメラ（本磯）や;><モリーカードなどの不具合により、画像 
の記録やパソコンへの画像の取り込みびでさなかった場合の記録内容の補 
償については、ご容赦ください。 


著作権について 

あなたがカメラ（本機）で記録した権利者のいる被写体の画像は、個人と 
して楽しむなどのほかは、菁作権法上、権利者に無断で使用でさません。な 
お、実演や興行、展示をなどのラちには、個人として楽しむなどの目的で 
あっても、撮影を制限している場合びありますのでごミ主意ください。 

メモリーカードについて 

本書では、コンパクトフラッシュカードを 「 CF カード」、 SD / SDHC メ 
モ U - 力ードを 「 SD 力ード」、画像を記録するメモ U - 力ードの総称を r 力一 
ド」 と表記しています。なお、画像を記録する カードはイホ雷していません。 
別途ご購入ください。 
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カメラとまな付属品 

使用する前に、政下のものびすべてそろっているか確認してください。万 
一、足りないものびあるとさは、お買い求めの販売店にご連絡ください。 



カメラ 

(アイカップ、 
ボディキャップ、 
電池室キャップ付を） 




電池 

バッテリーパック 
LP-E4 

(保護カバー付さ） 


充電器 
バッテリー 
チヤージヤー 
LC-E4 



~ C- ■ ■! - な ~ 1 .■ .1-^11 |々|:| 



ワイドストラップ インターフェースケーブル 


ステレオ AV ケーブル 


し已 


IFC-200U 


AVC-DC 400 ST 



ケーブル 
プ□テク ター 

(取り付けねじ付を/ 
日. 26 ) 


EOS DIGITAL 
Solution Disk 

(ソフトウェア） 


ソフトウ I アお客様ご相談窓口、 
使用説明書修理受付窓□一覧/ 
を全上のごま意 


口□日 

①③ ③ 


① カメラ使用説明書 （本書） 

霞 ポケッ S ガイド 

すぐに撮影したい方は、このガイドをご覧ください。 

感 CD-ROM ガイド 

付属ソフトウエアに 0S DIGITAL Solution Disk) 
とソフトウエア使用説明書のガイドです。 


《付属品は、なくさないよラご注意ください。 













































参照ページをおしています。 

撮影に不都合び生じる恐れのある注意事項を記載しています。 
補足説明や補足事項を記載しています。 

上手に使ラためのヒントや撮影のポイントを記載しています。 
困ったとさの手助けになる事項を記載しています。 


操作説明の前提について 

♦ 電源スイッチびく 0N> または 〈J> になっていることを前提に説明 
していまず （P.34)。 

♦ <〇> の操作は、電源スイッチびく J> になっていることを前提に説 
明しています。 

♦ メニュー機能やカスタム機能び初期状態になっていることを前提に 
説明しています。 

♦ 仁 F 力ードくの〉、 SD/SDH 仁;/モ U —カード <回> の使用を前提に説 
明しています。 

参 EF50mm F1.4 USM レンズを取り付けた状態で説明しています。 


本使用説明書上のおことわり 

本で中の絵で字について 

〈盤^〉 : メイン電子ダイヤルを示しています。 

<〇> :サブ電モダイヤルをおしています。 

<或〉 ：マルチコント□-ラーを示しています。 

<©> :設定ボタンをおしています。 

る6/を16 :操作ボタンから指を離したあとに、ボタンを押した状態びそ 
れぞれ6砂/]巨秒間保持されることを示しています。 

* その他、本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンや液晶モニターの表示 
など、力ラで使われている絵文字を使用しています。 

r™n : (MENU) ボタンを巧して設定変更する機能であることをおし 
ています。 


化 W 国邪？ 
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はじめに 

本製品の基礎知識び得られます 

1 

撮彰前の準備と操作の基本 

2 

画像に関ずる設定 

記録画質、に□感度、ピクチャースタイルなどの設定 

; 

AF/ ドライブの設定 

AF モード、 AF フレーム、ドライプモードの設定 

i 

写真表現にあわせた露出制御 

測光モード、撮影モードなどの設定と、スト□ボ撮影 

5 

ライブビュー撮影 

液晶モニターを見なびら静止画を撮影 

] 

動画を撮影ずる 

液晶モニターを見なびら動画を撮影 

7 

画像の再生 

撮影した静止画と動画の再生方法 

3 

撮像素子の清掃 

自動清掃や、二 fS 消し情報を付加する方法などの設定 

a 

画像の印刷 

円 ctBridge による印刷と、 DP 日 F 機能による印刷指定 

a 

カメラをカスタマイズずる 

カスタム機能 （C.Fn)、 マイニューなどの設定 
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目次 


カメラと主な付属品 . 

本使用説明書上のおことわり 

章目次 . 

機能目次 . 

取り扱い上のごま意 . 

ずぐ撮影するには . 

各部の名称 . 


電池を充電する . 

電池を入れる/取り出す . 

家庭用電源（別売）を使用する . 

電源を入れる . 

カードを入れる/取り出す . 

レンズを取り付ける/取り外ず . 

撮影の基本操作 . 

メニュー機能の操作と設定 . 

メニュー機能一覧 . 

使い始める前の準備 . 

表示言語を設定する . 

曰付/時刻を確認する . 

カードを初期化する . 

電源が切れる時間を設定する/オートパワーオフ 

電子音が鳴らないよラにするとさは . 

カードの入れ忘れを防止する . 

カメラの機能設定を初期が態に戻ず . 



画像を記録-再生するカードを選択する ........ 

カードを2枚入れたときの記録ち法の設定 

記録画質を設定ずる . 

画憬サイズの選択 . 

JPEG 画質（圧縮率）の設定 . 

ISO : 侶0感度を設定ずる . 

ぶこ；ピクチャースタイルを選択する . 

ミこ；ピクチャースタイルを調整ずる . 


画像に関ずる設定 


撮影前の準備と操作の碁本 


はじめに 


3 4己〇 2 4 6 13 82346904699902223司67993468 
;1111 RH 233333444444已已曰曰已 IS 一已已已已6巨巨6 
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ミニ；ピクチャースタイルを登録する . 

ホワイトバランスを設定ずる . 

マニュアル ホワイトバラ ンス . 

因色温度を直接設定する . 

m ホワイトバランスを補正ずる . 

ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 

オートライティングオプティマイザ . 

レンズの周辺光量を補正ずる . 

フオルダの作成と選択 . 

ファイル名を変更する . 

画像番号の付けちを設定ずる . 

著作権情報を設定する . 

色空間を設定する . 



AF : AF モードの選択 . 

回 AF フレームの選択 . 

AF の苦手な被写体 . 

Ml =: 手動ピント合わせ（マニュアルフォーカス) 

DRIVE : ドライブモードの選が . 

&セルフタイマー撮影 . 



区]測光モードの選択 . 

P ： プ□グラム AE 撮影 . 

Tv : シャッター速度をミ夫めて撮る . 

Av : 絞り数値をみめて撮る . 

ピントの合ラ節囲を確認する . 

M : 自分で露出をみめて撮る . 

因自分の好みに露出を補正ずる . 

單露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 
关露出を固定して撮る/ AE □ック撮影.… 

長時間露光（バルブ）撮影 . 

巧 S ラーアップ撮影 . 

ちスト□ボを使った撮影 . 

スト□ボの機能を設定する . 
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写真表現にあわせた露出制御 


AF / ドライブの設定 


0238901246802 

7777788888899 


4 7 0 0 1 2 
-99 0 00 0 


6801234己6891 

C 〇 . ~ _— I — I — _— I — _— I — I — 2 

T T T ^1 T— T— T T— ^1 T— Ti 11 






































a ライブビュー撮影の準備 . 126 

a ライブビュー撮影する . 127 

撮影機能の設定 . 129 

メニュー 機能の設定 . 130 

AF でピントを合わせる . 131 

手動でピントを合わせる . 138 


6動画を撮影する 


動画撮影の準備 ..... 
動画を撮影する ..... 

自動露出撮影 . 

マニュアル 露出撮影. 

撮影機能の設定 . 

メニュー機能の設定…. 


141 


142 

143 

143 

144 
1已〇 
1已1 


7画像の再生 


1已己 


囚画像を再生ずる . 1已目 

INFO . 撮影情報の内容 . 1已7 

囚見たい画憬を素早く探す . 1已日 

み一度に複数の画像を表示ずる（インデックス表示) . 1已日 

曲画像を飛ばして表示する（ジャンプ表示） . 160 

み/み拡大して見る . 161 

国回転させる . 162 

撮った動画の楽しみ方 . 163 

動画を再生する . 1目已 

K 動画の前後部分をカットする . 167 

自動再生する（スライドショー） . 168 

テレビで見る . 170 

ゎ^保護する（プ□テクト） . 172 

を音声メモを記録/再生ずる . 174 

四コピーずる . 176 

M 消去する . 179 

再生に関する機能の設定を変更する . 180 

液晶モニターの明るさを調整ずる . 180 

攝影直後の画像表示時間を設定ずる . 181 

縦位置で撮影した画像の自動回転表示の設定 . 182 
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撮像素子の清掃 


83 


撮慷素子の自動這掃 . 184 

j ミ消し情報を画像に付加する . 185 

手作業で撮像素子を清掃ずる . 187 


画像の印刷 


印刷の準備をする . 190 

ベ 印刷する . 192 

卜 US ング（印刷辭囲）の設定 . 197 

画像を印刷指定する/ DPOF . 199 

印刷指定画像のダイレクトプリント . 202 


カメラをカスタマイズずる 


カスタム機能の設定方法 . 204 

カスタム機能一覧 . 205 

カスタム機能で変更でをる内容 . 208 

C.Fn I :露出 . 208 

C.FnII :画像-調光-表示 . 214 

C.Fn III : AF • ドライブ . 218 

C.Fn IV :操作-その他 . 227 

カスタム機能設定の登録と呼び出し . 23己 

マイメニューを登録する . 237 

カメラ設定の保存と読み込み . 238 

カメラの基本設定の登録と呼び出し . 240 
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撮影機能の組み含わせ一覧 . 242 

システム図 . 244 

INFO . カメラ設定の確認 . 246 

電池情報の確認 . 247 

曰付/時計機能用電池を交換する . 248 

故障かな？と思ったら . 249 

エラー表示 . 256 

をな仕様 . 257 

索引 . 270 





































機能目な 


電源 

♦電池 


-充電 

今 P .28 

-キヤリフレーション 

今 P .30 

-電池チェック 

A P .3 已 

-電池情報 

今 P .247 

参家庭 用 電源 

今 p .33 

•才ートパワーオフ 

p .52 

レンズ 

♦取り付け/取りがし 

P -3 日 

薑本設定（メニュー機能） 

♦メニュー機能一覧 

P .46 

♦言語 

今 P .4 日 

♦曰付/時刻 

今 P .4 日 

♦お晶の明るさ調整 

4 P .180 

♦電子音 

今 p .52 

♦カードなしレリーズ 

A p .52 

♦設定初期化 

今 p .53 

画像記録 

♦カード初期化 

P - 日 0 

♦力ード選択 

今 p .56 

♦カードへの記録ち法 

今 p .57 

♦フォルダ作成/選択 

今 P .84 

♦ファイル名 

P.8 色 

♦画像番号 

今 P.88 

画質 

♦画像サイズ 

P - 日日 

•JPEG (圧縮率） 

今 P .63 

•旧 0 感度 

今 P .64 

-感度制御範囲（拡張） 

今 p . 208 

♦ピクチャースタイル 

今 P.6 色 
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♦色空間 ^ P. 日2 

♦画質向上機能 

-オートライティング 
オプティマイザ ^ P .81 

-レンズ周辺光量補正み P .82 
-長砂時露光ノイズな減4 P .214 
-高感度時ノイズ低減 ^ P .214 
-高輝度側-階調優先 4 P .21 日 

ホワイトパランス 
•ホワイトバランス設定今 P .72 


•マニュアル邮 B 今 P.73 

♦色温度設定 4 P.78 

•ホワイトバランス補正 今 P.7 日 
♦WB ブラケティング P.80 

ファインダー 

視度調整 AP.40 

•アイピースシャッター 今 p . n 7 
•スクリーン交換 今 P.23 吕 

AF 

♦AF モード 今 P.94 

•AF フレーム選択 4 P. 日 7 

•AF カスタム機能 

- AF フレーム数 今 P . 吕吕3 

■ AF フレーム領域お大 AP .222 
-被写体追従敏感度 4 P .218 

-ヴーボ測距点選択特性 ^ P .219 

-ヴーボ作動特性 A P .218 

-縦/横位置 AF フレーム今 P .226 
- AF ピント微調整 4 P. 吕吕1 

•手動ピント合わせ 今 P.100 








機能 巨次 


測光 


♦測光モード 

P.104 

•マルチスポット測光 

4 P.10 己 

ドライプ 

♦ドライブモード 

4 P.101 

:連続撮影可能枚数 

P.62 

•セルフタイマー 

P.10 吕 

撮影 

•プ□グラム AE 

今 P .10 巨 

•シャッ タ ー 優巧 AE 

4 P.108 

♦絞り優先 AE 

P.1 10 

•マニュアル露出 

4 P.1 1 吕 

♦パルブ 

P.1 1巨 

• S ラーアップ 

A P.1 18 

•被写巧深度確認 

^ p.m 

露出調整 

♦露出補正 

4 P.1 13 

•AEB 

p.1 14 

•AE □ック 

4 p.1 1己 

•セイフティシフト 

P.210 

スト □ボ 

♦巧■部スト□ボ 

4 p.11 日 

•スト□ボ制御 

み P.121 

•スト□ボカスタム機自居 

今 p.124 

ライプビュー撮影 

•静止画撮影 

4 p.126 

-AF 

今 P.131 

•手動ピント合わせ 

今 P.138 

-露出シミュレーション 

今 P.130 

•グ1」ッド 

今 P.130 


動画撮影 


♦動画撮影 
- 自動露出撮影 
- マニュアル露出撮影 
- 記録サイズ 

4 P .14 吕 
今 P .143 
今 P .144 
今 P .151 

画像再生 

が 撮影後の画像表示時間 

今 P .181 

♦1 枚表示 

•4 P .1 己巨 

♦インデックス表示 

今 P .159 

♦画像送り（ジャンプ表示)今 P .1 巨0 

♦拡大表示 

今 P .161 

♦画像回転 

今 P .1 巨吕 

♦スライド シヨー 

P .1 巨8 

•動画再生 

4 P .1 巨己 

参動画の前をカット 

P .1 巨7 

♦テレビで見る 

P .170 

♦プ□テクト（保護） 

今 P .17 吕 

♦音声メモ 

•4 P .174 

♦画像コピー 

今 P .17 巨 

♦消去 

P .179 

印刷 

参円 ctBrid 呂 e 

4 P .190 

♦印刷指定 （ DP 0 F ) 

P .199 

カスタマイズ 

♦カスタム機能 （ C . Fn ) 

^ P . 204 

♦カスタム機能登録 

今 P .23 己 

♦マイメニユ ー 

* P .237 

♦カメラ設定巧を 

今 P .238 

か基本設定登録 

* P . 240 

センサーク IJ 一ニング 

♦センサーク U —ニンク’ 

今 P .184 

♦コ消し情報付カロ 

4 P .18 己 
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取り扱い上のごを意 

カメラについて 

• カメラは精密機器です。落としたり衝撃をちえたりしないでくださし、。 

• このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用でさません。万一か 
に慮れてしまったときは、早めに最寄りの修理受付窓□にご相談ください。また、 
水滴び付いたときは乾いたきれいな巧で、潮風にあたったとさは固くしぼったき 
れいな布でよくふさとってください。 

• 力;ラを磁石やモーターなどの強力な磁気び発生ずる装置の近< に、絶対に置か 
ないでください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用した 
0、放置したりしないでください。電磁波により、力^ラび誤動作したり、記録 
した画像データび破壊されることびあります。 

• 直射曰光下の車の中などは予想攻上に高温になります。カメラの故障の原因にな 
ることびありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでくださし、。 

• 力^ラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでくだ 
さし、。 

• レンズ、ファインダー、ミラー、フオーカシングスクリーンなどにゴミび付し、て 
いるとさは、市販のブ n アーで收さ飛ばすだけにして<ださい。カメラボディお 
よびレンズは、有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでください。特に巧れ 
びひどいとさは、最寄りの修理受付窓□にご相談ください。 

• カメラの電気接点は手で軸らないでください。腐食の原因になることびありま 
す。腐食び生じるとカメラび作動不良を起こすことがあ0ます。 

• カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露 
(水滴）び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところ 
に移すときは、結露の発生を防ぐために、力^ラをビニール袋に入れて袋の□を 
閉じ、周囲の温度になじませてか5、袋から取り出してくださし、。 

• 結露び発生したとさは、故障の原因にな0ますので、カメラを使用しないでくだ 
さい。レンズ、カード、電池をカメラから取り外し、水滴び消えるまで待ってか 
ら、力^ラを使巧してください。 

• カメラを長期間使用しないときは、カメラから電池を取り出し、風通しび良<、 
涼しい乾燥した場所にな管してください。保管期間中でを、とさどきシャッター 
を切るよラにして作動することを確認して<ださい。 

• カメラの保管場所として、実験室などのよラな雲品を扱ラ場所は、さび■腐食な 
どの原因になるため避けてください。 

• 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用して<ださい。長期間 
使用しなかったあとや、ミ毎が旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄り 
の修理受付窓□、またはご自身でチェックしてからご使用くださし、。 
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取り扱い上のごま意 


表示パネルと液晶 モニターについて 

• 液晶モニターは、が常に精密度の高い技術で作られており99.白目％政上の有効 
画素がありますび、日.01%料下の画素欠けや、黒やホの点が現れたままになる 
ことがあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には影 
響ありません。 

♦ 液晶モニターを長時間点打したままにすると、表おしていた内容の残撒び残るこ 
とびあります。この残像は一時的なわので、カメラを数日間使用しないでおくと 
自然に消えます。 

♦ 液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅くなったり、高温下で表示が黒<なっ 
たりすることがありますび、常温に戻れば正常に表示されます。 


カードについて 

カードとその中に記録されているデータを保護ずるために、次の点に注意してくだ 
さし、。 

• 「落とさない」、「曲げない」、 r 強い力や衝撃、振動を加えない」、「鼎らさない」。 
• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたちのや、静電気の発生しやすいと 
ころで保管、使用しない。 

• 直射曰光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しない。 

• ケースなどに入れて保管する。 

• 温度の高いところ、ほこ0や湿気のをいところに保管しない。 

レンズについて 

レンズを取りがしたときは、接点やレンズ面を傷つけないよ 
ラに、取り付け面を上にして置き、ダストキャップを取り付け 
て < ださい。 



長時間使用時のごま意 

連続撮影を長時間繰り返したり、ライブビュー撮影や動画撮影を長時間行ラと、力 
メラの温度び高くなることがあります。これは故障ではありませんび、長時間巧虜び 
軸れたままになっていると、低温やけどの原因になることがありますので、ご注意< 
ださい。 
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すぐ撮露するには 

電池（バッテリー）を入れる (P.32) 
キャップを取0がし、充電済みの電池 
を入れます。電池の充電方法については 
28ページを参照してください。 





レンズを取り付ける (p.39) 

乂 



ホい指標に合わせて取り付けます。 






■ r % m w ' 

U 






レンズの フオーカスモー ドスイツ 
チを < AF > にする (P.39) 


4 


力ードを入れる (P.36) 

CF カードは左側、 SD カードはち側の 
ス□ットに入れます。 
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すぐ撮影するには 


6 


カメラの胳剛扶私します 

キタン t ル1 ~ 0 K 


ネリ期状態にする （ P . 已 3) 

メニュー画面で [>;] タブの[カメラ設 
定初期化]を選びます。 

- 〈 MENU > ボタンを押して、〈猫〉〈類〉 
を回して選択し、〈©〉で設定します。 
•〈 P 〉 プ□グラム AE にな0ます。 




ピントを合わせる （ P .41) 

写したいものにエリア AF フレームを 
合わせます。シャッターボタンを軽く押 
すと、ピントび合います。 



画像を確認する （ P .181) 

撮影した画像び液晶モニターに約2秒 
間表示されます。〈囚〉ボタンを巧すと、 
ちラー度画像び表示されまず （ P .1 己6)。 


♦ CF カード、または SD カードのどち5かが入ってい机ず撮影でさます。 
♦ 今までに撮影した画像を確認したいとさは、『画像を再生する』 
化.1日日）を参照してください。 

♦撮影した画像を消去したいときは、『消去する』 （ P .179) を参照して 
<ださし、。 
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る部のを荷 i 
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各部の名称 


〈因> 露出補正/手動絞り数値 一 I I— 〈 ISO>ISO 感度設定ボタン 
設定ボタン （P.1 13/11 2) (P.64、 1 44) 


〈か〉表示パネル照明ボタンーI 
(P.116) 


アクセヴ U —シュ 


〈 FEL〉FE □ック / 
マルチスポット測光/ 
動画撮影ボタン 
(P.1 19/10己/ 143) 


〈泣0メイン電子 
ダイヤル （P.42) 


Xトフツプ 

取り付け部 （P.26) 



電源/ヴプ電子ダイヤル 
スイッチ （P.34) 


〈 AF-0N 〉 縦位置 AF スタート 
ボタン （p.43、41、9 己、96、12ス1己 3) 


〈©〉設定/ 
ライプビュー撮影 


〈〇〉サブ電子 
ダイヤル （P.43) 


〈ホ/み〉縦位置 AE □ック/ 
縮ルボタン 

(p.43、l 1己/161、19ス 

—く回/み〉縦位置 AF フレーム 
選択/拡大ボタン 
(口.43、97/161、 197) 
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各部のを称 


〈回•阻〉測光モード選お/— I 
スト□ボ調光補正ボタン 
( p .104/119) 


〈 MODE 〉 撮影モード 
違択ボタン 

( P .106、 127、143、 144) 


〈 AF . DRIVE 〉 

AF モード選択/ 

ドライプモード選択 
ボタン （ P .94/101) 


く％〉 AEB 設定ボタン 
( P .114) 



-〈み〉撮像面 マーク 

"上面表示バネル （ P . 己 1) 


〈 AF -0 I \1 >AF スタート 
ボタン （ p .41、9 己、96、 
127. 1 53) 



I — 〈*/み 〉 AE □ック 
/縮ルボタン 
( P .1 1日/161、 197) 


厂〈回/み〉 

AF フレーム 還択/ 
拡大ボタン 
( P .97/ 

1色1、 197) 



•アイピース 
シャッター 
レバー ( P .117) 


スピーカー ( P . 16已、17已） 
ファインダー接眼部 
ネ見度調整つまみ （ P .40) 


電池 （ P .28)— < 


お張システム端テ 


B 拡張システム端子にワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 2 を取り付け 
て使用するときは、 WFT のファームウェアを Ver .2 .日.0政上にアップデートして 
ください。 
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各部の名称 


〈 MENU 〉 メニュ-1 I —く INFO .〉 インフォ/ 


ボタン（日. 44) 


人 トフツプ-1 

取0付け部 
( P .26) 


トリミング枠縦横切り換えポタン 
( P .128、 148、15色、 246/197) 


端子カバー 


背面表示パネル 
( P .22) 


〈面 > 消去ボタン （ P . 179 )—I 


CF カードス□ツト 
( P .3 色） 


SD カードス□ツト 
( P .36) 


カー ドス□ット 
カバー ( P .36) 



アクセスランプ 
( P .38) 

カードス□ットカパー 
開放つまみ （ P .3 货 

音寅文モ記録用マイク （ P .174) 

くわみ！〉プ □テク ト/音声メモボタン 
( P .172/174)/ 

〈ミこち〉ピクチャースタイル選択ボタン（日后 6) 



>— < FUNC 〉ファンクシヨンボタン （ P 百色、已9、72、 78) 


〈4〉シンク□端子 （ P .1 吕 0) 

くい U モコ ン 端子 （ N3 タイプ） （ P .117) 

〈 M に〉が部マイク入力端子 ( P .1 已巧 

< A / V 0 UT / DIGITAL > 

映像/音声出力/デジタル端子 
( P .170/190) 

〈HOmOHDM に二出力端子 （ P .171) 



電池室キトップ （ P .32) 
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各部のを称 


フアインダー巧表示 

中央部スポツト測光範囲一 I I —エ I 」ア AF フレーム 
フオーカシングスク IJ ーンー I 


AF フレーム 
□:ク□ス測胆点 
日:測距点 


〈 ISO 〉 忆〇表示 


<反]〉測光モード" 

〈 M 〉 マニュアル露出- 

〈*〉 AE □ック- 
AE 目撮影中 
マルチスポット測光 



〈ら〉スト□ボ巧電完了 

FE □ック連動範囲外蓄告 

Oh 〉 ハイスピードシンク □ 


AF フレーム違択モード 

([■■] AF , SEL [], SELAF ) 
記録メディア表示 ( Card *) 
AF フレーム登録 

([■■] HP , SEL [], SELHP ) 


バルブ （ buLb ) 

FE □ック 

データの理中 （ buSY ) 


〈を〉露出補正 

スト□ボ調光補正 

くでがホワイトバランス捕正- 

状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


上面表示パネル 


シトッター速度- 

バルブ （ buLb ) 

バルブ露光時間（分:が） 

FE □ック （ FEL ) 

データ処理中 （ buSY ) 
エラー表 w ( Err ) 

セン サーク U— ニング （ CLn ) 


IS 日感度- 

ダストデ U —トデータ取得 （ - ) 


I —絞り数値 

AEB ステップ量 

ダストデ U — トデータ取得 （--) 


AF フレーム還択モード 

(「-] AF , SEL [ ], SEL AF ) 

記録メディア表示 （ Card *) 
AF フレーム登録 

([--] HF », SEL [ ], SEL HP ) 



撮影モード- 

P 

Av 
M 
Tv 


プ□グラム AE 
絞 0 優先 AE 
マニュアル露出 
シャツター優先 AE 


吃0表示 . 


高輝度側 • 
階調優先 


測光モード- 
区]評価測光 
を]部分測光 
[•] スポット測光 
[] 中央部重点 
平均測光 

電池チェック- 


I— 撮影可能枚数 

セルフタイマー作動表示 
バルブ露光時間（時間） 

記録メディアフル表示 （ Full ) 
エラーま号 

画像記録中の残 D 枚数 


,|||^ぷ目棚8な8り扫8呂） 

1=脚關關 

I 阻み]ヴ醒！ iK が！ 

1. •巧. 


-AF モード 

ONE SHOT : 

ワンシヨツト AF 

AI SERVO : 

AI ヴーボ AF 


か""日•"1。 # j 1 |[_占- 1] _ . j ] - - c [ _ |- 

スト□ボ調光補正一 


-露出段数目盛 


-ドライブモード 
□ 1枚撮影 

鸟 iH 高速連続撮影 
鸟 iL お;速連続撮影 
&1 D セルフタイマー10歡 
&2セルフタイマー2秒 
S サイレント1枚撮影 


5ラーアップ- ' ' 露出レベル表示 

露出補正量 
AE 目レベル 
スト□ボ調光捕正量 


状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部のを称 


背面表示パネル 


が部メディア *3 —— 
選択マーク 


I —外部メディア接続表示*3 
I —ホワイトバランス補正 


SD 力ード装慎表示一 I 

SD 力ードー I 
選択マーク 

CF 力ードー I 
装填表示 


CF 力ードー! 
選択マーク 


I —モノク□撮影 

I —ホワイトバランス 
邸四才ート 
太陽光 
曰陰 

A くを0 
-米白熱電球 
B 白色を光灯 
ろ スト□ボ 
dd マニュアル 
囚色温度 



卜 1 1 

回 

iQ 

国 夺 
WB B/W- 

盖て ||! 

: •米雜 ち山囚 

LM12SLM12S LM12S- 
MSB MSB) MSB 

3S8/1 

mis 


■-画像サイス 
L ラージ 
M 1 ミドル1 
M 2 ミドル2 
S スモール 
画 □ウ 
M 画ミドル□ウ 
sra スモール□ウ 


ーマニュアルホワイト 
バランス取得表示 
(い]) 

-画憬番号 

7ニユアルホワイト 
バランスま号 
色温度数値 

カスタムホワイトバランス 


有線 LAN 接続 >1 —I 


I —フオルダま号 

記録メディア状態表示 

(Full. Err) 


無線 LAN 接続*1 —I I —通信マーク*2 


*1 :ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 2 II B 、 WFT - E 2 使用時に表示 
* 己：パソコン 、 PictBridge (プリンター)接続時に表示 
*3 : WFT - E 2 II B 、 WFT - E 2+ 外部メディア使用時に表示 


状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


撮影機能の設定状態 


絞り数値- 


I — 〈*〉 AE □ック 
旧0表〜一 I ^_け〉スト□ボ充電完了 

シヤツター速度一 I Oh 〉 八イスピードシンク □ 

BULB J 。レ撮影 （ pn ち光） 

撮影モード-1 < i *〉 FE □ック / FEB 撮影中 

P :プ□グラム AE I - 

Av ： 絞り優先 AE ■■■■■■■pHH 

M ：^-=Lyjmm ■£| I |] II|«(iSZUBI 訓レベル表示 

Tv :造! E 夕- <ぃ〉 高輝度側. 

測光モ-ド-階調優先 

固 評価測光 *- く阻 >スト□ボ調光補正 

田 スポット測光 

c ] 中央部重点 HI ^ HIIIIlllilliifBfl し•冶焦マ_ゎ 

平均測光 

_ A [でーピ 




測光モード- 
固評価測光 
回部分測光 
[•] スポット測光 
[] 中央部重点 
平均測光 

ドライブモード 
□ 1枚撮影 

回 H 高速連続撮影 
马11_低速連続撮影 
か0セルフタイマー1曰秒 
&2セルフタイマー2秒 
S サイレント1枚撮影 

電おチェック- 


- 材:- -り:- 


く、 ラー アップー I 
く哩〉 A 距撮影一 

状況に応じた部分のみ表示されます。 


- A 巧ード 
0 NESH 饥：ワンショット AF 
AISERVO : AI サーボ AF 

——旧0感度 

——ピクチャースタイル 
巨豆]スタンダード 
國ポートレート 
圆風景 
巨巫]ニュートラル 
國お実設定 
巨國モノクロ 
画ューザー設定1〜3 

-連続撮影可能枚数 


胃! • 初期状態では、電源を入れたあと、液晶モニターに何も表示されていない状 
態で 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、撮穀機能の設定状態の画面が表示されます。 
をラー度押すと、表示び消えます。 

•撮轟機能の設定状態については、217ページの [，な C.Fn II -10: 撮嚴時の INFO . 
ボタン ] を参照してください。 
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各部のを称 


バッテリーパック LP - E 4 



ミ主意 

指定外の電池を使ラと、爆発などのを険びあります。 

使用済の電池は、鲁自治体のルールにしたびって姐分するか、最寄〇の電池 I 」サイ 
クル協力店へお持ち < ださい。 


• 不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃棄しないで最寄りの 
電池 U サイクル協力店へお持ちください。詳細は、一般社団法人 JBRC 
のホームページをご参照ください。 

ホームぺージ： http :// www . jbrc.com 
• プラス端子、マイナス端テをテープ等で絶緑してください。 

♦ 被覆をはびさないで<ださい。 

• 分解しないで < ださい。 
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各部の名称 


バッテリーチャージャー LC-E4 

バッテ U - パック LP - E 4 用の充電器です。 （ P .28) 


充電状態/キヤリフレーション（放電）状態/ 
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各部のを称 


ストラップ/八ンドストラップ E 1 の取り付け方 
ケーブルプ□テクターの使い方 

ストラップ ケーブルプ□テクター 



A ンドストラップ E 1 (別売) 



W ストラップの取り付けが終わったら、留め具の部分のたるみを取り、ストラップ 
を引っ張ってち留め具の部分びゆるまないことを確認してください。 
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撮影前の準備と操作の基本 


この章では、撮影に入る前にあ6かじめ準備しておくことと、基 
本的な操作方法について説明します。 


ゴ S やほこりについて、普段か 51 U 下のことにま意してください 

♦ レンズの交換は、ほこりのかない場所で素早く巧ラ 
♦ レンズを外してカメラを保管するときは、ボディキャップを必ずカメ 
ラに取り付ける 

参ボディキャップは、ゴ S やほこりを落としてからカメラに取り付ける 





電池を巧電する 



充電器をコンセントにつなぐ 

♦ 電源プラグをコンセントに差し込み、電 
源コードを充電器に接続します。 

♦ 電池を取り巧けていない状態では、すべ 
てのランプび消打しています。 



2 



充電器と電池の保護カバーをがす 

♦ 充電器の保護カバーは、スライドさせて 
外します。 



充電ずる 

♦ 保護カバーをがしたとさと逆の要領で 
電池をスライドさせ、充電器にしっかり 
取り付けます。 

♦ A 、 巳どちら側に取り付けてち充電でさ 
ます。 

-► 充電び始まり、緑色の充電状態ランプび 
点滅します。 

-► 3つの充電状態ランプ〔日0/80/ 
100%)び点なずると充電完了です。 

♦ 使い切った電池の充電に要する時間は、 
1本あたり約2時間でず。 

♦ 充電時間は、周囲の温度や電池の充電状 
態によって異なります。 
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電池を充電する 


載電池と巧電器の上手な使い方 

• 充電は、使用ずる当曰か前日にずる 

充電して保管していてち、自然放電によ〇少しずつ電池の容量び少な 
<なっていさます。 

• 充電び終わった5、電池を取りがし、プラグをコンセントから巧く 

電池と充電器を使わないとさは、保護カバーを取り付けておきます。 


• 電池はぴご〜4已- C の節固で使用ずる 

電池の性能を十分に凳揮させるためには、]日で〜3び C の範囲で使用 
することをおすすめします。スキー場などの低温下では電池の性能び一 
時的に低下し、使用でをる時間び短くなることびあ0ます。 

♦ カメラを使わないときは、電池を取り出しておく 

電池を長期間カメラに入れたままにしておくと、微少の電流び流れて 
過放電状態にな0、電池寿命短縮の原因になります。電池をカメラから 
取り出し、保護カバーを取り付けて保管してください。なお、フル充電 
して保管ずると、性能低下の原因になることびあります。 

• 充電器は海がでち使ラことびできる 

充電器は、家庭用電源の AC 10日〜24 0V 日0/巨 OHz に対応してし'!ま 
す。お使いになる地域に対応した、市販の電源プラグ変換アダプターを 
使用してください。なお、充電器び故障する恐れびありますので、海外 
旅行用の電モ変圧器などに接続しないでください。 

♦ 電池の勞化度び確認できる 

充電中にく PERFORMANCE> ボタンを押すと、 

充電状態ランプの点灯で電池の劣化度を確認する 
ことびでさます。 

■ □□(緑）：装化していません 

固图 n (緑）：少し祟化しています 

□ □□ (ホ）：電池の買い換えをおすすめします 

♦ フル巧電したのにずぐ使えなくなるときは、電池の寿命でず 

電池の劣化度 （P.247) を確認したラえで、新しい電池をお買い求め 
<ださい。 
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電池を巧電する 


拳自動車のシガーライターソケットか6を巧電でをる 

力ーバッテ U- ケーブル C 目-日70 (別売）を使用すると 、シガーライター 

ソケットと充電器のカーバッテ U —ケーブルソケット〔 く DC IN 〉 端子）を 

つないで充電を行ラことびでさます。 

♦ 充電は、必ず自動車のエンジンをかけた状態で行って<ださい。エンジ 
ンを止めたとさは、シガーライターソケットからカーバッテI」ーケープ 
ルのプラグを抜いてください。抜かずに放置すると、自動車のバッテ U- 
びあびる原因になることびあります。 

♦ 自動車用の変圧器を使用して充電を行わないで<ださい。 

♦ DC]2V、 または DC24V の自動車バッテリーを備えたマイナス接地車 
でのみ使用でさます。また、車種により、シガーライターソケットの形 
状、寸法び異なるため、使用できないことびあります。 

回 < CAL / CHARGE > ランプがホ色に点滅した 

♦ カメラの電池残量表示び正確に行われるよラ、電池容量を把握するため 
のキヤ U ブレーションを推奨する表示です。キヤ U ブレーションは必須 
の操作ではありません。充電したいとさは、そのまま約]日秒間待つと自 
動的に充電び始まります。キヤ U ブレーションを行うときは、 〈 CAL/ 
CHARGE) ランプび赤色に点滅している間に、 く CAUBRATE 〉 ボタンを 
巧します。充電状態ランプび赤色に点滅してキヤリフレーション（放電） 
び始まりまず。 

♦キヤ U ブレーション後、自動的に充電び行われますび、電池残量び多い 
ほど時間びかかりまず。充電状態ランプの横にかかれているく 2h> <4h> 
<10 h > は、キヤ U ブ レーショ ン（放電）に要ずる時間の目まで、く 10 h > 
の充電が態ランプび赤色に点滅しているとをは、約10時間かか0ます。 

♦ キヤ U ブレーションを行ラと放電び行われ、電池び空になりまずので、 
その後の充電には約2時間かかります。キゎリブレーションを途中で止 
めて充電したいとをは、充電器から電池を取りがし、再度取0付けます。 
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電池を充電する 


S 巧電巧態ランプ3つを部び庶威した 

♦ 充電が態ランプ（緑色）び全部点滅したとさは、電池の内部温度び〇〜 
40ごの適正範囲列になっています。電池の内部温度び〇〜40での範囲 
内になると充電び始まります。 

♦ キャリプレーシヨン（放電）状態ランプ（赤色）び全部点滅したとさや、 
ホ/緑色ランプび交互に点滅 «CAL/CHARGE> ランプも点滅）したと 
さは、電池を充電器から取り外し、お買い上げになった販売店、または 
イ度理受付窓□にご連絡ください。 

♦ バッテ U- パック LP-E41i( 外の電池を充電器に取り付けると、ホ/緑色 
ランプび交互に点滅 «CAL/CHARGE> ランプち点滅）して充電でさま 
せん。 


W • 付属の充電器は、バッテ1」ーパック LP-E4 似がは充電でさません。 

• バッテリーパック LP-E4 は、キヤノン製品専用です。指定外の充電器や、製 
品と組み合わせて使巧した場合の故障、事故に関しては一切イ呆証できません。 

0 • 電池2本を充電器に取り付けたときは、取り付けた順に充電び巧われます。 

なお、充電とキャ U ブレーシヨンを同時に行ラことはでさますび、2本同時に 
充電したり、2本同時にキャ U ブレーシヨンを行ラことはできません。 

♦ キャ U ブレーシヨンを行ラときは、電池の残量がかない状態で巧ラことをお 
すすめします。フル充電の状態から巧ラと、キャ U ブレーシヨン開始か日充 
電完了まで約12時間（放電：約1日時間、充電：約2時間）かかります。 
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電池を入れる/取り出す ■ — 

入れ方 

充電したバッテ1」ーパック LP-E4 をカメラに入れます。 



電池室キャップを取りがす 


電池を入れる 

♦ 電池を奥までしっか0と入れ、着脱つま 
みを矢印の方向に回します。 


取0出し方 



2 



着脱つまみを起こし、矢印の方向に回 
す 


電池を引さ出す 

♦取り出したあとは、ショート防止のた 
め、必ず電池に保護カバー （P.24) を 
取0付けてください。 

♦ カメラを使巧しないとさは、電池室 
キャップ （P.1 目）を力;><ラに取り付け 


て < ださい。 


0電池の防滴バッキンにづミなどが付着しているときは、湿らせ 
た綿棒などで取り除いてください。 

防滴パッキン 
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家庭用電源（別売）を使用する— 

AC アダプターキット ACI<-E4 (別売）を使ラと、家庭用電源を使用して、 
電池の残量を気にせずに力;>< ラを使ラことびでさます。 



DC カプラーのプラグを接続する 

♦ DC カプラーのプラグを、 AC アダプター I 
の DC 端子に接続しまず。 



電源コードを接続する 

♦ 電源プラグをコンセントに差し込み、電 
源コードを AC アダプターに接続しま 
す。 


DC カプラーを入れる 

♦ DC カプラーを 奥までしっか0と入れ、 
着脱つまみを矢印の方向に回します。 

♦ 使い終わった5電源プラグをコンセン 
卜から损いてください。 


W • DC カプラーは防滴構造になっていませんので、屋外で使用ずるときは、濡ら 
さないよラにして < ださし、。 

• 電源スイッチを 〈 ON 〉 または 〈 J > にしたまま、電源コードや DC カプラー 
のプラグの抜さ差しを行わないでください。 
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電源を入れる & 

電源/サブ電子ダイヤルスイッチ 

<OFF>： 力^ラは作動しません。使用しな 
いとさはこの位置にします。 

〈ON〉 ：力;><ラび作動します。 

<J> :力 ラと〈類〉び作動します 
(P.43)。 


撮像素子の自動清掃について 

♦ 電源スイッチを 〈ON/J〉 にしたとき 
と、 〈OFF〉 にしたときに、撮像素テの 
自動清掃び行われます。清掃中は、液晶 
モニターに 〈.’D> び 表示され ます。 

♦ 清掃中でちシャッターボタンを半巧し 
(P.41) すると、清掃作業び中止され、 
すぐに撮影することびできます。 

♦ 電源スイッチの <ON/J> く OFF> を短 
い時間で繰り返すと、く.’ D> び表示さ 
れないことびあ0ますび故障ではあり 
ません。 

才ートパワーオフにごいて 

♦ 電池の消耗を防ぐため、約1分間何ち操作しないと自動的に電源び切れ 
ます。シャッターボタンを半押し （P.41) すると、もラー度電源び入り 
ます。 

♦ 電源び切れるまでの時間を、 [>’ 才ートパワーオフ] で変更する 
ことびでさます （ P . 已2)。 


わ 

b ンヴーク U - ニング 



B 力ードへの画像記録中に電源スイッチを 〈OFF〉 にすると、[書き込み中…]が表示 
され、画撒記録が終了してから電源び切れます。 
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電源を入れる 


電池チェックについて 

電池の残量は、電源スイッチをく 0N> にしたとさに、日段階で表示され 
ます。 




表示 

残 量 （％) 

状態 


1 00-70 

十分な残量があります 


色9~已己 

半分な上の残量びあります 


49-20 

残量がキ分攻下です 

口 

1 目〜 1 日 

残量び少な<なっています 

り:- 

9~1 

をラすぐ電池切れになります 

_わ'_ 
' 1 、 

0 

電池を充電してください 


撮霞巧能な巧の目哀 


温度 

常温 （ + 23 で） 

お温（〇で） 

撮影可能枚数 

約]已〇〇枚 

約1200枚 


♦ フル充電のバッテリーパック LP-E4 使巧、ライブビュー撮影なし、 C1PA (カメラ 
映像機器工業会）の試験基準によ0ます。 


H • 次の操作を巧ラと、撮穀可能枚数びかなくなりまず。 

. シャッターボタン半巧し状態を長く続ける 
- AF のみ行って撮影しなし喉作を頻繁に巧う 
-液晶モニターを頻繁に使用する 
-レンズの手ブレ補正機能を使用する 

♦ 実際の撮穀条件との違いにより、撮穀可能枚数び表記数値よりわ少なくなる 
ことびお0ます。 

• レンズの動作には力文ラ本体の電源を使用します。使用するレンズにより、撮 
穀可能枚数びかなくなることがあります。 

♦ ライプビュー撮影時の撮穀巧肯目枚数については、12白ページを参照してくだ 
さし、。 

♦ メニュー[ドルッテ U- 情報]で、電池の状態を詳しく確認することびできま 
す （P.247)。 
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力ードを入れる/取り出す 

このカメラは、 CF カードと SD カードび使用でさまず。 どちらかの力ード 
び入っていれば、撮影した画像を i 己録することができます。 

両方のカードを入れたとさは、どち5のカードを使用するか選択したり、 
両方のカードに同時に画像を記録することびでをます （ P . 已6、已7)。 

II SD 力ード使用時は、力ードのライトプ n テクトスイッチび上側（書き 
込み/消去可能位置)にセツトされていることを確認してください。 


カバーを開ける 

♦ 開放つまみを起こし、矢印の方向に回し 
て開さます。 


カードを入れる 

♦ CF カードは左側、 SD カードはち側のス 
□ットに入れます。 

♦ CF 力ードは、図のよラに力ードの表を 
手前にして、小さい巧が並んでいる方 
を輿にして差し込みまず。 

入れる向きを間違えると、カメラび壊 

れまず。 

吟 CF カード取り出しボタンびせり出しま 
す。 

♦ SD カードは、力ードの表を手前にして、 
「カチッ」と音びするまで差し込みます。 

カバーを閉める 

♦ 「カチッ」と音びずるまでカバーを押し 
ふ 〇 


入れ方 
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カードを入れる/取り出す 


4電源スイッチを 〈0 N > にする 

-► 上面表示パネルとファインダー内に撮 
影可能枚数び表示されます。 

吟背面表示パネルには、装慎したカードび 
表示されまず。< いマークが巧ぃてぃる 
カードに画像が記録されます。 


カード選択マーク 
CF カード装填表示 

カード装填表示 

垃固 ™ 

厂 巧ロロロロロ 


撮影可能枚数 


P け3 の 

ISO 丹 r 0NESH0T1 



♦ SDHC メモ U —カードち使用でさます。 

• CF (コンパクトフラッシュ）力ードには、厚さの異なる2種類の 
タイプびありますが、どちらのタイプち使用でさます。 



参 Ultra DMA (UDMA ) 対応の CF カードや、ハードディスクタイプのカード 


ち使用できます。なお、 UDMA 対応の CF カードを使用すると、より高速な 
データ書さ込み処理び巧われます。 

• 撮轟可能枚数は、使用するカードの空さ容量や、記録画質、に日感度などによ 
り異なります。 

• メニュー[ゴカードなしレリーズ]を[しなしリに設定すると、力ードの入れ忘 
れを防止することがでさます （P. 已吕)。 
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カードを入れる/取り出す 


取0出し方 

1 カバーを 開ける 

♦ 電源スイッチを 〈OFF> にします。 

♦ アクセスランプが消えていることを確 
認 して、カバーを開をまず。 



カードを取り出す 

♦ CF カードは、取り出しボタンを押し込 
むとカードび出てさまず。 

♦ SD カードは、カードを軽く押し込んで 
離すと出てさます。 

♦ カパーを閉じます。 


W ♦ アクセスランプび点灯/点滅しているとをは、カードへの記録/読み出し中や、 
消去中、データ転送中です。絶対に;欠のことを巧わないでください。画像デー 
夕が壊れまず。また場合により、力ードが懐れたり、カメラ本化が損傷する原 
因にな D ます。 

-カードス□ットカ A " —を開ける 
•電池を取り出す 

-カメラ本体に振動や衝撃をちえる 

♦ 画像が記録されているカードを使用すると、撮影した画像のま号が日0日1か 
ら撮影されないことびあります （ P .88)。 

♦ 液晶モニターにカードのトラブルに関するメッセージび表示されたときは、 
カードの损き差しを行ってください。それでを改善しないときは、別のカー 
ドに交換してください。 

なお、パソコンでカードの内容が読み取れるとさは、カード内のデータをす 
ベてパソコンに保をしたあと、力方ラで力ードを初期化してください ( P . 已0)。 
正常な巧態に戻ることびあります。 

• 八ードディスクタイプのカードを手で持つときは、必ずカードの側面を持っ 
てください。平面部分を持つとカードび壊れることびあります。また、振動 
や衝撃に弱いため、特に記録/再生中は、カメラに振動や衝撃をちえないよラ、 
注意してください。 

• SD カードの接点に、指や金属び細れないよラにミ主意してください。 


S 電源スイッチが 〈OFF〉 の位置でも、力ードの出し入れを行うと、アクセスラン 
プび点滅することがあ0ます。 
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レンズを取り付ける/取りかす— 


1 キャップを外す 

♦ レンズのダストキャップとボディ 
キャップを矢印の方向に回してがしま I 
す。 


2レンズを取り付ける 

♦ レンズとカメラの赤いレンズ取り付け 
指標ををわせ、レンズを矢印方向に「力 
チッ」と音びするまで回しまず。 


>レンズの フォー カスモードスイッチを 
< AF > (自動ピント合わせ）にする 
♦ < MF > (手動ピント合わせ）になってい 
ると自動ピント合わせびでさません。 

4レンズキャップを外す 


レンズ□ック解除ボタンを巧しなが 
5、レンズを矢印方向に回す 

♦ 回転び止まるまで回してから、取り外し 
ます。 

♦ 取りがしたレンズにダストキヤップを 
取り付けます。 


巧0かし方 




W • レンズで太陽を直接見ないでください。失明の原因になります。 
♦ EF-S レンズは使巧できません。 
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撮露の基本操作 


ファインダーが鮮明に見えるよラに調整する 



アイカップを取り外す 

♦ アイカップの両脇をつまんだまま引を 
上げて取り外します。 


調整する 

♦ ファインダー内の AF フレーム、または 
中央部スポット測光範囲マーク（口ぶ 0) 
び最ち鮮明に見えるよラに、つまみをち 
または左に回します。 

♦ アイカップを取り付けます。 


51 視度調整を巧ってをファインダーび鮮明に見えないちは、別売の視度補正レンズ 
E 旨の使巧をおすすめします。 


カメラの構え方 



手ブレのない鮮明な画像を撮るため 
に、カメラび動かないよラにしっか 
り構えて撮影します。 


①ち手でグ U ップを包むようにしっかりと握ります。 

③ 左手でレンズを下から支えるよラに持ちます。 

感ち手人差し指の腹をシャッターボタンに軽くのせます。 

④ 脇をしっかり締め、両ひじを軽く体の前に付けます。 

⑥カメラを額に付けるようにして、ファインダーをのぞきます。 

⑥片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 

51 液晶モニターを見なが5 撮影 するときは、 12 己ページを参照してください。 
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撮影の基本操作 


シャッターボタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目ま 
で浅く巧すことを r 半押し」といいます。半巧しからさらに二段目まで深く 
巧すことを「全押し」といいます。 



半巧し 

自動ピント合わせと、自動露出機構によ 
るシャッター速度と絞0数値の設定び行わ 
れまず。 

露出値（シャッター速度と絞り数値）び、 
上面表示パネルとファインダー内に表示さ 
れます（を6)。 




全巧し 

シャッターび切れて撮影されます。 


手ブレしにくい撮影のしかた 

手にしたカメラび撮影の瞬間に動くことを r 手ブレ」といい、全体びぼや 
けたよラな写真になります。鮮明な写真を撮るために、次の点に注意してく 
ださい。 

•前ページの『カゾラの構え方』のよラに、カメラび動かないようしっか 
り構える。 

. シトッターボタンを半巧ししてピントををわせたあと、ゆっくりシャツ 
ターボタンを全押しする。 


SI • <AF-ON> ボタンで半巧しと同じ操作がでさます。 

• シャッターボタンを一気に全巧ししたり、半巧し後すぐに全巧しずると、 一 
瞬の間を置いてから撮穀されます。 

♦ メニュー画面表示中、画像再生中、画像記録中でを、シャッターボタンを半 
押しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 
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撮影の基本操作 


盤 メイン電子ダイヤルによる機能の選巧と設定 


(1) ボタンを巧したあと、〈魁0を回す 

ボタンを押すと、その機能選択状態び夕 
イマー（を 6) で保持されます。その間に 
く巡〉を回します。タイマーが終了するか、 
シャッターボタンを半巧しすると、撮影準 
備状態に戻0ます。 

♦ 撮影モード、 AF モード、測光モード、 
AF フレーム、 ISO 感度、ピクチャースタ 
イル、 〈因 > ボタンを使用した露出補正、 
カードの選択-設定などに使用します。 

(2) 〈盤^> のみを回す 

フアインダー巧表示や上面表示ノ くネルを 
見なび5〈巡^〉を回します。 

♦ シャッター速度や絞り数値の設定など 
に使用します。 


速マルチコント□—ラー操巧 





くミを〉は8方向キーと中央巧しボタンの 
構造になっています。 

♦ AF フレーム選択、ホワイトバランス捕 
正、ライブビュー撮影時における AF フ 
レーム/拡大表示枠の移動、再生時にお 
ける拡大表示位置の移動などに使用し 
ます。 


51〈帝〉で；><ニユー機能の設定を行うこともできます （旧‘画像ミ肖ま ]、[V ‘ 力ード巧 
期化] を除く/ P .4 己)。 
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撮影の基本操作 


〇サブ電子ダイヤルによる機能の選巧と設定 

<〇> を操作するときは、電源スイッチをく J 〉 にしてください。 



(1) ボタンを巧したあと、 〈 Q > を回す 

ボタンを巧すと、その機能選択状態び夕 
イマー（を 6) で保持されます。その間に 
〈〇〉を回します。タイマーび終了するか、 
シャッターボタンを半押しすると、撮影準 
備状態に戻ります。 

♦ 撮影モード、ドライブモード、スト□ボ 
調光補正、 AF フレーム、侶日感度、ピク 


チャースタイル、〈因〉ボタンを使用し 


た露出補正、画像サイズ、ホワイトバラ 


ンスの選択-設定などに使用します。 




n(2) 


<〇>のみを回す 

ファインダー内表おや上面表示ノ くネルを 
見ながら〈©>を回します。 

♦ 露出補正、マニュアル露出時の絞り数値 
の設定、 AF フレームの選択などに使用 
しよ9 〇 


SI (1) の操作は、電源スイッチが <ON> の位置でわ巧ラことができます。 

縦位置撮影時の操作 

カメラの下部には、縦位置撮影用のボタン、ダイヤルび配置されています 
( P .16、 17)。 



♦ 縦位置撮影巧のボタン、ダイヤルを使用 
するときは、縦位置操作日 N / OFF ス 
イッチを 〈 ON 〉 にします。 

♦ 使用しないときは、誤って作動しないよ 
うに、 < OFF > にしまず。 
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メニュー機能の操作と設定 

この力;<ラでは、電子音や日付/時刻など、さまざまな設定を;><ニュー機 
能で行います。メニュー機能の操作は、液晶モニターを見なび5、カメラ背 
面の 〈 MENU 〉 ボタン、〈£^〉<〇> を使って行います。 




メニュー項目 


日=再生2 —I 
日’再生 1- 
ゴ撮影2 


CM 撮影1 


タブ 




V 機能設定1 
ード機能設定2 

V = 機能設定3 


カスタム機能 
マイメニユー 


メニュー 内容 


アイコン 

色 

系統 

説明 

070= 

赤 

撮露系 

撮影に関する項目 

373= 

青 

再生系 

撮影した画像の再生に関する項目 

V 7 V 7 V ： 

黄 

機能設定系 

力^ラの機能に関する項目 

冉， 

憧 

力六ラのカスタマイズ機能 

★ 

緑 

よく使ラメニュー機能やカスタム機能の登録 
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メニュー機能の操作と設定 


メニユ■機能の設定操作 


困，;打!打'矿のの石* I 

I ホワイトバランス 

23? 

MWB データ 登 8 
WBff の 的齡 

0.0/が 

6 SM 

sRGB 

ビクチヤースタイル 

スタング-ド 

月誦肥 




が 

が 

•诚 I 



1 メニューを 表示する 

♦ く MENU 〉 ボタンを押すと表示されま 
す。 

2 タブを選ぶ 

♦ 〈擲〉を回してタブ炼統）を選びます。 

3項目を選ぶ 

♦ <〇>を回して項目を選び、〈©>対甲 
しよす0 


4内容を選ぶ 

♦ <〇>を回して内容を選びます。 

♦ 現在設定されている內容は青色で表示 
されます。 


内容を設定する 

♦ <©> を巧すと設定されます。 

設定を終了する 

♦ く MENU 〉 ボタンを巧すと表示び消え、 
撮影準備状態に戻0ます。 


S1 • これ政降のメニュー機能の説明は、 〈MENU〉 ポタンを巧して、方ニュー画面 
が表示されていることを前提に説明しています。 

• 〈谋〉でメニュー機能の設定を巧うことをできます([3- 画像消去]、 [ fr ’ 力一 
ド初期化] を除<)。 
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い - L — 193513 

ゴ撮影1 ( ホ） 


参照頁 

ホワイトパランス 

国/朱- /6 k / A /; お/お/ち/り〜 日） 
/H (2 己00〜1000 0) / PC -1 〜巳 

72 

MWB データ 登録 

ホワイトバランスデータの手動登録 

73 

WB 補正/ BKT 設定 

W 巨補正：日/ A / M / 白寄り各色目段 

79 

W 巨-己 KT : B / A 、 M / G 方向1段ステップ±3段 

80 

色空間 

sRG 己 / Adobe RGB 

白2 


區空]スタンダード/區を!ポートレート/ 

6扫 

ピクチャースタイル 

医 D 風景/區亞 I ニュートラル/医0忠実設定/ 

\ 


區11モノク □/ 區司]ユーヴー設定1〜3 

71 

周辺光量補正 

する/しない 

82 


撮影 2 (赤) 


JPEG 画質 

し M 1、 M 2、 S の画質（圧縮率）を設定 

63 

画像サイズ 

Iffl / MIffl/SIffl 

59 

L / M 1/ M 2 /S (- P.48 園） 

撮彰画像の確認時間 

切/ 2 秒/ 4 秒/ 8 砂/ホールド 

181 

電子音 

入/切 

已 2 

カードなしレ U —ズ 

する/しない 

52 

ダストデ U —トデータ 
取得 

付属ソフトウエアでゴ S 消し処理を巧ラためのデー 
夕を取得 

18 已 

外部スト□ポ制御 

スト□ボ機能設定/スト□ボカスタム機能設定/ス 
卜□ボカスタム機能一括解除 

121 


zr 再生1 ( 青) 


画像プ□テクト 

画像の保護 

172 

画像回転 

画像の縦横回転 

162 

画像消去 

画像の消去 

179 

印刷指定 

印刷する画像を指定 (DP0F) 

199 

画像 コピー 

力ード間の画像コピー 

176 

外部メディアへの 
バックアップ 

WFT-E2 II 日、 WFT-E2 (別売）経由、外部;^ディ 
ア使巧時に表示 

- 
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メニュー機能一覧 


日=再生2 清） 参照頁 


A イライト警ち表お 

しない/する 

157 

AF フレーム表示 

しない/する 

158 

ヒストグラム 

輝度 /RGB 

158 

拡大表示設定 

画面中央から拡大/ AF フレーム任意選択点から 
拡大 

161 

巡^での画像送り 

1枚/1日枚/10日枚/撮影曰/フォルダ/動画/ 
静止画 

16己 

スライドシヨー 

再生内容/再を間隔/1」ピートを設定して自動再生 

168 


fr ’ 機能設定1 ( 黄) 


オートバワーオフ 

1分/2分/4分/8分/1已分/3日分/切 

己2 


[記録機能]標準/自動切り換え/振り分け/ 

已7 

記録機能とメディア* 

同一書き込み 


フォルダ選択 

間録■巧坦酷]田/回/日 

己6 


[フォルダ]フォルダの作成と還お 

84 

画像番号 

通しま号/オート U セット/強制リセット 

88 

ファイル名の設定 

ファイル名（固有設定）/ユーヴー設定1/ 

ユーヴー設定2 

8白 

縦位置画像回転表示 

する〇画/する国/しない 

182 

カード初期化 

記録内容を初期化して消去 

50 


ド機能設定2 (黄) 


液晶の明るさ 

7段階の明るさ調整 

18己 

曰巧/時刻 

曰付（年/月/曰）/時刻（時/分/秒）の設定 

49 

言語實 

日本語/巧語 

4白 

ビデオ出力ち式 

NTSC/PAL 

17己 

パ"ッテリー情報 

型式、残容量、撮影回数、劣化度の確認 

247 

ライブビュー機能/ 

動画機能設定 

LVO/I- 設定/ AF モード/グ1」ッド/ 

露出 Simulation/ 測光タイマー/動画記録サイズ 
/録音 （一 P.48 園） 

126 

13己 

142 

151 
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メニュー機能一覧 


V ：機能設定 3 (黄） 参照頁 


カメラ設定をメディアに 
なを*読込 

カメラの設定状態をカードに保を-読み込み 

238 

カメラ基本設定の登録- 
巧出 

カメラの基本設定を力方ラに登録-呼び出し 

24己 

カメラ設定な]期化 

カメラの設定を初期が態にする 

53 

营作権情報 

著作権情報の表示/作成者名入力/著作権ちち入力 
/著作権情報の消去 

白0 

センサーク U —ニング 

自動ク U —ニング/令すぐク U —ニング/手作業で 
クリーニング 

184 

ファームウェア 

ファームウェア変更時に選択 

- 

WFT の設定 

WFT-E2 II目、 WFT-E2 (別売）装着時に表お 

- 


冉,カスタム機能（憧) 


C.Fn 1 :露出 

カメラの機能を細かく設定する 

208 

(：：.ドロ11:画像*調光* 

表示 

214 

C.Fn III : AF. ドライブ 

218 

C.Fn IV :操作*その他 

227 

カスタム機能 (C.Fn) 
一括解除 

カスタム機能をすべて解除 

204 

カスタム機能設定が態の 
登録*呼出 

カスタム機能の設定状態をカメラに登録-呼び出し 

23已 


★ マイメニュー （緑） 

[[マイメニューの設定 よく使うメニュー機能やカスタム機能を登録 [237 I 


01 • W 画像サイズ]で表示される内容は、1>’記録機能とメディア•フォルダ選巧]の 
[記録機能] (P. 已 7) の設定により変わります。[記録！能]が[振り分け]に設定 
されているときは、カードごとに、画像サイズを設定します。 

♦[ド ライプピュー隱能/動画機能設定]で表おされる内容は、 [LVO/ 巧 設定]の設 
定により変わります。また、[動画記録サイズ]で表おされる内容（フレームレー 
卜）は、 [>= ビデオ出力ち式]の設定により蜜わります。 
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巧い始める前の準備- 

( SI 五!!]表示言語を設定ずる 

1[言語®]を選ぶ 

♦[>:] タブの 眉語®]〔上から3番目の 
項目）を選び、く©〉を巧します。 


2言語を設定する 

♦ <©> を回して言語を選び、く©〉を巧 

U ぶ9 〇 

-► 表示言語び切り換わります。 



msa 曰付/時刻をお 認 ずる 

曰付と時刻を確認し、合っていないとをは、次の手順で設定します。 



旧付/時刻]を選ぶ 

♦ [* :]タブの 旧が/時刻]を選び、く©〉 
を巧します。 


曰付/時刻/曰付表示順序を設定する 

♦ <©> を回して項目を選びます。 

♦ <©> を押して、たの状態にします。 

♦ <〇> を回して内容を選び、く©〉を押 
します。（□の状態に戻ります） 

設定を終了する 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、く©>を 
巧します。 

蜂曰付/時刻び設定され、^ニューに戻0 
0 


S 1 撮穀した画像には、曰付/時刻び一緒に記録されますので、正しく設定してくだ 
さし、。 


49 











使い始める前の準備 


mm 力ードを巧)巧化ずる 


新しく買ったカードや、他の力^ラ、パソコンで初期化したカードは、こ 
のカメラで初期化〔フオーマット）することをおすすめします。 

( I 力ードを初期化ずると、力ードに記録されている内容は、画像だけでな 
くずべて消去されます。プ□テクトをかけた画像も消去されまずので、 
記録内容を十分に確認してか!5初期化してください。必要な記録内容 
は、初期化ずる前に必ずパソコンなどに保巧してください。 

1[力ードネ刃期化]を選ぶ 

• [ V ]タブの访ード巧期化]を選び、〈©〉 
を巧します。 


2力ードを選ぶ 

♦ [刚は CF カード、[回]は SD 力ードで 
す。 

♦ く憩〉を回して力ードを選び、〈轉〉を 
押します。 


3に口を選ぶ 

♦帕]選択時は、物理フォーマツトを行 
ラことびでさます （ P . 已1)。 

♦ <©> を回して [0 K ] を選び、く©〉を 
巧します。 

時カードび初期化されます。 

初期化び終了すると、メニューに戻りま 
す。 
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使い始める前の準備 


W カード巧のデータは、初期化や削除をしてを、ファイルの管理情報び変更される 
だけで、完全には消去されません。譲渡■廃棄するときは、注意してください。 
カードを廃棄するときは、物理フオーマットを行ったり、カードを破壊ずるなど 
して個人情報の流出を防いで<ださい。 

SI カード初期化画面に表示されるカードの総容量は、カードに表記されている容量 
よりち少な<なることびあります。 



巧！！フォーマットについて 

[回]選択時に物理フォーマットを行ラことびできます。 SD カードへの書 
さ込み速度び低下したとをや、 SD カードに記録されている内容を完全に消 
去したいときは、[物理 フォーマット] にチェックを入れてか5初期化を行って 
<ださい。 


力-ド丽ヒ 

か•ド巧初期化します 
すぺてのデータび消去ごれます 



〈帝> ボタンを巧す 

♦ 前ページの手順3で〈雨〉ボタンを押し 
ふ ^ 0 

吟[物理 フォーマット] の横にチェックマーク 
<>/>び表示されます。 

♦ < n /> び表示された状態で [0 K ] を選ぶ 
と、物理フオーマットび始まります。 


51 ♦物理フオーマットは、 SD 力ード巧の全記憶領域に渡って初期化を行うたゆ、 
通南のカード初期化よりを時間がかかります。 

•物理フオーマット中に[キャンセル]を選ぶと、初期化を中止することができ 
ます。中止した場合でち、通南の初期化は完了しているため、 SD カードはそ 
のまま問題なく使用でさます。 
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使い始める前の準備 


mm 電源が切れる時間を設定ずる/才ートパワーオフ 

電池の消耗を防ぐため、一を時間力^ラを操作しないと、電源び自動的に 
切れます。オートパワーオフで、電源び自動的に切れるまでの時間を設定す 
ることびできます。自動的に切れないよラにするときは[切]に設定します。 
電源び切れたとさは、シャッターボタンなどを巧ずと電源び入ります。 



[才ートパワーオフ]を選ぶ 

♦ [ V ]タブの [才ートパワーオフ] を選び、 
く©〉を押します。 

時間を設定する 

♦ く©〉を回して頂目を選び、 く垣 )〉を押 
します。 


51 m に設定してを、節電のため約3日分で液晶モニターの表示び消えます（電源 
は切れません)。 


mm 電子音が鳴6ないよラにずるときは 

AF でピントび合った隙などに、電子音び鳴らないよラにすることびでさ 
ます。 


1幅子音]を選ぶ 

♦ [ a =] タブの [電子音] を選び、く©〉を押します。 

) 閒]を選ぶ 


♦ 〈類〉を回して[切]を選び、<©〉を巧します。 

mm 力ードの入れちれを防止ずる 

力;>< ラにカードび入っていないとさに、撮影でさないよラにすることびで 
をます。 


1[力ードなしレリーズ]を選ぶ 

♦ [ a =] タブの [力ードなしレリーズ] を選び、く©〉を押します。 

2 [しない]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [しなし リを選び、〈©〉を巧します。 
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使い始める前の準備 


mm カメラの機能設定をネリ期が態に戻ず 

撮影機能や、メニュー機能の設定を初期状態に戻すことびでさます。 

1[カメラ設定初期化]を選ぶ 

♦[> りタブの [カメラ設定初期化] を選び、 
〈©>を巧します。 


2に K ] を選ぶ 

♦ <©> を回して [0K] を選び、く©〉を 
巧します。 

-► カメラの設定び、次のよラになります。 


画像記録関係 


記録機能 

標準 

画像サイズ 

L (ラージ） 

JPEG 画質 

8 

旧0感度 

A ( AUTO ) 

ピクチャースタイル 

画 

(スタンダード） 

周辺光量補正 

する/ 

登録レンズな持 

色空間 

sRG 己 

ホワイトパランス 

fSM (才 ート） 

MWB データ 

登録保持 

カスタム WB 

登録保持 

WB 補正 

解除 

WB-BKT 

解除 

画像き号 

通し番号 

ファイル名の設定 

カメラ固有 

著作権情報 

情報保持 

自動クリーニング 

する 

ダストデリートデータ 

消去 


撮影モード 

P (プ□グラム AE ) 

AF モード 

ワンシヨ ット AF 

AF フレーム 

自動選択 

測光モード 

CC (評価測光） 

ドライブモード 

□(1 枚撮影） 

露出補正 

0脚） 

AEB 

觸除 

スト□ボ調光補正 

0脚） 

外部スト□ボ制御 

そのまま 



撮影機能関係 
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使い始める前の準備 


カメラ設定関係 ライブビュー撮影/動画撮影関係 


オートバワーオフ 

1分 

電子音 

入 

カードなしレリーズ 

する 

撮影画像の確認時間 

2秒 

A ィラィト警告 

しなし） 

AF フレーム表示 

しなし） 

登録 AF フレーム 

解除仲央） 

ヒストグラム 

輝度 

ぉ大表示設定 

画面中央 

巡!での画像送り 

10め 

縦位置画像回転表示 

する〇画 

スライドシヨー 

全画像 

お晶の明るさ 

み11 iTi 11ザ 

曰付/時刻 

そのまま 

ミミ五 

そのまま 

ビデオ出力ち式 

そのまま 

基本設定の内容 

そのまま 

マイメニューの内容 

そのまま 

マイメニューか5表示 

しなし） 

カスタム機能 

そのまま 


LVO/ 巧設定 

しなし、 

AF モード 

ライブモード 

グリッド 

表71^しない 

露出 Simulation 

する 

動画記録サイズ 

192己 XI 己8己 

録音 

する 

測光タイマー 

1目秒 
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画像に関する設定 


この章では、記録画費、に0感度、ピクチャースタイル、ホワイ 
トバランス、オートライティングオプティマイザ、レンズの周辺 
光量補正など、画像に関係する機能設定について説明します。 




画像を記録-再生するカードを還がする- 

胃]本書では、 CF 力ード、 SD 力ードの使用を前提に説明していまず。ワ 
イヤレスファイルトランスミッター WFT - E 2 II B 、 WFT - E 2 (別売） 
経由で、外部メディアを使用したときは、〈日〉が表示され、 CF 力ード 
〈の〉、 SD 力ード〈回〉と同じよラに、3番目の記録巧〈日> として選 
択ずることびでさまず。 

カメラに CF 力ード、または SD 力ードの一方が入っていれば、画像を記 
錄するカードが自動のに選択されまず。 

両方入れたとさは、次の手順で記録-再生するカードを選択します。 



〈 FUN 仁> ボタンを巧す（を 6) 

♦ < FUNC > ボタンを]回、または2回押し 
て、背面表示パネルの左側に、カードと 
画像サイズを表おさせます。 

カード/画像サイズご W 日 


-2力-ドを選ぶ 

♦ 〈避^〉を回して記録するカードを選びま 

' - す。 

>凹： CF カードに記録 
個： SD 力ードに記録 
♦ <〇> を回ずと、画像サイズを選ぶこと 
びでさます （ P . 日9)。 


HD カードの選 J 只と記録 • 再をについて 

♦ メニュー [> •記録機能とメディア•フオルダ選奶の間録•再生]([再ち])で、 
カードを選ぶことちでさます。なお、[記録機能] ( P . 已 7) の設定内容によ 
0、ここで行ラ選択操作の意味合いび異なりまず。 

[標華][自動切り換え] 

本ぺージの操作は、画像を r 記録*再生」する力ードの選択になります。 
服り分け]隔一書き込み] 

撮影した画像は、 CF カード、 SD カードに同時に記録されます。その 
ため、本ページの操作は、画像を「再生」するカードの選択になります。 
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画像を記録-再生ずるカードを選択する 


mm 力ードを2巧入れたときの記録方まの設定 

カメラに CF カードと SD カードを入れたとさは、カードへの記録方法を設 
定することがでをます。 


4 [記録機能とメディア•フオルダ選巧]を選 
ぶ 

♦ [V]タブの間録機能とメディア•フオルダ ■ 
選巧]を選び、〈©〉を巧します。 

2 [記録機能]を選ぶ 

♦ <©> を回して指踰機能]を選び、く©〉 

を巧します。 

3記録方法を選ぶ 

♦ <©> を回して記録方法を選び、〈©〉 

を押します。 


• 標準 

前ページで選択したカードに画像び記録されます。 

• 自動切り換え 

[標華] と同じですび、記録先のカードの空さ容量びなくなると、記録 
先びもラー方のカードに自動的に切り換わります。 

• 振り分け 

カードごとに記録する画像サイズを設定することびできます （ P. 日9)。 
] 回の撮影で CF カード、 SD カードに、設定したサイズの画像び記録さ 
れます。 」PEG の L とM2、晒！!)と M 晒！！)など、画像サイズを自由に設定し 
て撮影することびできます。 

♦ 同一書を込み 

1回の撮影で CF カード、 SD カードに同じ画像び記録されます。 RAW 
+JPEG を選ぶことちでさます。 
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画像を記録-再生ずるカードを選択する 


SI • 坦動切り換え]のときは、の一回一日の順で切り換わります。 

• [振り分け]桐一書き込み]設定時は、 CF 力ード、 SD 力ードに同じ画徹ま号で 
記録されます。また、上面表をパネルとファインダー内には、撮影可能枚数 
びかない方のカードの枚数が表示されます。どちらかのカードの空き容量び 
な<なると、[カードキがいコぱいでず]が表示され、撮穀でさなくなります。そ 
のときは、力ードを交換ずるか、記録機能の設定を[標街または但動切り換 
え]にして、空さ容量のあるカードを還ぶと、撮影を行ラことびでさます。 
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記録画質を設定する 

画像サイズ〔記録画素数）/画像タイプ （ JPEG 、 RAW ) と、 JPEG 画 
質（圧縮率）を設定ずることびでをます。 


画像サイズの選が 

L / M 1/ M 2/ S は、 」 PEG 画像として記録されます。 ffl / MHi / SM は、撮 
影後、付属のソフトウェアで現像処理を行います。 

なお、画像サイズは、次の2通りの方法で設定することびでさます。 

背面表示パネルか S の設定 

1 < FUNC > ボタンを巧す（を 6) 

♦ く FUNC .〉 ボタンを]回、または2回押し 
て、背面表示パネルの左側に、カードと 
画像サイズを表示させます。 

画像サイズ/カードニ W 巳 

y 画像サイズを選ぶ 

♦ <©> を回して画像サイズを選びます。 

♦ Hi / MHI / SHi と、 L / M 1/ M 2 /S 

び同時に表示されているとさは 、 RAW 
画像と、 」 PEG 画像びカードに同時記録 
されます。 

♦ 〈巡^〉を回すと、記録-再生するカード 
を選ぶことびでをます化.日6)。 



51 [記録觀の設定び[振り分け]に設定されているときは （p. 已7)、〈巡〉を回し 
てカードを選び、カードごとに、画樣サイスを設定します。 
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記録画費を設定する 


メニユー画面か S の設定 

1[画像サイズ]を選ぶ 

♦ [ a :] タブの晒像サイズ]を選び、〈©〉 
を巧します。 


•> 画像サイズを設定する 

♦ RAW の画像サイズはく巡〉、 JPEG の 
画像サイズは〈類〉を回して選びます。 

♦ 画面の数字 「***M (百万画素） **** X 
**** J は記録画素数、ド >>*] は撮影可能 
枚数をおしています。 

♦ <©> を押すと設定されます。 

画像サイズの設定例 



が 旨 A 

力ードなしレソース 
タストデリ-トテ-夕巧巧 
備ス… 側_ 



L のみ 


ffl のみ 





〇 ♦ RAW と JPEG の設定を、両方卜]にしたときは、 L に設定されます。 

♦ [記録機能]の設定が[振り分け]に設定されているときは （ P . 已7)、設定画面び 
異なります。カードごとに、画撒サイズを設定します。 

♦ 設定した画像サイズに応じて、ファインダー巧のち側に〈田田> く圆〉マーク 
び点打します。 

♦画撒サイズの読みちは、圆（ロウ ）、 MH (ミドル□ウ ）、 SM (スモール 
□ウ ）、 JPEG (ジェイペグ )、 L (ラージ)、 M 1 (ミドル1)、 M 2 (ミドル巧、 
S (スモール）です。 
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記録画質を設定する 


画像サイズを還な i ’ とまの目安（約) 


画像 

サイズ 

記録画素数 

が刷 
サイズ 

ファイル 
サイズ （ MB ) 

撮影 可能 
枚数 

連続撮影 
可能枚数 

L 

1 色.日 M 

A 3 政上 

已 .7 

692 

85 (121) 

M 1 

12.4 M 

A 3 程度 

4.已 

874 

111 (164) 

M 2 

8.4 M 

A 4 攻上 

3.5 

1148 

182 (3 白白） 

S 

4.0 M 

A 己攻上 

2.0 

19巳7 

19已7 (已 447) 

H ) 

1色.日 M 

A 3 攻上 

22.2 

17已 

26 (28) 

H)+L 

16.0 M +16.0 M 

- 

22.2+ 已 .7 

139 

20 (2 己） 

H )+ M 1 

16.日 M +12.4 M 

22.2+4 .已 

14已 

20 (2 己） 

H )+ M 2 

1目. 0 M + 8.4 M 

22.2+3 .已 

1已2 

20 (2 己） 

H)+S 

1目. 0 M +4.0 M 

22.2+2.0 

161 

20 (2 白） 

M Hi 

9.0 M 

A 4 攻上 

14.8 

263 

33 (3 已） 

M M + L 

9.0 M +16.0 M 

- 

14.8+5.7 

190 

20 (2 己） 

M ffl + MI 

目. 0 M +12.4 M 

14.8+4.5 

202 

20 (2 白） 

Mlffl + M 2 

目.日 M + 8.4 M 

14.8+3 .已 

214 

20 (2 白） 

M ffl+S 

9.0 M +4.0 M 

14.8+2.0 

232 

20 (2 白） 

SM 

4.0 M 

A 己攻上 

9.9 

397 

43 (43) 

SM+L 

4.日 M +16.0 M 

- 

目.9+己.7 

2已1 

20 (2 己） 

SM+MI 

4.日 M +12.4 M 

目.9+4.巳 

272 

20 (2 己） 

Slffl + M 2 

4.日 M + 8.4 M 

目.9+3.巳 

294 

20 (2 白） 

SM+S 

4.0 M +4.0 M 

目. 9+2.0 

329 

20 (2 己） 


♦ ファイルサイズ、撮影可能枚数、連続撮影可能枚数は、当社試験基準 4 G 巨カードを 
使用し、当社試験基準 （ JPEG 画質： S 、 IS 日100、ピクチャースタイル：スタン 
ダード設定時）で測定したちのです。 これ 6 の数植は、被写体やカードの銘柄、旧 0 
感度、ピクチャースタイル、カスタム機能などの設定により変動します。 

♦ 連続撮影可能枚数（バースト枚数）は、く鸟 lH > 高速連続撮影時の数値です。なお、 
() 内の数値は、当社試験き準 Ultra DMA ( UDMA ) モード目対応、 16 G 日力ード 
使用時の枚数です。 
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記録画費を設定する 


RAW にごいて 

カードに記録される RAW 画像は、撮像素テから出力されたデータをデジ 
タル変換してそのまま記録した r 生データ」でず。 M 、 Mffl 、 SM から 
選ぶことびでさます（本で中では 「 RAW 」 と表記)。 

RAW 画像は、付属のソフトウェアで、使用目的に応じたさまざまな画像 
調整を行ったあと、その調整を反映させた JPEG 画像、 TIFF 画像などを生成 
することびでさます。 


S1 市販のソフトウエアでは、撮影した RAW 画像を表示でさないことがあります。付 
属ソフトウエアの使巧をおすすめします。 


連続撮誘可能巧数{パ’ースト巧数）について 



前ページの表に示した r 連続撮影可能枚数」は、初期化され 
たカードを使用したときに、連続して何枚撮影できるかをおし 
ています。 

ファインダー内ち側に表示される数宇で、連続撮影でさる枚 
数の目安を確認することびできます。 


W ♦ 連続撮穀可能枚数は、カードび入っていないときにも表示されますので、カー 
ドが入っていることを確認してから撮影してくださし、。 

• [.な C.Fn II -2: 高感度撮影 時のノイズ 慨助をに： 強め] に設定すると、連続撮影巧 
能お数が大幅にかなくなります （P. 吕14)。 


B ♦ 連続撮露可能枚数が、ファインダー巧に「99」と表おされているときは、白目 
枚の連続撮影ができます。目8枚政下になると、数値が減っていさ、巧部 
メモリーびいっぱいになると、上面表おバネルとファインダー内に fbuSYj 
び表示され、一時的に撮穀びできなくなります。撮影を中断すると、数値び 
増えていさます。撮影した画像がすべてカードに書き込まれると、目1ページ 
の表に示した枚数の連続撮影びでさるよラになります。 

♦ UDMA 対応の CF 力ードを使用しても、ファインダー巧の連続撮影可能枚数の 
表示は変わりませんび、目1ページの表の （） 内に示した枚数の連続撮影びでき 
ます。 
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記録画質を設定する 


mss JPEG 画質（旺縮率）の設定 

画像サイズ L / M 1/ M 2 /S ごとに、記録画質（圧縮率）を設定することびで 
をます。 



[ JPEG 画質]を選ぶ 

♦ [0=]タブの [JPEG 画動を選び、く©〉 
を巧します。 


画像サイズを選ぶ 

♦ 〈類〉を回して画像サイズを選び、く©〉 
を押します。 


画質（圧縮率）を設定する 

♦ 〈類〉を回して数値を選び、く©〉を巧 
しよ弓0 

♦ 大さな数値に設定するほど、高画質（低 
圧縮）で記録されます。 

♦ 巨〜]日はくィ>、1〜已は 〈 J 〉 で表おさ 
れます。 



SI 大さな数値に設定ずるほど高画質になりますが、撮轟可能枚数はかなくなりま 
す。掛こルさな数値に設定するほど画質は低下しますび、撮影可能枚数は多くな 
0ます。 
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ISO : 旧 o 感度を設定する 

侶〇感度（撮像素子の感度）は、撮影場所の明るさに応じて設定します。 



( ISO ) ボタンを巧す （る 6) 


旧0感度を設定する 

♦ 上面表示パネルまたはファインダー內 
を見なびら〈避!〉を回します。 

♦ 侶日] 00〜1280日まで、1/3段ステッ 
プで設定することびでさます。 

• TAJ を選ぶと、 IS 日感度び自動設定され 
ます （ P .6 日)。 


旧0感度を選ぶと定の目ま （スト□ボなし) 


旧0感度 

撮影シーン 

スト□ボ撮影でをる距離 

10日〜400 

晴天時の屋が 

侶日感度の数値び大きいほど、ス 
卜 □ ボ撮影でさる距離び長くなり 
ます。 

4白〇〜1600 

曇り空、夕方 

1巨00〜12800、 

H ]、 H 2、 H 3 

暗い屋内、夜景 


U ♦ [.なじ Fn II -3: 高輝度側•階調優亢] を [1: ずる] に設定すると、 「し| (ISO 已日相 
当）、 IS 日 1 日 0/12已/160、 「 H 1」（ IS 日 2巳 日日日ネ目 当）、 「 H 2」（ IS 日 巳12 日 0 
相当）、 rH3j り S 日 1024 日日 相当）は選択でさなくなります （P.21 已)。 

• 旧日感度を高< した0、高温下で撮影すると、画撒のヴラツキ感がやや増すこ 
とびあります。さらに、長時間露光の条件で撮該を行ラと、画像に色ムラび 
発生ずることびあります。 

• 高に日感度で撮影ずると、ノイズ（横搞、輝点など）や色ムラび目立つことび 
あります。なお、[.冉 . C.Fn 1-3: 旧0感度の制御節囲の設定] (P.2 日 8) で、上限値 
を拡張し、旧0感度を H 1， H 2, H 3 に設定して撮影すると、さらにノイズや色 
ムラが目立つことびあります。 

园[冉 . C.Fn 1-3: 旧0感度の制御範囲の設定]で 、 IS 日感度の設定範囲を 、 IS 日已日相当 （ L ) 

〜に01日240日相当 （ H 3) まで拡張することがでさます。 
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ISO: に 0 感度を設定する 


旧〇感度の自動設定 rAj ( Auto ) について 

ISO 感度の設定び 「 A 」 のとさにシャッ 
ターボタンを半巧しすると、実際に設定さ 
れる ISO 感度の数値び表示されまず。侶日感 
度は、撮影モードに麻じて次のよラに自動 
設定されます。 



巧巧が態での旧0感度 


撮影モード 

に0感度設定 

P / Tv / Av/M 

侶 0] 00〜] 2800 

バルブ撮影時 

侶0400固定 

スト□ボ撮影時 

侶0400固定# 


■ 


’撮影モードび 〈 P 〉 のときに、外部スト n ボを使用してバウンスを行った場合は、 
IS 日400叫60日自動設定 

=曰中シンク n で撮影時に、露出オーバ'一になる場合は、最低に0100 


S1 [，な C.Fn 1-3: 旧0感度の制御範囲の設定] Cp .208) の上限値/下限値の設定と 、 ISO 
感度自動設定 （ Auto ) の関係は次のとおりです。 

P/Tv/Av/M 撮影時 

♦上限値を H 1， H 2， H 3、 下限値を L に設定してち、自動設定範固はに日100〜 
128日0のまま聖わりません。 

• 初期設定から上限値、下限値を狭ゆたときは、設定した範囲で自動制御され 
ます。 


バルブ撮影、スト□ボ撮影時 

♦ 上限値〜下限値の範囲にに日40日び含まれないとさは、 IS 日4日日に近し1感度 
に設定されます。 

SI [.冉 . C.Fn 1-3: 旧0 感度の制御節囲の設駐、[.冉 . C.Fn 1-12: シャツ ター速度の制御範囲の設定] 
( P .211)、 [冉 . C.Fn 1-13: 絞り数値の制御範囲の設定] ( P .211) で制御範囲を 制限し 
ていても、 [，な C.Fn 1-8: セイフティシフト] ( P .210) び [1 :ずる （ Tv/Av 値)]、 また 
は に： ずる り SO 感度）] に設定されているときは、適正な露出で撮穀できるよラ 
に、制御範囲がの値び設定されることがあります。 
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ピクチヤースタイルを選択する ~ 

ピクチャースタイルは、写真表現や被写体にあわせて、用意された項目を 
選ぶだけで効果的な画像特性び得られる機能です。 



〈ぶこ；> ボタンを巧す 

♦ 撮影準備状態で〈ぶこ^〇ボタンを巧しま 
す。 

吟ピクチャースタイル画面び表示されま 
す。 


2スタイルを選ぶ 

♦ く巡 >または〈燈〉を回してスタイル 
を選び、く©〉を押します。 

吟スタイルび設定され、撮影準備が態に戻 
ります。 


Bl メニュー [ a ’ ピクチャースタイル] から設定することもできます。 



るピクチヤースタイルの画像特性について 

區空]スタンダード 

鮮やかで、くっさりした写真にな0ます。通常はこの設定でほとんど 
のシーンに対応でさます。 

励 ポートレート 

肌びされいで、ややくっさりした写真になりまず。女性や子どもを 
アップで写す とさに 効果的です。 

巨8ページの[色あい]を変えると、肌色を調整することびでさます。 
區江!風景 

青空や緑の色び鮮やかで、とてもくっきりした写真になります。印象 
的な風景を写すとさに効果的です。 
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さ二；ピクチャースタイルを選択する 


医 0ニユー トラ ル 

パソコンで画像処理するかた向けの設定です。自然な色あいで、メ U 
八 U の少ない控えめな写真になりまず。 

區0忠実設定 

パソコンで画像処理ずるかた向けの設定です。日200 K (色温度）程 
度の太陽光下で撮影した写真び、測色的に被写体の色とほぼ同じになる 
よラに色調馨されます。: ><UAU の少ない控えめな写真になります。 

區 la モノク〇 

白黒写真になります。 

W JPEG 画像は、カラー写真に戻すことびできません。[モノク团に設定し 
たまま、カラー写真のつちりで撮り続けないよラにを意してください。な 
お、[モノクロ]設定時は、背面表示パネルに 〈 B / W 〉 び表示されます。 


医!]ユーザー設定1〜3 

[ポートレート] や [風景]、 ピクチャースタイルファイルなどの基本スタ 
イルを選択し、好みにあわせて調整して、 [ユーヴー設定*] に登録するこ 
とびでさます （ P .7 日)。登録されていないとさは、 [スタンダード] の初期 
設定と同じ特性で撮影されます。 


記号について 

スタイル選択画面の上にある記号は、 [シャープネス][コントラスト] などを 
表していまず。数値は、各スタイルに設定されている [シャープネス]にント 
ラスト] などの設定値をおしていまず。 



記号の意味 


の 

シャープネス 

C 

コントラスト 

お） 

色の濃さ 


色あい 

% 

フイルター効果（モノクロ） 

0 

調色（モノクロ） 
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ピクチャースタイルを調舊する ~ 

それぞれのピクチャースタイルは、好みにをねせて設定内容 （[シャープネ 
ス][コントラスト] など）を初期設定から変更（調磬）することびでさます。 
効果については、試し撮りを重ねて確認してください。 [モノク〇] の調整に 
ついては、次ページを参照してください。 



〈ミこ；> ボタンを押す 
スタイルを選ぶ 

♦ く巡>または〈猫〉を回してスタイル 
を選び、く INFO .> ボタンを押します。 



項目を選ぶ 

♦ <〇> を回して項目を選び、く©〉を押 
しま9 〇 


内容を設定する 

♦ <〇> を回して効果の度合いを設定し、 
<©> を押します D 

♦ く MENU 〉 ボタンを押すと、調整した内 
容び保存され、スタイル選択画面に戻り 
ます。 

初期設定か5変更した数値び青色で表 
おされます。 


設定内容とその効果 


® シャープネス 

0:輪郭強調-控えめ 

+7 

輪郭強調-強め 

C コントラスト 

-4 

明暗差•弱 

+4 

明暗差•強 

&色の濃さ 

-4 

薄い 

+4 

濃い 

C 色あい 

-4 

肌色びホめ 

+4 

肌色び黄色め 
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さ二；ピクチャースタイルを調整する 


SI •手順3で[巧期設定]を選ぶと、スタイルごとに、設定した内容を初期状態に 
戻ずことができます。 

• 調整したスタイルで撮影するとさは、前ページの手順2で、調整したスタイル 
を選択してから撮影します。 


モノク□の調整 

[シヤープネス] と [コントラスト] の他に、 [フイルター効果][調を] を設定す I 
ることびでさます。 



フイルター効果を使ラと、同じモノク〇 
画像でち、白い雲や木々の緑を強調した画 
像にすることびでさまず。 


フイルター 

効果例 

N 

なし 

フイルター効果なしの通常の白黒画像になります。 

Ye 

黄 

青空がより自然に再現され、白い雲びはっきりと浮かび上びります。 

Or 

オレンジ 

青空がかし暗くなります。夕曰の輝さがいっそラ増します。 

R 

ホ 

青空がかなり暗くなります。紅葉の葉がはっきりと明るくなります。 

G :緑 

人物の肌色や營び落ち着いた感じになります。木々の緑の葉びはっき 
りと明るくなります。 


SI [コントラスト]をプラス側に設定して撮轟ずると、フィルター効果びより強調され 
ます。 



調色を設定すると、色のついたモノク〇 
画像を撮影することびでさます。より印象 
的な画像にしたいとさに有効です。 

[ N : なし] [ S : セピア] 旧：哥[?:紫]巧： 
緑]か5選ぶことびでさます。 
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ピクチャースタイルを登録する ~ 

[ポートレート] や [風景] などの基本スタイルを選択し、好みにをわせて調 
整して、[ユー ザー設定り から[ユー ザー設定 3] に登録することびでをます。 

シャープネスやコントラストなどの設定び異なる、複数のスタイルを用意 
しておさたいとさに使用します。また、付属のソフトウェアか5力;><ラに登 
録したスタイルをここで調整することちでさます。 

1〈ミこ；> ボタンを押す 


ピクチヤースタイル 
3-ヴー技を1 スタングード 

0 3.€ 0.其 0.0 0 



2 


[ュ-ザ-設定]を選ぶ 

♦ く巡> または〈©〉を回して[ユーヴー 
設定*]を選び、く INFO .> ボタンを押し 
ます。 



〈贷) > を巧す 

• [ピクチャースタイル] び選ばれた1犬 FJ で 
<©> を押します。 


基本にするスタイルを選ぶ 

♦ <〇>を回して基本にするスタイルを選 
び、〈©〉を巧します。 

♦ 付属のソフトウエアか 5 登録したスタ 
イルを調整するとをは、この操作で選択 
しま9 〇 



項目を選ぶ 

♦ <〇> を回して [シャープネス] などの項 
目を選び、く©〉を巧します。 
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さ二；ピクチャースタイルを登録する 



巧容を設定する 

♦ 〈類〉を回して効果の度合いを設定し、 
〈©〉を巧します。 

詳しくは、『ピクチわースタイルを調藝 
する』 （ P .68、 日日）を参照してください。 


♦ く MENU 〉 ボタンを押すと内容び登録さ 
れ、スタイル選択画面に戻0ます。 

-► [ユーザー設定*] のちに、基本にしたスタ 
イルび表示されます。 



W [ユーザー設定*]にスタイルびすでに登録されているとさは、手順4で基本にずる 
スタイルを変更すると、登録されているスタイルの設定内容が無効になります。 


S 1 登録したスタイルで撮影ずるとさは、前ページの手順2で、[ユーザー設定ホ]を選 
択してから撮影します。 
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ホワイトバランスを設定する^ 

ホワイトバランス （ WB ) は、白いものを白く写すための機能です。通常 
はく 团阳〉 （オート）で適切な WB び得5れます。く 团阳〉 で自然な色あいに 
ならないとさは、光源別に W 日を選択したり、手動設定で調整します。 


1 〈 FUN 仁 > ボタンを巧す （を 6) 

♦ < FUNC > ボタンを]回、または 2 回押し 
て、背面表示パネルのち上に、 WB を表 
おさせます。 

W 巳ニカード/画像サイズ 

2ホワイトバランスを 選ぶ 

♦ <〇> を回して W 巳を選びます。 


表示 

モード 

色温度（約 • K : ケルビン） 

邮叫 

オート 

3000-7000 

朱 

太陽光 

已200 


曰陰 

7000 

A 

くもり、薄暮、夕例ブ空 

巨000 

米 

白熱電球 

3200 

B 

白色堂光な 

4000 

V 

スト□ボ使巧 

巨000 

cAd 

マニュアル ( P .73) 

2000〜100白0 

囚 

色温度 （ P .78) 

2 已〇〇〜 100 曰 0 






ホワイトパランスにごいて 

人間の目には、照明する光び変化しても、白い被写体は白に見えるといラ 
順応性びあります。デジタルカ^ラの場合は、ソフトウェア的に色温度を調 
整して、色の基準となる白を決め、白を基準に色の補正び巧われます。これ 
により、自然な色あいで撮影でさます。 


S 1 ♦ 方ニュー [ a * ホワイト J [ランス] から設定することちできます。 

♦ カスタム W 日を設定するとさは、 [ PC -*] を選びます。なお、カメラへのカス 
タム W 己の登録は、付属のソフトウェアから巧います。登録されていないとき 
は、 [ PC •ホ]は表示されません。 
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マニュアルホワイトバランス 

マニュアルホワイトバランス （ MW 目）は、撮影場巧の光源にあわせてホ 
ワイトバランスを厳密に設定ずるときに使用します。 MW 巨データは、カメ 
ラに最大日件登録することびできます。また、登録した MW 巳データにキャ 
フシヨン（見出し）を付けることちでさます。 


wm MWB データを登録ずる 

MWB データの登録方法は、その場で撮影して登録する方法と、カード内 I 
に記録されている画像から登録する方法の2通りびあります。 


画像を撮影して貧録 


国-—1打!げの护取! わ.，1 

ホワイトバランス 
|麵テ-夕が 

EE 

1 

WB « 正/的游 

〇.〇/±〇 

脚 

$RGB 

ピクチャースタイル 

再刪般 

スタンタ-ド 


[ MWB データ登録]を選ぶ 

♦ [ゴ]タブの [M 师 B データ登録] を選び、 
く©〉を押します。 


M 巧?テータさ g 


& 

力-ド巧®苗!かろが 
がを化して g 沒 

キャフシヨンな 

■fii 

ホワイトバランス〔齡 

PTi 7 m *-> 


登録する MWB 番号を選ぶ 

参〈©〉を巧します。 

• <〇> を回して 〈 tAd *〉 の1〜已の番号 
を選び、く©>を巧します。選択した番 
号に MWB データび登録されます。 



[画像を撮影して登録]を選ぶ 

♦ <©> を回して [画像を撮影して登録] を選 
び、〈©>を巧しまず。 

液晶モニターの表示び消え、背面表示パ 
ネルに選択した番号 [* ] び点滅し 

ます。 
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じんマニュアルホワイトバランス 



スポット測光範囲 


4 


白い無地の被写体を撮影する 

♦ ファインダー内の中央部スポット測光 
範囲の領域全体に、白い無地の被写体び 
くるよラにします。 

♦ 手動でピントを台わせ、白い被写体び標 
準露出になるよラに撮影します。 

♦ ホワイトバランスは、どのモードでも構 
いません。 


MWB 用の WB データを巧巧しました 



-► 力;< ラに MW 巳データび登録されます。 
♦ 登録した MW 巳で撮影するとをは、『登録 
した MW 巨データを選んで撮影する』 
( P .7 目）を参照してください。 


州の致をを 

にして < だごい 


15 ♦ 次の方まで MW 巨データを登録することをできます。 

し 〈 FUNC 〉 ボタンを巧し、〈猫〉を回してを選びます （ P .72)。 

2. 続けて〈巡:> を回して、 MWB データを登録したい番号を還びます。 

3. 〈ミこ二〉 ボタンを巧します。 

^背面表おパネルに [* ] が点滅します。 

4. 手順4と同じ方法で白い無地の被写体を撮穀します。 
^選巧した番号に1\/1\/7日データび登録されます。 

撮影すると、登録した MWB データでホワイトバランス制御び巧われます。 

• 撮震した画像の露出び、標華露出から大さく列れていると、正確なホワイト 
バランスが設定されないことびあります。なお、手順4で[指定された画像では適 
切な WB び得日れないことがあ D ます]と表示されたとさは、手順1に戻って再度撮 
影してください。 

♦ 手順4で撮影した画儘は、カードには記録されません。 

♦ 白い被写体の代わ0に18%標準反射板（市販品）を撮穀すると、より正確な 
ホワイトバランスにすることびできます。 
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じんマニュアルホワイトバランス 


力ード巧の画像か5登録 

カード内に記録されている画像か5登録するとをは、『画像を撮影して登 
録』 （ P .73、74) の手順4を参考にして、あ5かじめ白い無地の被写体を 
撮影しておをまず。手順3までは『画像を撮慕して登録』と同じです。 

1 [ MWB データ登録]を選ぶ 
2登録する MWB 番号を選ぶ 



[力ード内の画像か6登録]を選ぶ 

♦ <©> を回して 访ード内の画像から登録] 
を選び、く©〉を巧します。 

-► カード内に記録されている画像び表示 
されます。 


この M の WB データを MWB 2 
eg 巧します 


MWB データ登録用の画像を選ぶ 

♦ 〈ろ > ボタンを巧すと、4枚/9枚インデツ 
クス表示にすることびできまず。 

♦<©> を回して MW 日データ登録用の画 
イ象を選び、く©〉を巧します。 

に K ] を選ぶ 

♦ <©> を回して [0 K ] を選び、く©>を 
巧します。 

吟力;ラに MW 巳データび登録されまず。 
；><ツセージび表示されたとさは、く©〉 
を押すと、手順3の画面に戻ります。 

♦ 登録した MW 巨で撮影するとさは、『登録 
した MW 巨データを選んで撮影する』 
(13.7 目）を参照してください。 


かピクチャースタイルを [モノク山 （P. 目 7) に設定して撮憲した画像は、手順 4 で 
選択でさません。 
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じんマニュアルホワイトバランス 


mm 登録した MWB データを選んで撮誘ずる 


登録されている画像 



MWB 番号を選ぶ 

♦ MW 巳データ登録画面で、登録した番号 
を選びます。 


MWB デ-夕登 g 


力-ド巧の •« か弓が 
がを化してが 


4 


キヤフシヨンな 




[ホワイトバランスに設定]を選ぶ 

♦ <©> を回して [ホワイトバランスに設定] 
を選び、く©〉を押します。 

♦ WB の設定び〈ぶ d *〉 になります。 

撮影ずる 

呼の設定で撮影されます。 


B 背面表示パネルを見ながら、登録した MWB ま号を選ぶことちでさます。そのと 
きは、 <FUNC> ボタンを巧し、く慰〉を回してを選びます。続けて〈滋> 
を回して登録した MWB ま号を選びます。 


mm 登録した MWB データにキャプションを付ける 


登録した MW 日データ日件に、それぞれキャプション〔見出し）を付ける 
ことびでをます。 



MWB 番号を選ぶ 

♦ MW 巨データ登録画面で、見出しを付け 
る MW 巨番号を選びます。 
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じんマニュアルホワイトバランス 



[キャプション編集]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [キャプション編集] を選 
び、〈©〉を押します。 


任意の交字を入力する 

♦ <^/#>ボタンを巧すと、文宇パレット 
の巧に色び付き、文字入力びでさるよラ 
になります。 

♦ 〈類/を> を操作して□を移動し、希望 
する文字を選び、〈©〉を巧すと入力さ 
れます。 


♦ 最大2日文字入力することびできます。 
♦ 〈雨〉ボタンを押すと、1文宇消去され 
ふ^ 0 




終了する 

♦ 入力び終わったら、 〈MENU> ボタンを 
押します。 

♦ 設定した内容び保存され、手順2の画面 
に戻0ます。入力したキゎプシヨンび 
く cAd*〉 の下に表示されます。 


Bl MW 日を登録した場所や、光源の名前などをキャプションにすると便利です。 
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口ち温度を直接設定する 

色温度指定は、ホワイトバランスの色温度を数値で設定する、上級者向け 
の磯能です。 



〈FUN 仁 > ボタンを巧す （を 6) 

♦ < FUNC > ボタンを]回、または2回押し 
て、背面表示パネルのち上に、ホワイト 
パランスを表示させまず。 

WB ニ カード/画像サイズ 

〈囚> を選ぶ 

♦ <〇> を回してく囚〉を選びまず。 



数値を設定する 

♦ 続けて〈巡^>を回して数値を設定しま 
す。 


♦ 設定できる色温度範囲は、2500- 
10000 K り曰 0 K ステップ）です。 


W ♦ 人工光源の色温度を設定するときは、必要に応じてホワイトバランス巧正（マ 
ゼンタ、またはグ U —ン寄り）を行ってください。 

♦ 市販のカラーメーターで測定した色温度数値を〈因〉に設定する場合は、事 
前にテスト撮影を行い、カメラとカラーメーター間の誤差を補正した数値を 
設定してください。 

51 メニュー [ a ■ホワイトバランス] から設定することをでさます。 
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W - ホワイトバランスを補正する— 

設定しているホワイトバランスを補正することびでさます。この機能を使 
ラと、市販品の色温度変換フィルターや、色浦正用フィルターと同じよラな 
効果を得ることびでさます。補正幅は各色9段です。 

特に色温度変換フィルターや、色補正用フィルターの役割と効果を理解さ 
れた、上級者向けの機能です。 


ホワイトバランス補正 


1圍气 ■ Tl ’ げががが面^1 

ホワイトバランス 

225 

MWB デ-夕が 


WBII 正/皮 T 設ぞ 

0.0/が 

脚 

sRGB 

ピクチヤースタイル 

スタング-ド 

月細船 




[ WB 補正/ BKT 設定]を選ぶ 

♦ [ゴ]タブの [WB 補正/ BKT 設定] を選び、 
く©〉を押します。 


ホワイトバランスを補正する 

♦ 〈寒〉を操作して、画面上の「■」を希望 
する位置に移動しまず。 

♦旧」はプルー、 「 A 」 はアンバー、 「 M 」 
はマゼンタ、 「 G 」 はグ U — ンの意味で 
す。移動方向壽りの色に補正されます。 

♦ 画面ちの 「 SHIFT 」 に補正方向と、補正 
量び表示されます。 

♦ く INFO .〉 ボタンを巧すと [WB 補正/ BKT 
設定] の設定び一括解除されます。 

♦ <©> を押すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 



31 • WB 補正中は、ファインダー巧と背面表をパネルに <班> が表示されます。 

• プルー/アンバー方向の1段は、色温度蜜換フィルターの約已ミレッドに相当 
します（ミレッド：色温度蜜換フィルターの濃度を表すときなどに使用され 
る色温度の単位)。 
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规ホワイトバランスを補正する 


ホワイトパランスを自動的におえて撮る 

1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録することびでさます。設定 
されているホワイトバランスの色温度を基準に、ブルーとアンバー蓄〇の色 
あい、またはマゼンタとグ U —ン寄りの色あいに補正した画像び記録されま 
す。これをホワイトバランスブラケテイング (WB-BKT) 撮影といいます。 
設定でさる補正幅は、 ] 段ステップ±3段です。 



補正幅を設定する 

♦ 柿ワイトバランス補因の手順2で〈類〉 
を回すと、画面上の「■」び [■■■] (3 
点）に変わります。 

ちに回すと、巳 / A 方向、左に回すと M/G 
方向のブラケティングになります。 

-► 画面ちの 「 BKT 」 にブラケティング方向 
と、補正幅び表示されます。 

♦〈 INFO .〉 ボタンを押すと [邮 B 補正/ BKT 
設定] の設定び一括辭除されます。 

♦ く©〉を巧すと、設定び終了し;><ニュー 
に戻ります。 


記録される順番について 

①基準ホワイトバランス③ブルー旧）畜り③アンバー （ A ) 寄り、ま 
たは①基準ホワイトバランス③マゼンタ （ M ) 寄り③グ U —ン （ G ) 寄り 
の順に画像び記録されます。 


SI • W 己ブラケティング撮露時は、連続撮影可能お数が少な<な0、撮影可能お数 
ち約1/3になります。また、背面表示パネルのホワイトバランスマークび点 
滅します。 

♦ ホワイトバランス補正や AEB 撮影と組み合わせることができます。 AEB 撮穀 
との組み合わせでは、合計9枚の画像が記録されます。 

♦ 1回の撮影で3枚の画像を記録ずるため、通常の撮影よりをカードに画像を記 
録する時間び長くなります。 

♦「BKT」 は、 B 旧 cketin 呂：ブラケテイングの略です。 

80 


















オートライティングオプティマイザ ~ 

撮影結果び暗い場合や、コントラストび低い場合に、明るさ•コントラス 
卜を自動的に浦正することびでさます。 JPEG 画像は、撮影時に補正されま 
す。 RAW 画像には設定情報び付加され、付属ソフトウエアの Digital Photo 
Professional で自動補正することびできます。 

初期状態では、 [標華] に設定されていますび、[，な C . Fnll -4: 才ートライティ 
ングオプティマイザ] で、補正の度をいを変更することびできます（口ぶ1已)。 



[，な C.Fn II 4 :才ートライティングオプ 
ティマイザ]を設定する 

♦ 補正の度合いを設定します。 

♦ カスタム機能の設定方法については、 
2日4ページを参照してください。 


2撮影する 

♦ 必要に応じて、明るさ-コントラストび 
補正された画像び記録されまず。 



明るく補正された例 


W ♦ [，な C.Fn 11-4: 才ートライティングオプティマイザ]が [3: しなしリ政外に設定されて 
いるとさは、マニュアル露出、露出補正、スト□ボ調光補正で露出を暗めに 
設定（補正）しても、明るく撮霖されることがあります。設定したとおりの 
巧るさで撮影したいときは、 [3: しなしリに設定してください （P.21 巳)。 

♦ 撮影条件により、ノイズび増えることがあ0ます。 
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mm レンズの周辺光量を捕正する— 

レンズの特性によって画像の四隅び暗くなる現象を、「周辺光量のお下」 
といいますが、この現象を補正することびでさます。 JPEG 画像は、撮影時 
に補正されます。 RAW 画像には設定情報が付加され、付属ソフトウてァの 
Digital Photo Professional で自動桶正することびできます。 

初期状態では、補正 [ずる] に設定されています。 


国:巧げ 护护取 tw * 1 

ホワイい巧ンス 
MWB デ- 夕が 

晒 

WBH 正/ BKT 胳 

0,0/±0 


sftGB 

ビクチヤースタイル 
ちぶが ■巧正 

スタング-ド 


6巧鄉瓶 

巧用レンス 
EFSOm f /1.4 USK 


腿デ-夕あ y 

恥 

する 

しなり 



[周辺光量補正]を選ぶ 

♦ [江]タブの[周辺光量補正]を選び、く©> 
を巧します。 


補正内容を設定する 

♦ 表おされた画面で、装着レンズの [補正 
データあり] び表示されていることを確認 
しま9 〇 

♦ [補正データなし] び表示されているとを 
は、次 ページの 『レンズの補正 データに 
ついて』を参照してください。 

♦ <〇> を回して補正 [ずる] を選び、く©> 
を巧します。 


3撮影する 

♦ 周辺光量び補正された画像び記録され 
ます。 
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補正する 


補正しない 



レンズの周辺光量を補正する 


レンズの補正データについて 

カメラにはあらかじめ、周辺光量補正を行ラためのデータびレンズ約2已 
本分登録されています。手順2で補正 [ずる] を選んでおくと、補正データ 
び登録されているレンズを装着したとさに、自動的に周辺光量び補正されま 
す。 


付属ソフトウエアの EOS Utility を使用すると、登録されているレンズの 
種類び確認できます。また、未登録レンズの補正データをカメラに登録する 
こともでさます。詳しくは、ソフトウェア使用説明書 （CD-ROM) の EOS 
Utility 使用説明書を参照してください。 


W ♦ 撮轟した JPE 白画像を、後から補正することはでさません。 

♦ 撮嚴条件により、画撒周辺部にノイズび発生することがあります。 

• 他社製のレンズ使刷寺は、[補正データあり]と表示されていても、補正[しなし、] 
に設定することをおすすめします。 

胃! • エクステンダー装着時を周辺光量補正が巧われます。 

♦ 補正データびカメラに登録されていないレンスで撮轟したときは、補正[しな 
し、]と同じ撮轟結果になります。 

参忖■属ソフトウエアの Digital Photo Professional で最大補正を巧ったときよ 
りちやや控えめに補正されます。 

• 距離情報を持たないレンスでは、補正量びかな< な0ます。 

♦ に日感度び高くなるほど、補正量びかなくなります。 
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MENU 


フォルダの作巧と選択 


画像を保存するフォルダを任意に作成/選択することびでをまず。 

なお、この操作を行わなくてち、画像を保をするフォルダは自動で作成さ 
れ、そのフオルダに画像び保をされます。 


フォルダの作巧 

j [記録機能とメディア•フォルダ還巧]を選 
ぶ 

• [ V ]タブの [記録機能とメディア•フォルダ 
選択] を選び、く©〉を押します。 


2 [フオルダ]を選ぶ 

♦ [フォルダ] を選び、く©〉を巧します。 


3 [フォルダ作成]を選ぶ 

♦ く©〉を回して [フォルダ作成] を選び、 
<©> を押します。 


4に K ] を選ぶ 

♦ く©〉を回して [0 K ] を選び、く©〉を 
押します。 

-► 番号び]つ繰り上びった、新しいフオル 
ダび作成されます。 


HffffBrillfrBBi 

巧？ か;が ■ ■ 


が番号 

•しお 

ファイ婦晦 


交示 

する09 

力-晒ヒ 



啟««とメディア • フイル巧 


•再を 
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mm フォルダの作成と選択 


フオルダの選が 

最ル番号画儘 


フオルダ内画像数 



フオルダ名 I 

最大番号画徹 


♦ フォルダ選択画面び表おされた状態で、 
<〇> を回してフォルダを選び、く©〉を 
巧します。 

画像を保をするフォルダび選択されま 
す。 

♦ 撮影を巧ラと、選択したフォルダに画像 
び記録されます。 


フオルダについて 

フオルダ名は、 「100 EOS 1 D 」 のように先頭3おの数字（フオルダ番号）と、巳文字 
の英数字で構成されています。1つのフォルダには、画像び最大9目99め保巧され 
ます（画像ま号0日01〜目9目目)。フォルダ内の画像びいっぱいになると、ま号び1 
つ繰り上びったフオルダび自動的に作成されます。また、強制リセット （ P .8 日）を 
巧ったときもフオルダが自動的に作成されます。フオルダは1日日〜目日目まで作成す 
ることびでさます。 


パソコンを使つたフォルダ作成 

力ードを開いたところに roCIM 」 という名前のフォルダを作ります。：欠に DCIM 
フォルダを開いたところに、画像を記録するフォルダを必要な数だけ作ります。フォ 
ルダ名は、 riOOABC _ D 」 のように、必ず100〜目9目までの3巧のま号に続けて、已 
文字の英数字を付けます。使用できる文字は、半角アルファベット A 〜 Z (大文字、 
か文宇混在可)、半ちのし」（アンダーバー)、および数字です。スペースは使用で 
きません。また、同じフォルダ番号（例：1日 0 ABC _ D 、 1 00 W _ XYZ ) を付けた 
ときも、カメラびフォルダを認識できません。 
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MENU 


ファイルををを更する 


ファイル名は、先頭4文字の英数宇、4巧の画像 
番号（13.88)、拡張モで構成されています。先頭4 目 00()1JPG 

文宇の初期設定は、工場出荷時に決められた、力 - 

メラ固有の英数字になっていますび、これを任意 
に変更することびでさます。 

ユーヴー設定1は、任意の4文字を登録することびでさます。ユーザー設 
定2は、任意の3で宇を登録して撮影すると、先頭か54文字目に画像サイ 
ズび自動的に付加されます。 


ファイル名の登録•密更 

1[フ7イル名の設定]を選ぶ； 

♦ [V]タブの[ファイルをの設定]を選び、 
く©>を押します D 

2 [ユ—ザ-設定の変更]を選ぶ 

♦ <〇> を回して[ユーザー設定*①変更]を 
選び、く©〉を巧します。 

3任意の英数字を入力する 

♦ ユーヴー設定]は4文字、ユーヴー設定 
2は3文宇入力します。 

♦ <1> ボタンを巧して、不要な文宇を消 
ムし 9 〇 

♦ <o,/f> ボタンを巧すと、文字パレット 
の巧に色び付さ、文字入力びでさるよラ 
になります。 


ianyBfiiirlBB 

I 削 . 


フ 7 ィ J 巧が巧 
フ7俱 B 




H —ヴー沒をの 8 S 


ABC0EFGHIJKLHN0PQRSTUVNXY2 

0123456789 


フアイ J 巧 

1DH4 

を 





♦ 〈猫/舉> を操作して n を移動し、希望 
する文宇を選び、く©〉を巧すと入力さ 
れます。 
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Eig ファイルちを変更する 


4終了する 

♦ 所定の文字数を入力し、 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを押します。 

吟登録したファイル名び保存され、手順2 
の画面に戻ります。 



設定内容 


5登録したファイル名を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [ファイル名] を選び、〈©〉 
を押します。 

♦ 〈類〉を回して登録したファイル名を選 
び、 <©> を巧します。 

♦ ユーザー設定2に登録したとさは、「(登 
録した3文字） *** + 画像サイズ」を選び 
よ9 0 


Bl ユーザー設定2について 

ユーヴー設定2で登録したド**+画撒サイズ」を選択して撮影すると、そのとさ 
設定されていた画像サイズ （1 文字）が、ファイル名の先頭から4文字目に自動 
的に付加されます。付加される文字の意なは次のとおりです。 

二 L 、 ra !■♦♦♦!«」二 Mil Mra 

「♦♦♦ N 」 二 M 2 r ♦け Sj 二 S、SM 

パソコンなどで画像を取り込んだときに、自動付加された4文字目を読み取るこ 
とで、画像を開かずに画像サイズを判別することびでさます。なお、画像タイプ 
( RAW 画撒、 JPEG 画像）は、拡張テから判別することびできます。 

胃! •し」（アンダーバー）を1文字目に指定することはできません。 

♦ 拡張子は、 JPEG 画撒は r . JPG 」、 RAW 画像は r . CR 2」、 動圆ま 「. MOV 」 に 
なじます。 

♦ ユーヴー設定2で動画を撮影すると、ファイル名の先頭から4文字目が r _」 
(アンダーバー）になります。 
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MENU 


画像番号の付け方を設定する ~ 


4巧の画像番号は、フイルムのコマま号に相当す 
るもので、撮影した順Iし00日！〜目目日9の画像番 BESBOOD*^ iPG 

号び付けられ、1つのフオルダに保存されます。画 - 

像番号は、用遠に麻じて番号の付け方を変えること 
びでさます。 



陋像番号]を選ぶ 

• [ V ]タブの晒像番号]を選び、〈©〉 
を押します。 

画像番号の付け方を選ぶ 

♦ <〇> を回して内容を選び、く©>を押 
します。 


通し番号 

カード交換やフォルダ作成を行っても連番で保巧したいとを 

力ード交換やフォルダ作成、力ードの変更（例： m 一回）を行っても、画 
像番号目99目の画像びでをるまで、連続した番号び付け b れ、保存されま 
す。複数の力ード、またはフォルダにまたびった0001〜目日吕目までの画像 
を、パソコンで1つのフォルダにまとめて保存したいときなどに有効でず。 

ただし、交換•変更したカードや、作成したフォルダにすでに画像び保存 
されているとさは、その画像に付けられたま号の続さ番号になることびあり 
ます。画像を通し番号で保をしたいとさは、初期化したカードを使用してく 
ださい。 


カードを交換•変更した場合 


フォルダを作成した場合 



続さの画像番号 
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Ml 画像番号の付けちを設定する 


才ートリセット 

力ード交換やフオルダ作成で、画像番号を0001にしたいとき 

カード交換やフオルダ作成、カードの変更〔例：の一回）を行って撮影 
すると、画像ま号0001から順に番号び付けられ、保存されます。力ード単 
位、またはフオルダ単位で画像を分類したいとさなどに有効です。 

ただし、交換•変更したカードや、作成したフオルダにずでに画像び保存 
されているとさは、その画像に付け5れた番号の続さ番号になることびあ0 I 
ます。0日01から順に保存したいとさは、初期化した力ードを使用してくだ 
さい。 


カードを交換•変更した場合 


力ード A ([ D り f 力ード B (回） 



画像番号リセット 


フォルダを作成した場合 



強制リセット 

任意に画像番号を0001にしたり、新しいフォルダで画像番号0001から撮 
影したいとを 

この操作を巧ラと、自動的に新しいフォルダび作5れ、そのフォルダに画 
像ま号0001から順に番号び付けられ、保存されます。 

前の日に撮影した画像と、今日撮影する画像を別々のフォルダに保存した 
いとさなどに有効でず。操作を巧ったあとは、通し番号、またはオート U 
セツトの設定に戻0ます。 


W フォルダま号白目目のフォルダに画像番号目9目白の画撒が保をされると、カードに 
空き容量があっても撮影できなくなります。カードの交換を促すメッセージが表 
示されますので、新しいカードに交換してください。 
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MENU 


著作権情報を設定する 


菁作権情報の設定を行ラと、その内容び Ex け情報として画像に付加されま 
す。設定した内容は、カメラで確認することびでさます。 



憧作権情報]を選ぶ 

♦ [ V ;] タブの 懂作権情報] を選び、く©〉 
を押します。 


設定する項目を選ぶ 

♦ く猫〉を回して [作成者ち入力] または 廣 
作権者名入力] を選び、く©>を押します。 


任意ので字を入力する 

♦ < o ,/ f > ボタンを巧すと、文字パレット 
の巧に色び付さ、文字入力びでさるよラ 
になります。 

♦ 〈〇/帝〉を操作して□を移動し、希望 
する文宇を選び、く©〉を巧すと入力さ 
れます。 


♦ 最大63文字入力することびでさます。 
♦ く®〉ボタンを巧すと、1文字消去され 
ます。 


4終了する 

♦ 入力び終わった5、 < MENU > ボタンを 
押します。 

-► 設定した內容び保存され、手順2の画面 
に戻ります。 
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BQ 著作権情報を設定する 



前パージの手順2で[著作権情報の表示]を 
選ぶと、入力した[作成者]、[著作権者]の情 
報を確認することびでさます。 



夏作権情巧の消去 

前ページの手順2で廣作権情報の消去]を選ぶと、[作成智、唐作権ち]の 
情報び消去されます。 


51付属ソフトウェアの EOS Utility から著作権'障報を設定することちでさます。 
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MENU 


色空間を設定する 

色空間とは、再現できる色の範囲（色域特性）のことです。このカメラで 
は、撮影する画像の色空間を sRG 巨〔エスアールジービー)、 Adobe RGB 
(アドビアールジービー）から選ぶことびできます。なお、一般的な撮影の 
とさは、 sRG 巳をおすすめします。 


1[ち空間]を選ぶ 

♦ [Q-] タブの 抱空間] を選び、く©>を 
押します。 


2色空間を設定する 

♦ [ sRG 田 または [Adobe RGB ] を選び、 

<©> を押します。 


Adobe RGB にごいて 

主に商用印刷などの業務用途で使用します。画像処理と Adobe RGB、 
DCF 2.0 (Exif 2.21)についての知識びない方にはおすすめでさません。 
sRG 巳のパソコン環境れ DCF2 .日に xif2.21) に对応していないプリン 
ターでは、とてち控えめな感じに仕上びるため、撮影後、パソコンのソフト 
ウェアなどで画像処理を行ラ必要びあります。 



S1 ♦ 色空間を Adobe R 白巨に設定して撮穀した静止画は、ファイル名の先頭文字び 
し」（アンダーバー）になります。 

• に C プ□ファイルは付加されません。に C プ n ファイルについては、ソフトウェ 
ア使用説明書 （ CD - ROM ) を参照してください。 
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AF / ドライブの設定 


エリア AF フレーム巧には、ち計4己点 
(39 点：高精度ク□ス測距点+日点）の 
AF フレームが配置されています。4己点 
の中から適切な AF フレームを選択する 
ことにより、構図優先の AF 撮影を行ラ 
ことがでをます。 

また、撮影状況や被写体にあわせて、オートフオーカスの作動 
特性を選択したり、最適なドライブモードを選択することがでを 
ます。 



SI <AF> は Auto Focus けートフォーカス）の略で自動ピント合わせの 
ことです。 〈 MF 〉 は Manual Focus (マニュアルフォーカス）の略で 
手動ピント合わせのことです。 









AF : AF モ■ドの選択 

撮影状況や被写体にあわせて、 AF の作動特性を選ぶことびでをます。 



1 



レンズの フォー カスモードスイッチを 
<AF> にする 


<AF-DRIVE> ボタンを巧す （る 6) 


AF モードを 選ぶ 

♦ 上面表示パネルを見なび5〈巡0を回 
します。 

ONESH 饥：ワンシヨ ット AF 
AI SERVO : AI ヴーボ AF 


^ISERVO^ ^ 
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AF : AF モードの選択 


止まっている巧写巧を撮る：ワンシヨット AF 



止まっている被写体の撮影に適していま 

ず。シャッターボタンを半巧しずると1回だ 

けピント合わせを行いまず。 

♦ 被写体にピントび合ラと、ピントをわせ 
を巧った AF フレームび赤く光り、ファ 
インダー巧に合■焦マークく♦〉び表おさ 
れます。 

♦ 評価測光のとさは、ピントびをラと同時 
に露出値び決まります。 

♦ シャッターボタンを半巧ししている間、 
ピントび固定され、構図を変えて撮影す 
ることびでさます。 

♦ く AF - ON 〉 ボタンで AF を行うこともでき 
ます。 


胃! • ピントが合わないとファインダー内の合焦マーク〈•〉び点滅します。この 
ときはシャッターボタンを全巧ししても撮影でさません。構図を変えて再度 
ピント合わせを行うか、 『AF の苦手な被写体』 (p.lOO) を参照してください。 
♦ メニュ ー[ a = 電子音] を 脚] に設定すると、ピントが合ったときに、電モ音 
が鳴らないよラになります （ P . 已2)。 

园 フオー カス□ック 撮影 

ワン ショッ ト AF で ピントを合わせたあと、ピントを固定したまま構図を変えて撮 
影する方法を「フ オー カス n ック 撮影」といいます。エ U ア AF フレームに入らな 
し、画面の端に被写体びあるときなどに有効です。 
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AF : AF モードの選択 


動いている被写体を撮る； AI サーボ AF 



撮影距離がたえず変化ずる（動いている） 
被写体の撮影に適しています。シャッター 
ボタンを半巧ししている間、被写体にピン 
卜をちわせ続けまず。 

♦ 露出は撮影の瞬間に決まります。 

♦〈 AF - ON > ボタンで AF を行うこともでき 
ふ 〇 


AI ヴーボ A 刊きの動付:予測機能について 

被写体びほぼ等速度で力;< ラに 近づいてくる、または遠ざかっていくとを 
に、シャッターび切れる直前に正しいピントび得5れるよラに、その被写体 
の位置を予測してピントををわせ続ける機能です。 

♦ AF フレーム選択 （ P .97) び、自動選択のとさは、始めに中央の AF フ 
レームで被写体をとらえます。 AF を行っているとさに被写体び中央の 
AF フレームからがれても、エ U ア AF フレーム内で被写体をとらえてい 
れば、継続してピント合わせび行われます。 

♦ AF フレームを任意選択しているときは、選択した AF フレームで動体予 
測び行われます。 


胃 AI ヴーボ冉ドでは、ピントび合っても電子音は鳴りません。また、ファインダー内 
の合焦マーク〈•>を点打しません。 
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回 AF フレームの選択 

4日点の AF フレームの 中から、ピン ト 合わせに使う AF フレームを 選び ま 

す。45点の中か！5任意の1点を自分で選ぶことを r 任意選択」、4已点の中 
か5カメラび自動のにピント合わはの位置を選ぶよラにずることを r 自動選 
択」といいまず。 



自動選択：に ：] AF 
任意選択： SEL [] (中央) 


〈回〉ボタンを巧す （を 6) 

-► ファインダー内に現在選択されている 
AF フレームび表示されます。 

AF フレームを 選択する 

♦ 〈お〉 を操作するか、 〈巡 0 〈媛 > を回 
しよ9 Q 


SELAF (中央外) 



EF 7 日-20日 mm F 2.8 L USM とエクステンダーを組み合わせたときは、中央 AF 
フレームで撮語してください。中央がでは、測距誤差び生じることがあります。 

0縦方向に AF フレームを移動ずると、 AF フレームが2つ点なすることがあります。 
その状態で撮語したときは、吕点での自動選択 AF になります。なお、2点の状態 
で左ちち向に AF フレームを移動すると、1点にすることびできます。 


マルチコント□—ラーによる還が 



♦ 〈课-〉を操作すると、巧した方向の AF フ 
レームび選択されます。 

♦ 〈寒〉をまっすぐに巧すと、中央の AF フ 
レームび 選択されまず。 ちラー 度まっす 
ぐに巧すと、自動選択にな0ます。 

♦ 外周の AF フレームび すべて点灯したと 
をび自動選択です。 
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回 AF フレームの選択 


電子ダイヤルによる還択 






♦ <^>を回すと、 AF フレームび横方向 
に移動します。 

♦ <〇> を回すと、 AF フレームび縦方向に 
移動します。 

♦ 外周の AF フレームび すべて点灯したと 
をび自動選択です。 




琶] ♦ [.な C.Fn III -10: 巧意劇巧!能な A ロレーム]で、 AF フレームを1日点、 11 点、内 
側の9点、外側の9点に限定することがでさます （ P .2 吕3)。 

♦ [冉 . C.Fn III ぶ：巧意還巧時の AF フレーム領域拡大]で、拡大する領域を左ち1点、周 
囲1点、4已点全領域に変更ずることびできます （ P .222)。 

♦ AF ストッフボタンを備えた、手ブレ補正機能付さの超望遠レンズ使用時は、 
[.な C.Fn III - 目：レンズ -AF ストップボタンの機能]を [7: スポット A 円に設定する 
と、「スポット AF 」 を巧ラことびでさます （ P .220)。 

• よく使う AF フレームを登録し、 C.Fn III -1 M . 2 (p ぶ 24) 、 C.Fn III -6-6 
Cp .22 日）で、登録した AF フレームに瞬時に切り換えることがでさます。 

♦ EOS 巧外部スト□ボ使用時に AF 補助光でピントび合わないとさは、中央の 
AF フレームを選択してください。 


ほ用レンズの明るをと AF 測距について 

EOS -1 D Mark IV の AF は、レンズ単体、またはエクステンダーと組み 
合わせたときの開放 FNcl び F 2.8 より明るい場を、より高精度なピントをね 
せび行われます。 
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回 AF フレームの選択 


開が FNo . : F 2.8 まで 


[任意選択時] 



[自動選お時] 


/ \ 
/ ■□□■OTf \ 

V ■□□toMani / 
\ / 


AF フレーム任意選択時は、■で示した3目点の AF フ 
レームで、より高精度なク□ス測距（縦横線同時検出） 
を巧ラことびでさます。縦線検出は、横線検出の約2倍 
の敏感度で巧われます。残りの6点では、横線検出によ 
る AF 撮影になります。 

なお、 AF フレーム自動選択時は、ク□ス測距点び3目 
点から、■で示した1目点に減かします。残りの26点で 
は、横線検出による AF 撮影になります。 



開放 FNo . : F 4 

中央 AF フレームで高精度なク□ス測距を行ラことびでさます。残り44点 
の AF フレームでは、横線検出による AF 撮影になります。 

開放 FNo . : F 5.6/ F 8 

F 己日レンズでは、すべての AF フレームで、横線検出による AF 撮影にな 
ります。なお、 F 8 レンズでは、中央 AF フレームで横線検出による AF 撮影 
びでさます。中央1；(がの AF フレームでは、 AF 撮影でさません。 


W ♦ 焦点距離によって開放 FNo . び蜜化するズームレンス使用時は、横線検出によ 
る AF 撮露になります（ク□ス測距はでさません）。ただし、 EF 2 S -8 日 mm 
F 2.8-4 L USM 使用時は、中央 AF フレームでク□ス測距を巧うことびできま 
す。 

• EF 24 mm F 2.8、 EF 28 mm F 2.8 使用時は、エ U ア AF フレームの左ちの端 
の3点では、横線検出による AF 撮穀になります（クロス測距はでさません)。 

胃! 切下のレンズ、および組み合わせでは、開放 FNci が F 4 ですが、 F 2.8 までと同様 
に、3白点の AF フレームでク n ス測距を巧ラことがでさます。 

EF 17-4 日 mm F 4 L USM 、 EF 24-1 0己 mm F 4 L に USM 、 

EF 7 日-2日日 mm F 2.8 L に USM + Extender EFl .4 x 11、 

EF 200 mm F 2 L IS USM + Extender EF 2 x | l 、 

EFSOOmm F 2.8 L IS USM + Extender EFl .4 x 11、 

EF 400 mm F 2.8 US USM + Extender EFl .4 X 11 
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AF のち手な被写は 

次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでさない(を焦マーク 
<•> び点滅ずる）ことびあります。 

ピントが合いにくい被写体 

♦ 明暗差〔コントラスト）び極端に低い被写体 
(例：青空、単色の平面など） 

♦ 非常に暗い場所にある被写体 
♦ 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体 
(例：反射光の強い車のボディ） 

♦ 遠いところと近いところにある被写体び、 AF フレームにかかっている場 
合（例：おりの中の動物） 

♦ 繰り返し模様の被写体 

(例：ビルの窓やパソコンのキーボードなど） 

これ日の場合は次のいずれかの方法でピントを合わせます。 

(1) ワンショット AF ( P . 日日）のとをは、被写体とほぼ同じ距離にある 
ちのにピントを固定し、構図を決めなおして撮影する。 

(2) レンズのフオーカスモードスイッチを 〈 MF > にして手動ピントをね 
せを行ラ。 


MF : 手動ピント合わせ{マニュアルフォーカス) 



2 


レンズのフオーカスモードスイッチを 
<MF > にする 

ピントを合わせる 

♦ ファインダー内の被写体びはっさ0見 
えるまで、レンズのフオーカス1」ングを 


回します。 


51 AF フレーム自動選択時 （ P . 白 7) に、シャッターボタンを半押ししながら手動ピ 
ント合わせを行ラと、中央 AF フレームでピントび合ったとさに、合焦マーク <•> 
び点なします。 
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DRIVE : ドライブモードの選択 

1 < AF » DRIVE > ボタンを巧ず （る 6) 

2ドライブモードを選ぶ 

• 上面表おバネルを見なび 5 〈贷〉を回 

レぶ9 〇 



シャッターボタンを全押しすると、 ] 枚だけ撮影します。 

写が ： 高速連続撮影 （最高約 I 日コマ/秒） 

鸟 1 L : 低速連続撮影 （最高約 3 コマ/秒） 

马 iH 、 马 1 L ともに、シャッターボタンを全巧ししている間、連続 
して撮影します。 

&10 :セルフタイマー10砂 
&2 : セルフタイマー吕秒 

セルフタイマー撮影については、なページを参照してください。 

S : サイレント 1 枚撮影 

作動音びく□〉よりち静かな 1 枚撮影です。シャッターボタンを半 
巧しの位置に戻すまで、内部機構の動作は行われません。 



W • 電池の残量びかなくなると、ドライブモードマーク （QllH、 马 1L、 口）が点 
滅します。なお、く写! iH〉 マークが点滅しているときは、連続撮影速度び若干 
低下します。 

♦ AI ヴーボ AF 時は、被写体条件や使用レンスによって連続撮影速度び若干低下 
することびあります。 
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& セルフタイマー撮影 一 

< AF - DRIVE > ボタンを巧す （る 6) 

〈& w > または 〈&2> を選ぶ 

♦ 上面表示パネルを見なびら〈憩〉を回 
して、〈及 W 〉 または〈及2〉を選びます。 

が 0 :10 秒タイマー 
&2 : 2砂タイマー 

撮影ずる 

♦ ファインダーをのぞいてピントを合ね 
せ、シャッターボタンを全押しします。 
吟セルフタイマーランプび点減し、 1 日砂 
後、または2秒後に撮影されます。 

呼上面表示パネルに撮影されるまでの秒 
数び減算で表示されます。 

撮影の 2 秒前になると点滅び速くなりま 
す。 


2 

3 




W ♦ ファインダーから目を離してシャッターボタンを巧すとさは、アイピース 
シャッターを閉じてから撮影してください （ P .1 17)。ファインダーに光が入 
ると、適切な露出び得られないことがあ0ます。 

♦ レンズの前に立ってシャッターボタンを押ずと、狙った被写体にピントが合 
わな<な0ます。 

H • セルフタイマー撮影をするとさは、兰脚を使用してください。 

• 〈&2〉セルフタイマー2砂は、云脚を使用した静物撮露や長砂時撮穀などで、 
撮穀開始時に、カメラから手を離しておきたい（カメラをぶらしたくない）と 
きに使用します。 

♦ セルフタイマー撮影を途中で中止するとさは、電源スイッチを < OFF > にし 
まず。 

• 自分一人だけをセルフタイマーで写すときは、自分が入る位置とほぼ同じ距 
離にあるちのにフォーカス□ックして撮穀します （ P . 日巳)。 

♦ セルフタイマー撮影した画像はその場で再生し、ピントや露出を確認するこ 
とをおすすめします （ P .1 已6)。 
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写真表現にあわせた 
露出制御 


被写体や撮影目的にちわせて、撮影モードを選択したり、シャツ 
ター速度や絞り数値を設定して、思いどおりに撮影することがで 
をます。 

また、 EX シリーズスピードライトを使用すると、スト□ボなし 
の撮影と同じ感覚で、簡単にスト□ボ撮影を行ラことがでをます。 



あらかじめ電源スイッチを 〈 J 〉 にしてくださし、。 






区]測光モードの選択 

被写体の明るさを測る機能の特性を4種類の中から選ぶことびでさます。 



〈图 •阳> ボタンを巧す （を 6) 

測光モードを選ぶ 

♦ 上面表示パネルを見なび5〈避0を回 
します。 



[勾：評価測巧 
巨]:部分測光 
田：スポット測光 
C 〕 ：中央部重点平均測光 



/ □□□□□□□ \ 
/ □□□ c^mxiDDa \ 
□□コヴ-□ホ □□□ 

\ □□□EKLDtiiDna / 
\ □□□□□□□ ノ 


/ □□□□□□□ \ 
/ □ □ □ □ □ □ \ 
□ □□i:(_nunnoo 
\ □□□ ikLD^nnn ノ 
V □□□□□□□/ 


/ □□□□□□□ \ 
' □□ocHraconn \ 
□ □ り 1〇 
. □ □ □ D'Oi^dl□ □ □ j 
\ □□□□□□□ / 


回評価測光 

逆光撮影を含む一般的な撮影に適しています。撮影 
シーンに応じて力;< ラび露出を自動補正します。 


回部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びあるとさに有効 
でず。ファインダー中央部の約13.日％の範囲を測光し 
よ9 0 


[•] スポット測光 

被写体の特定の部分を測光するとをに有効です。 
ファインダー中央部の約3.8%を測光します。 


[] 中央部重点平均測光 

ファインダー中央部に重点を置いて、画面全体を平 
均的に測光します。 


园[冉 . C.Fn I -7: 測距点連動スポット測光]を [1 :ずる娜距点連動)]に設定すると （ P .21 0)、 
AF フレームに連動したスポット測光を行ラことができます。 
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を]測光モードの選択 


マルチスポット測巧 

画面の複数の場所をスポット測光し、その場所び相対的にどのよラな露出 
になるかを考えなび5、狙いどおりの最終露出を決めることびでさます。 

1 [•] スポット測光にする 

1 < FEL > ボタンを巧す （运 16 ) 

♦ 相対的な露出レベルを知りたい場所にスポット測光範囲マークを合 
わせ、それぞれの場所でく FEL > ボタンを巧しまず。 

吟ファインダー巧のち側に、スポット測光した場所の相対的な露出レべ 
ルび表示されます。露出値は平均値び設定されます。 



♦ このが態で露出補正を行ラと、3点の露出レベル表示全体を見なび5、表 
現意図に合わせた最終露出を決めることびでさます。 


0 ♦ 8点までスポット測光を巧ラことがでさます。 

• 露出値の記憶は次の条件で解除されます。 

■スポット測光後、16秒経過したとき 

■く MODE 〉〈 AF ’ DRIVE 〉 〈图 •の > くじ0〉〈固〉 〈因 > ボタンを押したとき 
-撮影媛、測光タイマーが切れたとき 

♦ [.冉 . C.Fn 1-7: 測距点連動スポット測光] を [1: する細 j お点連動)] に設定 （ P .21 日) 
した状態でわ、マルチスポット測光びできます。 
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P ： プログラム AE 撮影 一 ^^^― 

被写体の明るさに応じて、力;>< ラびシャッター速度と絞り数値を自動的に 
設定します。これをプ□グラム AE といいます。 

* く P > は 、 Program (プログラム）の略です。 

* A 曰ま 、 Auto Exposure (才ートェクスポージヤ ー) の略で自動露出のことです。 





撮影モードを 〈 P > にする 

♦ く MODE ) ボタンを巧し、〈盤1/©〉を 
回してく P > を選びます。 



ピントををねせる 

♦ ファインダーをのぞいて、選択した AF 
フレームを被写体に合わせ、シャッター 
ボタンを半押しします。 

吟ピントびをラと、ピント合わせを行った 
AF フレームび赤く光り、ファインダー 
内ち下にを焦マークく ♦> び点灯します。 
(ワンシヨット AF 瞄 

呼シャッター速度と絞り数値び自動的に 
ままり、ファインダー内と上面表示パネ 
ルに表示されます。 




な日 

'^UJU oneshot ! 



表示を確認する 

♦ シャッター速度と絞り数値び点滅して 
いなければ、適正露出です。 
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P: プ□グラム AE 撮影 


イ撮影する 

♦ 構図を決め、シャッターボタンを全押し 
しぶ!^ 〇 






00 


♦ シャッター速度の「30"」とルさな絞り数値び点滅する 
ときは、被写体び暗すぎます。 

に日感度を上げるか、ストロボを使用して<ださし、。 

♦ シャッター速度の [8000 J と大きな絞り数値び点滅ず 
るとさは、被写体び明るすざます。 

侶日感度を下げるか、減光用の ND フィルター（別売） 
を使用してください。 


51 AF フレーム自動選択 （ P .97) のときや、任意選択時に AF フレームの領域拡大 
( P .222) び設定されているときは、複数の AF フレームが同時に点: n することが 
おじます。 


51プ□グラムシフトについて 

• フ□グラム AE のときは、自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組 
み合わせ（プ□グラム）を、同じ露出のままで自由に変えることができます。 
これをプログラムシフトといいます。 

♦ フ n グラムシフトは、 シャッター ボタンを半巧ししてから、希望する シャッ 
ター速度、または絞り数値が表示されるまで〈巡^>を回します。 

• フ□グラムシフトは、撮露すると自動的に解除されます。 

♦スト□ボ使用時は、プ□グラムシフトはでさません。 
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Tv : シャッター速度をミ夫めて撮る— 

シゎッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じて、カメラび適正露 
出に必要な絞り数値を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE とい 
います。シャッター速度を速くすると、動きの速い被写体の瞬間をと5える 
ことびでをます。逆にシャッター速度を遅くすると、流動感を表現すること 
びでさます。 

*〈 Tv 〉 は、 Time value (タイムバリユー)の略で時間量のことです。 




流動感のある写真 動をを止めた写真 

(遅いシヤッター速度） （速いシャツター速度) 


撮影モードを 〈 Tv > にする 

I ♦〈 MODE 〉 ボタンを巧し、〈微/©〉を 
I 回してく Tv > を選びます。 


2シャッター速度を設定する 

♦ 上面表示パネルを見なび5〈巡^〉を回 
します。 


，ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半巧しします。 

絞0数値び自動的に決まります。 

表。を確威して撮影する 

♦ 絞り数値び点滅していなければ適正露 
出です。 
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Tv ： シャッター速度を決めて撮る 


か 






I 


• ルさな絞り数値び点滅するとさは、露出アン 
ダー（露出不足）です。 

絞り数値の点滅が止まるまで〈^〉を回して 
シャッター速度を遅くするか、に日感度を上げ 
ます。 


• 大きな絞り数値び点滅するとさは、露出オー 
バー（露出過度）でず。 

絞り数値の点滅び止まるまでく巡〉を回して 
シャッター速度を速くずるか、に日感度を下げ 
ます。 


31シャッター速度の表示 

「8000」から「4」までは分数の分母を表しています。例えば「125」は 1/ に己秒 
を表しています。また、「0"5」は日.巳秒を、「15"」は1巳秒を表しています。 
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Av : 絞り数値をミ夫めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じて力;>< ラび適正露出に必要 
なシャッター速度を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 
絞0数値を大さくする（絞0を閉じる）と、ピントの合ラ範囲び前後に広く 
なります。逆に絞り数値をルさくする（絞りを開く）と、ピントの合う範囲 
び狭 < なりまず。 

* 〈 Av 〉 は 、 Aperture value (アパーチヤーバリュ ー) の略で開□量のことです。 



背景をぼかした写真 背景にちピントの合った写真 

(ルさい絞り数値） （大さい絞り数値） 


I Av 


撮影モードを 〈 AV > にする 

I ♦ く MODE 〉 ボタンを押し、く微/©〉を 
I 回してく Av 〉 を選びます。 


Av 

ISO mn 
lUU 


な日飞 V つ日〕 

r^ONESHOTj 



2 絞り数値を設定する 

♦ 上面表示パネルを見なび 5 〈巡 0 を回 
します。 


3ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半巧しします。 

呼シャッター速度び自動的に決まります。 


表。を確威して柄影する 

♦ シャッター速度び点滅していなければ 
適正露出です。 
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Av : 絞り数値を決めて撮る 


な 


細 






• シャッター速度の「30"」び点滅するとさは、 
露出アンダー（露出不足）です。 

シャッター速度の点滅が止まるまで〈巡 I 〉を 
回して絞り数値を」ぶくする（絞りを開く）か、 
に0感度を上げます。 


参シャッター速度の「8000」が点滅するとさは、 
露出オーバー（露出過度）です。 

シャッター速度の点滅が止まるまで〈巡^〉を 
回して絞り数値を大さくする（絞りを閉じる） 
か、に日感度を下げます。 


SI 絞り数値の表お 

数字び大きくなるほど、レンズの絞り留ホルさくなります。表示される絞り数値 
はレンズによって異なります。カメラにレンズび付いていないとさは、表示が 
「00」になります。 


ピントの合ラ節囲を確認ずる 



絞り込みボタンを巧すと、そのとさ設定 
されている絞り数値でレンズの絞り込みび 
巧われ、ピントのをラ前棲方向の範囲〔被 
写巧深度）をファインダーで確認でをます。 


胃•絞り数値が大きいほど、ピントの合ラ節囲は前後に広くなりますが、ファイ 
ン ダーび 暗 < なります。 

♦ 被写界深度の効果びわかりにくいときは、絞り込みボタンを巧したまま〈逸0 
を回してください。なお、ライブビュー映像 （ P .12 巨）を見なびら確認する 
と、効果びよくわかります。 

♦ 絞り込みボタンを巧すと、露出が固定された （ AE □ック）状態になります。 
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M : 自分で露出をミ夫めて撮る 

自分でシャッター速度や絞り数値を決めて撮影するとさに設定します。露 
出は、ファインダー内の露出レベル表示を参考にしたり、市販の露出計を利 
用して自分で任意に決めます。これをマニュアル露出といいます。 

*〈 M 〉 は 、 Manual (マニュアル）の略です。 


M 


1 


シャッター巧度 
絞り数値 


M I •日日日と日け 18 〕 
ISO 夕日口 ； ONE SHOT ! 





1撮影モードを 〈 M > にする 

♦ く MODE > ボタンを巧し、く微/類〉を 
回してく M 〉 を選びます。 

2シャッター速度と絞り数値を設定する 

♦ シャッター速度は、上面表示パネルを見 
なげら 〈巡^〉を回しまず。 

♦ 絞り数値は、電源スイッチを 〈 j > にし 
て、上面表示パネルを見なび b 〈憩〉を 
回します。 

♦ 〈因 > ボタンを巧したあと、〈巡^/類> 
を回して絞り数値を設定することもで 
をます。 

3ピントを台わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 

呼露出値び表示されます。 

♦ ファインダー内ち側の露出レベル表示 
で、露出レベルく ■> び標準露出〈隆> 
からどのくらいずれているか、確認する 
ことびでをまず。 

4露出をみめる 

♦ 露出レベル表示を確認し、任意のシャッ 
ター速度、絞り数値を設定します。 

5 撮影ずる 


な[冉 . C.Fn II -4: 才ートライティングオプティマイザ] ( P .81) が口： しなし リな列に設定 
されているときは、露出を暗めに設定してち、巧るく撮穀されることびあります。 
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因自分の巧みに露出を補正する— 

カメラび決めた標準的な露出に対して、明るめ（プラス補正）にしたり、 
暗め（マイナス補正）にして撮影することを露出補正といいます。 

浦正できる範固は、 1/3 段ステップ ±3 段です。 

撮影モードびく P / Tv / Av > モードのときに露出補正を行うことびでき 
ます。 


1露出を確認する 

♦ シャッターボタンを半押しして、露出レ 
ベル表示を確認します。 


プラス補正 


マイナス補正 




2補正量を設定する 

♦ 電源スイッチをく j > にして、ファイン 
ダー内、または上面表示パネルを見なび 
ら <〇> を回しまず。 

♦ <©> の操作は、シャッターボタン半巧 
し中か、半押し後のタイマー（を 6) 作 
動中に行います。 

補正を行ラと、ファインダー内に 似 
マークび点打します。 

♦ 露出補正を辭除するときは、露出レベル 
<■> を標準露出指標 «•> または〈の >) 
の位置に戻します。 



3撮影する 


W [，な C.Fn 11-4: 才ートライティングオプティマイザ] ( P .81) び [3: しない] じ(外に設定 
されているとさは、露出を暗ゆに補正しても、明るく撮影されることがあります。 

31 • 設定した補正量は、電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

♦ 不用意に〈類〉が動いて補正量び聖わ日ないようにミ主意してください。電源 
スイッチを 〈 ON 〉 の位置にすると安をです。 

♦ 〈因〉ボタンを押したあと、〈巡|/〇> を回して設定することもできます。 
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%露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮該- 

1/3段ステップ±3段の範囲で、自動的にシャッター速度、または絞り数 
値を変えなび53枚の画像を撮影することびでさます。これを AE 巳撮影と 
いいます。 

* AEB は 、 Auto Exposure Bracketing (才ートェクスポージヤーブラケティング） 
の略です。 


1 < MODE > ボタンと 〈 AF ， DRIVE > ボ 
タンを同時に巧す （る 6) 

吟上面表示パネルに〈％>と「0.0」び表 
おされます。 


2 AEB レベルを設定する 

♦ 〈磯/類〉を回して AE 巨レベルを設定し 
ます。 

♦ 「1.0」び AE 巨ステップ量、く->び AEB 
レベルです。 


I 1 

薦準露出マイナ: 

補正 


§ 

プラス 

補正 


撮影する 

♦ 設定しているドライブモードに従って、 
標準露出^マイナス浦正-プラス補正 
の順に撮影されます。 

♦ 3枚撮影後でも、 AEB 撮影は解除されま 
せん。解除ずるとさは、 AEB ステップ量 
を「0.0」に戻します。 



01 • AEB 撮影中は、ファインダー内の〈*>と、上面表示バネルの〈语〉び点滅 
します。 

♦ 電源スイッチ 〈 OFF 〉、 ストロボ充電完了で、 AEB 設定び自動解除されます。 
♦バルブ撮影時、およびストロボ使用時は、 AEB 撮露でさません。 

♦ ドライブモードび〈□>〈$>のとさは、シャッターボタンを3回押して撮穀 
します。〈国 H 〉 く岛 L 〉 のときは、シャッターボタンを全押ししたままにす 
ると、3枚連続撮影して自動的に停止します。〈が>〈公2〉のときは、10秒 
後または2秒後に3枚連続撮影されます。 

♦ 露出補正と組み合わせて、 AEB 撮影を行ラこともでさます。 
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* 露出を固定して撮る/ AE ロック撮該- 

ピントと露出を別々に決めたいとさや、同じ露出で何枚も撮影するときに 
使用します。く*>ボタンを巧して露出を固定したあと、構図を変えて撮影 
します。これを AE □ック撮影といいます。逆光下の撮影などで有効です。 


1ピントををねせる 

#シャッターボタンを半巧しします。 
-► 露出値び表示されまず。 



2 〈并> ボタンを巧す （る 6) 

吟ファインダー内に〈乂>び表示され、露 
出び固定 （ AE □ック）されます。 

♦ く*〉ボタンを巧すたびに、そのとさの 
露出び AE □ックされます。 





構図をミ夫めて撮影する 

♦ AE □ックした露出値と新しい露出値び 
ファインダー内のち側に I 」アルタイム 
で表示されます。 

♦ 連続して AE □ック撮影をずるとさは、 
く*〉ボタンを巧しなび5、シわッター 
ボタンを押します。 


AE □ツクの巧ま 


測光モード 

( P .104) 

AF フレーム選択 ( P .97) 

自動選択 

任意選択 

固* 

ピントををねせた AF フレー 
ムを中むにした露出値で AE 
□ック 

選択されている AF フレーム 
を中むにした露出値で AE 
□ック 

回田 □ 

中央の AF フレームを中むにした露出値で AE □ック 


* レンズのフオーカスモードスイッチが 〈 MF 〉 とさは、中央の AF フレームを中/なにし 
た露出値で AEn ックされます。 
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長時巧露光（バルブ）撮影 

シャッターボタンを巧している間、シゎッターび開いたままになり、 
シトッターボタンか 5 指を謡すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。 
夜景や花乂、天体の撮影など長時間の露光び必要なとさに設定します。 


buLb 


1 *"1撮影モードを 〈 buLb > にする 

♦ <MODE> ボタンを押し、<逸/©〉を 
回してく buLb> を選びます。 


I faui ■ぶ狂恥迎 

ISO I 'ロロ r ~ 0NESH0TI I 


絞り数値を設定する 

♦ 上面表示パネルを見なびら〈巡^/©〉 
を回します。 


心 

U 

— ③ ⑤ 


日が 
の。！ 口日 

图 

B8.0 1 

[ ONE SHOT ] 

1 ° j 



撮影する 

♦ シャッターボタンを全押しします。 

呼上面表示パネルに露光経過時間び表示 
されます。 

の：分③：秒③：時間 


W 長時間のバルブ撮穀を行ラと、画撒に含まれるノイズが多くなるたゆ、を少ヴラ 
ついた画像になることびあります。 

(51 ♦ [.な C.Fn II -1 :長秒時露光のノイズ低厕を [1 :自卽またはに：ずる]に設定す 
ると、長秒時露光時に発生するノイズを軽減することがでさます （ P .214)。 
• バルブ撮轟を行うときは、 U モートスイッチ RS-S 日 N 3 (別売）や、タイマー 
U モートコント□-ラー下 C -8 日 N 3 (別売）の使用をおすすめします。 



〈が〉ボタンを巧すたびに、上面/背面 
表示パネルの照明び点巧（る 6) /消灯しま 
す。 

なお、バルブ撮影時は、シャッターボタ 
ンの全押しで照明び消えます。 
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長時間露光（バルブ）撮影 


アイピースシャッターを併用ずる 

ファインダーをのぞかずに撮影すると、 
ファインダーから入った光の影響で暗し、写 
真になることびあります。そのよラなとさ 
は、アイ ピースシャッター レバーを矢印の 
方向に操作して、ファインダーを遮光しま 
す。 

なお、ライブビュー撮影、および動画撮 
影のとさは、ファインダーを遮光する必要 
はありません。 



リモートスイッチの取0付け方 

U モートスイッチ RS -8 日 N 3 (別売）や、タイマー U モートコント □- 
ラー TC -80 N 3 (別売）など、 N 3タイプの端子を持つ EOS 用アクセサリー 
をカメラに取り付けて撮影することびできます。 

なお、アクセサ U —の操作方法については、各アクセサ U —の使用説明書 
を参照してください。 


1端子カバーを開ける 

♦ 上側の端子カバーを開さます。 



リモコン端子にプラグを取り付ける 

♦ 図のよラに取り付けます。 

♦ 取りがすとさは、プラグの銀色の部分を 
つまんで引き抜きまず。 
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クミラーアップ撮露 

セルフタイマー撮影や、 U モートスイッチを使用した撮影でも、カメラブ 
レ防止に十分な効果びあ0ますび、超望違レンズを使用した撮影のとさや、 
近接（マクロ）撮影のとさに、機械的な振動（ミラーショック）び気になる 
とさは、 S ラーアップ撮影といラ方法を使います。 

[冉, C.Fn III -17: ミラーアップ撮影]を [1: ずる]またはに：ずる （ SET ポタン 
でダウン)]に設定ずると （ P ぶ2目）、 ミラーアップ撮影びできます。 

1ピントを合わせ、シャッターボタンを全巧しする 

吟 S ラーび上びり、上面表示パネルのくク〉び点滅します。 

2 再度シャッターボタンを全巧しする 

♦ 撮影び行われます。 

♦ [ I ]設定時は、撮影と同時に S ラーび下びります。 

♦に]設定時は、撮影後ち S ラーび上びったままになります。 S ラーを 
下げるとさはく©〉を巧します。 


W ♦ 肩天の真夏の海岸や、スキー場のよラに極端に巧るいところで S ラーアップ 
撮影を巧ラときは、ミラーアップ安定後、速やかに撮影してください。 

♦ ミラーアップ撮影時は、レンズを太隔に向けないでください。太陽の熱で 
シャッター幕び焼けて損傷ずる恐れがあります。 

♦ バルプ撮穀とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影を行ラときは、 
シャッターボタンを全押しし続けてください（タイマー作動秒時+バルブ撮 
影時間)。タイマー作動中に、シャッターボタンから指を離すと、シャッター 
が切れたよラな音びしますび、実際は撮影されていません。 


胃! ♦ [1: する] 設定時に、ドライブモードび連続撮露に設定されていてを、1枚撮 
穀になります。に： ずる巧打ポタンでダウン)] 設定時は、設定したドライブモー 
ドで撮穀されます。 

• セルフタイマー〈がり〈&2> を使用すると、1日秒後、または2秒後に撮影 
されます。 

• ミラーアップしてから3日砂経過ずると、ミラーび自動のに下がります。再度 
シャッターボタンをを押しすると、 S ラーアップします。 

♦ ミラーアップ撮影を巧ラときは、 U モートスイッチ RS -8 日 N 3 (別売）や、夕 
イマ ー U モートコント□-ラー TC -8 日 N 3 (別売）の使用をおすずめします。 
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ちストロボを巧った撮露- 

EOS 用 EX シリーズスピードライト 

EX スピードライト（別売）を使用すると、スト□ボなしの撮影と同じ感 
覚で、簡単にスト□ボ撮影を行ラことびでをます。 

操作方法については、 EX スピードライトの使用説明書を参照してくださ 
い。なお、このカメラは、 EX スピードライトの全機能び使用でをる、 A 夕 
イプカメラに属しています。 

カメラの^ニュー画面か5、スト□ボの機能や、スト□ボのカスタム機能 
を設定する方法については、 ] 21〜124ページを参照してください。 

巧 g 刮祇 ■ 

ク1」ップオンタイプスト□ボ マク□スト□ボ 


• FE □ック 

被写体の任意の部分に適正調光させるスト□ボ撮影方法です。被写体 
をファインダーの中央に置いて、 た乂ラの 〈 FEL > ボタンを押してから 
撮影します。 

• スト n ポ調光補正 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量を補正することびできま 
す。補正できる範囲は、1/3段ステップ±3段です。 

カメラのく圆•阻〉ボタンを押したあと、上面表示パネル、またはファ 
インダー内を見なび5、<〇> を回しまず。 


W [.な C.Fn 11-4: 才ートライティングオプティマイザ] Cp .81) が [3: しない]じ i 夕 W こ設定 
されているとさは、露出を暗めに補正しても、明るく撮影されることがあります。 

SI AF でピントが合わせにくいときは、必要に応じて EOS 用外部ストロボから 、 AF 
補助光び自動投光されます。 
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ちスト□ボを使った 撮影 


EX シ y — ズなかのキヤノン製スピードライト 

♦ EZ/E/EG/ML/TL スピードライトを、 TTL または A-TTL 自動調光モー 
ドに設定して撮影すると、 常時フル発光します。 

力ラの撮影モードをく M 〉 〔マニュアル露出）、またはく Av 〉 （絞り優 
先 AE ) に設定して、絞り数値を変えて撮影してください。 

♦ マニュアル発光磯能を搭載したスピードライト使用時は、マニュアル発 
光モードで撮影してください。 


況用スト□ボを使った撮誘 

同調シャッター速度 

ル型のミ凡用スト□ボは]/300秒拟下（または1/2日日秒政下）で同調し 
ます。スタジオ用の大型スト□ボは、ル型の;凡用スト□ボに比べ閃光時間び 
長く、機種により閃光時間び異なるため、1/12已〜1/30秒程度を目まに、 
あ6かじめスト□ボび正しく同調するかどラか、確認してか5撮影してくだ 
さい。 

シンク□端子について 

♦ シンク□端子を利用して、シンク□コー 
ド付さのスト□ボを使巧することびで 
をます。端子には、コードの损け落ちを 
防止する□ックねじび付いています。 

♦ シンク□端子には極性はありません。シ 
ンク□コードの極性に関係なく、そのま 
ま使用することびでさます。 



W ♦ 他社製の特定カメラ専用のストロボ、およびスト□ボ用付属品を使用ずると、 
力文ラが正常な機能を発揮しないばかりでなく、故障の原因になります。 

♦ シンク n 端テに2巳 0 V な上の電圧びかかるスト□ボを使用しないでくださ 
い。 

♦ 高圧スト n ボをアクセヴ1」ーシューに取り付けて使巧しないでください。発 
光しないことびあります。 

胃アクセサリーシューとシンクロ端子にそれぞれストロボを接続して、同時に使巧 
することちでさます。 
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MENU 


スト□ボの機能を設定する— 


スト□ボ機能設定に対応した EX シ U - ズスピードライト（例：日 80 EX 
11，43日 EX II , 270 EX ) を使巧すると、カメラのメニュー画面から、スト □ 
ボの機能を設定したり、スト□ボのカスタム機能を設定することびでさま 
す。設定を行ラ前に、スト□ボを力^ラに取り付け、スト□ボの電源を入れ 
ておさます。 


スト□ボ機能設定 

1[外部スト□ボ制御]を選ぶ 

♦ [が]タブの[が部 スト □ボ制御]を選び、 

く©〉を押します。 

■ 

2 [スト□ボ機能設定]を選ぶ 

• 〈な〉を回して [スト □ボ機能設定]を選 
び、く©〉を巧します。 

^スト□ボの機能を設定する 

♦ <〇> を回して項目を選び、機能を設定 
しぶ9 〇 

♦ 操作方法は力^ラのメニュー機能の設 
定と同じでず。 


P 习型漏 

kiIIHIHH 


竜子音 A 

力ードなしレ y — ス 
タストデリ-トデ-夕巧巧 
外泣ストロボ m 


ホ部スト□湖 

ストロボ a お掠 
スト□ボカスタム 11 ^ 
スト□ボカスタム齡一就 


I ストロボ«お》2 I 

I 班-ド 

E-TTL II ly 

シンク□没を 

がシンク □ 

FE8 

•1 王 .1. 及.しじ 3 

» お 船 

ス王.しを. 1 .王 3 

E-TTL II 

巧 •!! ホ 

スーム 

Auto 

I 剛スト□ポ HSfiMb I 


胃! ♦ 手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを押ずと、設定した内容を初期状態に戻すことがで 
さます。 

♦ スト□ボ磯能設定に対応していない EX スピードライト使用卸ま、[スト□ポ磯能 
設定]の内、閒光補正] [ E-TTL II ][スト□ポの発光]の項目のみ設定できます。 
(一部の EX スピードライトでは、[シンク□設定]も設定可能） 
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Em スト□ボの機能を設定する 


[スト□ボ機能設ま]で設定でをる機能 

画面に表示される内容や、設定できる項目は、スト n ポの機種や、現在設 
定されている発光モード、スト n ボカスタム機能の設定状態などにより異な 
0まず。 

使用するスト□ボび对応している機能については、スト□ボの使用説明書 
を参照してください。 


♦ 発光モード 

外部スト□ボでは、撮影目的に応じて発光モードが選択でさます。 

♦ [ E - TTLII ] は、スト□ボの自動撮影びで 
きる、 EX シ U —ズスピードライトの標 
準的なモードです。 

♦ [マニュアル 発光]は、スト□ボの[発光量] 
(1/1-1/128) を自分で決めて撮影す 
る モー ドです。 

♦ [マルチ発光]は、スト□ボの[発光量]と 
[発光周波数]、[発光回数]を自分で決めて 
撮影するモードです。 

♦ [ TTL ] [巧部調光才 ート] [外部調巧 M ] につ 
いては、その発光モードに対応したスト 
□ボの使用説明書を参照してください。 


ストロポ《882 
堯がを-ド > E-mn 

マニ〕アル堯化 
マルチ発ホ 


画スト□ポ腳 R 化 


♦ シンク n 設定 

通常は、撮影開始直後にスト□ボび発光する[巧幕シンク □] に設定し 
ます。 

[を幕シンク □] に設定すると、シャッターび閉じる直前にスト□ボび発 
光します。遅いシャッターと組み台わせると、走行中の車のライトなど 
の軌跡を自然な感じで写すことびでさます。なお、後幕シンク□では、 
シャッターボタンを全巧ししたときと撮影終了直前の計2回、スト□ボ 
び発光します。 

[ A イスピード]に設定すると、すべてのシャッター速度でスト□ボ撮影 
を行ラことびでをます。特に曰中シンク□によるポートレート撮影を、 
絞りを優先して行いたいとさに有効でず。 
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00 皿スト□ボの機能を設定する 


• FEB 

スト□ボの光量を自動的に変えなび53枚の撮影を行うことびでさま 
す。詳しくは、 FEB (Flash Exposure Bracketing) に対応したスト 
□ボの説明書を参照してください。 

♦ 調光補正 

11目ページの『スト□ボ調光補正』と同じ設定を行ラことびでをます。 

• E-TTL II 

通常は、標準的なスト□ボ露出び得られる[評価調光]に設定します。 

[平ち調光]に設定すると、外部調光スト□ボのよラに測光領域全体を 
平均的に測光しまず。状況に応じてスト□ボ調光補正び必要な、上級ち 
向けの設定です。 

参ズーム 

スト□ボの発光照射角を設定することびでさます。通常は、撮慕レン 
ズの焦点距離に応じて照射角を力;<ラび自動設定する [Auto ] に設定し 
ふ 9 〇 


• ワイヤレス設定 

ワイヤレス（を打）スト□ボ撮影を巧ラことびでさます。詳しくは、 
ワイヤレススト□ボ撮影に対応したスト□ボの説明書を養照してくださ 
い。 

• スト n ボの発光 

スト□ボ撮影を行うときは、[ずる]に設定します。スト□ボの AF 補助 
光機能のみを利用したいときは、[しなしリに設定します。 


W 後幕シンク n で撮影するときは、シャッター速度を1/巳日秒政下の遅い速度に設 
定してください。1/目日秒な上の速い速度のときは、[を幕シンク □] に設定してし、 
てち、自動的に先幕シンク n 撮穀になります。 

51 •スト□ボ側で調光補正を設定したときは、カメラ側から調光補正を巧ラこと 
はできません（〈固•阻〉ボタン、スト n ボ機能設定画面)。なお、同時に設定 
されているとさは、スト□ボ側の設定が優先されます。 

• [ E-TTL II ]は C . FnII - 已 （ p .21 已）、[スト□ポの発光]は C.Fn II -7 ( p .216) と 
設定が連動します。 
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( MB スト□ボの機能を設定ずる 


スト□ボカスタム機能設定 

1[スト□ボカスタム機能設定]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [スト n ボカスタム機能設定] を選び、〈©>を押します。 

2 スト□ボの機能を設定する 

♦ <〇> を回して番号を選び、機能を設定します。操作方法は、カメラ 
のカスタム機能の設定と同じです （ P . 204)。 


スト□ボカスタム機能の設定解除 

手順 I で [スト□ボカスタム機能一括醒除] を選ぶと、スト□ボに設定されてい 
るカスタム機能びすべて解除されます （[ C . Fn -0: 距離表示] を除く）。 


W EX スピードライト使用時に、スト n ボカスタム機能の、關光ち式]び [ TTL ] に 
設定されているとさは、撮影を行ラと常時フル発光します。 


园スト□ボメータードマニュアル撮影について 

手動で調光レベルを決める近接撮影向けの機能です。マニュアル発光できる EX シ 
リーズスピードライトと 18% 標準反射板を使って、次のよラに撮影します。 

1. カメラとスト n ボの機能を設定ずる 

-力六ラの撮影モードをく M 〉、 または 〈 Av > にします。 

-スト□ボの発光モードをマニュアル発光にします。 

2. ピントを合わせる 

-手動で被写体にピントを合わせます。 

3. 18ザ〇 標準反射板を セッ トする 

-標華反射板を被写体の位置に置きます。 

-ファインダー巧の中央部スポット測光範固の領域全体に、標準反射板びく 
るよラにします。 

4. < FEL > ポタンを巧ず（を 16) 

己.調光レベルを設定する 

-調光レベルび標準露出指標の位置に<るよラに、スト n ボの 
マニュアル発光量と、力方ラの絞り数値を設定します。 

包撮嚴する 

-標準反射板を取り除いて撮影します。 
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ライブビユー撮影 


カメラの液晶モニターに表示される映像を見なび5撮影するこ 
とがでをます。この撮影方法を「ライブビュー撮影」といいます。 

ライブビュー撮影は、被写体との距離が変わらない「静物撮影 J 
に有効です。 

カメラを手に持って液晶モニターを見なが6撮影ずると、手ブ 
レにより、鮮明な画像び得5れないことびあるため、兰脚などの 
使用をおすずめしまず。 


園リモートライブビュー撮影について 

付属ソフトウェアの EOS U 川 ity がインストールされたパソコンにカメ 
ラを接続ずると、パソコンの画面を見ながら U モート撮語することびで 
きます。詳しくは、ソフトウェア使用説明書 （ CD - ROM ) を参照して 
<ださい。 






Cm ライブビュー撮影の準備 

静止画のライブビュー撮影びでをるよラにカメラを設定します。動画の撮 
影については、141ページを参照してください。 


1[ライブビユー機能/動画機能設定]を選ぶ 
• [V=] タブの [ライブピユー機能/動画機能設 
定] を選び、〈©〉を巧します。 


2 [ LVO / ■■設定]を選ぶ 

♦ 〈憩〉を回して [ LVO / I - 設定] を選び、 
く©〉を押します。 

♦「 LV 」 は、「ライブビュー」の略です。 


3 [静止画]を選ぶ 

'♦ <〇> を回して [静止画] を選び、く©〉 
を巧します。 

4 メニュー画面を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタン、またはシャッターボ 
タンを半巧しして、メニュー画面を消し 
ふ 9 〇 

C ライブビュー映像を表示する 

♦ く©〉を押しまず。 

-► 液晶モニターに映像び表示されます。 

♦ 初期状態では、実際の撮影結果に近し、明 
るさで表示されます。 

♦ 標準露出になっていないとをは、〈巡^/ 
〇> を回して調整します。 




ライフむ - B 肢巧国 ag 强 S 

L . . _ 

! LVO .' が 推 

しなり 

AF モード 

ライフモ-ド 

クリット’ 

あ 吊しない 

Simulation 

する 

狀タイマ- 

16 巧 

I gmt ) I 


; LVO / ホな ； 

しロリ 1 

i 

た西 」 


126 


















a ライブビュー撮露する 



撮影モードを選ぶ 

♦ く MODE 〉 ボタンを巧し、〈避^/ G > を 
回して撮影モードを選びます。 



ピントををねせる 

♦ 撮影を始める前に、 AF または手動でピ 
ントををわせます （ P .131 〜138)。 

♦ シトッターボタンを半押しすると、設定 
されている AF モードでピント合わせび 
行われます。 



撮影する 

♦ シャッターボタンを全押しします。 
撮影び行われ、液晶モニターに撮影した 
画像び表示されます。 

A 表示び終わると、自動的にライブビュー 
撮影に戻0ます。 


♦ <©> を巧すと、ライブビュー撮影び終 
了します。 



W • ライブビュー撮影時は、レンズを太隔に向けないでください。太陽の熱で力 
メラの内部び損傷ずる恐れがあります。 

• ライブビュー撮彰全般に関ずる注意事項は、139、140ぺージにまとめて記 
載しています。 


胃! • ピント合わせは、く AF -0 N > ボタンでも巧ラことびできます。 

♦ 映撒の視野率は、約 100 % です。 

♦ シャッターボタンを全巧しすると、シャッター音が吕回しますが、撮影枚数は 
1枚です。また、スト□ポ撮語時ち S ラーとシャッターの作動音が撞数回しま 
すが、撮穀枚数は 1 枚です。なお、連続撮穀時は、 1 枚目のみシャッター音が 
2回します。 
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Cm ライブビュー撮影する 


INFO . 情裙表示について 

♦ < INFO .> ボタンを押すと、押すたびに情報表示内容び切り換わります。 


画像サイズ-1 「冉 F フレーム ( AFH ) 



ホワイトバランス 
ピクチャースタイル 


オートライティング 
オプティマイヴ 
•巧 D : 標準 
•哪:弱め 
•町,:強め 
•取 f :しない 


AE □ック 
シャッター達度 一 


スト□ボ充電完了—— 


絞0数値 —— 


ドライブモードー 


ヒストグラム 


AEB 撮影 


FE 巨撮影 


面皿：露出シミュ 


レーシヨン 

Effl :標準的 

明るさ 


電池チェック 


——高輝度側-階調優先 
ISO 感度 
撮影可能枚数 


スト□ボ調光補正 


露出レベル表。;-1 

上段：露出レベル/ AE 巨レベル 
下段：調光レベル/ FE 巨レベル 


I — AF モード 

- AFffiE : ライブモード 
- AFV :顔優先ライブモード 
- AFEi 3: クイックモード 


园 ♦ ヒストグラムは、[露出 Simulation : する] ( p . l 3 日）のときに表示されまず。 

♦ [. 冉 .C.Fn IV -1 日：アスペクト 比 情なの巧 力日]を1〜目に設定すると、設定した比率に 
応じた縦線が画面に表示され、 6X 目 cm 、 白 X4 .已 cm 、 4x 日 inch などの フイ 
ルム式の中判/大判カメラと同じ構図で撮穀することができます （ P .234)。 

♦ 〈面画〉が白く表示されているとさは、ライブビュー映撒が実際の撮影結果に 
おい明るさで表示されています。 

♦ く™>が点滅しているときは、低輝度、高輝度条件下のため、映像び適切な 
明るさで表示されていないことを示しています。ただし、撮影を巧ラと、露 
出設定どおりに記録されます。 

♦ ストロボ使用時、バルブ設定時は、〈11画> とヒストグラムが灰色で（参考） 
表示されます。なお、お輝度、高輝度条件下ではヒストグラムが適切に表示 
されないことびおります。 
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撮影機能の設定 

ライプビュー表示中もファインダー撮影時と同じように、ボタン操作によ 
る機能設定の変更や、再生操作を巧ラことびでさます。 



♦ く MODEXAF ’ DRIVE 〉 く 阻 >〈じ0> く 因 > 
くぶ こ； > ボタンを押すと、液晶モニター 
に設定画面び表示され、〈盤^〉、または 
<〇> を回すと、設定を変更することび 
でさます。 


♦ < FUNC .> ボタンを巧すと、背面表示パネルを見なび5、〈避^〉で記録す 
るカード、〈憩〉で画像サイズ、またはホワイトバランスを設定するこ 
とびでさます。 

♦ 測光モードは、ライブビュー撮影用の評価測光に固定されます。 

♦ <*> ボタンを巧すと、 ] 日砂間露出を固定することびできます。 

♦ 絞り込みボタンを押すと、被写巧深度を確認ずることびでをます。 

♦ 連続撮影時は、 ] 枚目の露出で2枚目掛降び撮影されます。 


ライブビュー撮影時の撮影可能枚数の目ま 


ミ 豆度 

常温（+ 23。〇 

低温 （ on ) 

撮影可能枚数 

約270枚 

約230枚 


♦ フル充電のバッテリーパック LP - E 4 使用 、 CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験 
基華によります。 

• 連続してライブビュー撮影できる時間は、苗温 （+23 に）：約別き間、低温（日ご）： 
約2時間已〇分です。（フル充電のバッテ U - パック LP - E 4 使用時） 


0 ♦ ライブビュー表示中でわ、〈囚〉ボタンを巧ずと、画像を再生することびで 
さます。 

• カメラを操作しない状態が続くと、文ニュー [>‘ 才ートバワーオフ]の設定時間 
で電源が自動的に切れます （ P . 已2)。なお、[切]に設定されているときは、約 
3日分でライブビュー機能が自動的に終了します（電源は切れません)。 

♦ リモートスイッチ RS -80 N 3 (別売）や、タイマーリモートコント□-ラー 
TC -80 N 3 (別売）のレ U - ズポタンの半押しで、 AF を巧ラことをできます。 
• 付属のステレオ AV ケーブルや、別売の HDMI ケープルを使用ずると、ライブ 
ビュー映像をテレビに表おすることびできます （ P .170、 171)。 
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MENU 


メニュー機能の設定 


ライブビュー表示中ちメニュー機能の設定を行ラことびでさます。なお、 
ライブビュー撮影特有の機能は次のとおりです。 


ライフ ビコー 

LV 0/11涅丢 

な 止 面 

■X ■巧-ド 

バフトド 

グリッド 

表示しなり 

SitiSimuiation 

する 

動イマ- 

1诚 

1 う 1 


[ V =] タブの [ライブビユー 機能/動画機能設 
定] 画面で、次の機能を設定することびで 
さます。 


• AF モード （P. 131〜 137) 

[ライプモー鬥、 [V ライブモード]、[クイックモード] び選択できます。 

♦ グ U ッド 

[グリッド 1#]、または [グリッド 2 繼] で格子線を表示することびで 
をます。水平、垂直の傾さを確認しなびら撮影することびでをます。 

• 露出 Simulation 
* ずる ( ISMI ) 

実隙の撮影結果〔露出）に近い明るさで表示されます。露出補正を 
巧ラと、捕正量に応じて映像の明るさび変わりまず。 

-しない[因皿） 

映像び見やすいよラに、標準的な明るさで表示されます。 

♦ 測光タイマー 

露出値の表示時間 〔 AE □ック時の保持時間）を変更することびでを 
ます。 


0 メニュー [a. MWB データ登録]、[ゴダストデリートデータ取得]、[ドカメラ設定をメ 
ディアに保を ■読 込]、 [>; カメラ基本設定の登録•呼出]、[ドセンヴークリーニング]、[ド 
カメラ設定初期化]、 [fr; ファームウ I ア] を選んだときは、ライプビュー撮影が終了 
します。 
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AF でピントを合わせる-- 

AF モードを選ぶ 

AF モードには、 [ライブモード]、 [V ライブモード] (顔優先/ P . 132)、 [ク 
イックモード] 〔 P .13 巨）びあります。 

なお、厳密にピントを合わせたいとさは、レンズのフオーカスモードス 
イッチをく MF> にしたあと、映像をお大して、手動ピント台わせを行って 
ください （ P .138)。 


AF モードを選ぶ 

♦ ライブビュー映像び表示されている状 
態で、 < AF - DRIVE > ボタンを巧しまず。 
(を 6) 

♦ 〈巡^〉を回して、 AF モードを選びまず。 
が 曲 a :ライブモード 
AF 1； : V ライブモード 
が 圆3 :クイックモード 

Bl 前ページの 「AF モード」の項目で設定することちでさます。 



ライブモード ： AFBl 

撮像素子を使ってピント合わせを行いまず。ライブビュー表示のまま AF 
でさますび、 「クイックモード」よりちピント合わせに時間びかかりまず。 

また、「クイックモード」よりちピントび合いにくいことびあります。 



AF フレームを 移動する 

♦ 〈お〉を操作して、 AF フレームの〉を 
ピントを台わせたい場所に動かします。 
(画面の一番端までは動さません） 

♦ <濟〉をまっすぐに巧すと、 AF フレーム 
び画面中央に戻りまず。 


131 





















AF でピントを合わせる 



ピントを台わせる 

♦ AF フレームを 被写体に合わせ、 シャツ 
ターボタンを半押しします。 

呼 AF び行われ、ピントび台ラと AF フレー 
ムび緑色に変わり、「ピピツ」と電モ音 
び鳴0ます。 

時ピントびをわないとさは、 AF フレーム 
がオレンジ色に変わ0ます。 



撮影する 

♦ ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します （ P .127)。 


V (顔優巧）ライブモード ： AFV 

ライブモードと同じ AF 方式で、人の顔を検知してピント合わせを行いま 
す。写される人は、顔をカメラに向けてください。 



カメラを被写体に向ける 

♦顔を検知すると、ピント合わせを行ラ 
AF フレームく：]〉び顔の部分に表示さ 
れます。 

♦ 複数の顔を検知しているときは〈<>〉 
び表示されます。〈或〉を操作して、ピ 
ントを合わせたい顔に〈<:>〉を合わせ 
ふ 〇 
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AF でピントを合わせる 



ピントををねせる 

♦ シャッターボタンを半押しすると、<::> 
の顔にピント含わせび巧われます。 

吟 AF び行われ、ピントび合ラと AF フレー 
ムび緑色に変わり、「ピピッ」と電子音 
び鳴ります。 

吟ピントび合わないとさは、 AF フレーム 
びオレンジ色に変わります。 

♦ 顔び検知でさないとさは、 AF フレーム 
<□> び表おされ、中央の位置でピント合 
わせび巧われます。 



撮影する 

♦ ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します (p.l27)o 


W ♦ ピントが大さく外れていると、顔を検巧でさません。レンズのフオーカスモー 
ドスイッチび 〈AF> のまま手動ピント合わせができるレンスのときは、フオー 
カス1」ングを回して、おおまかにピント合わせを行ラと、顔を検巧して画面 
に C ;〉が表示されます。 

• 顔な外の被写体を顔として検巧することがあります。 

♦ r 顔び画面に対して極端にルさい/大きい」、 r 顔が明るすぎる/暗ずざる」、 
「顔び横や斜めを向いている」、「顔の一部び隠れている」とさは、顔を検巧で 
さません。 

♦ ピント合わせを巧ラ c;> が、顔全体ではな<、顔の一部分にだけ表をされ 
ることびおります。 
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AF でピントを合わせる 


SI • 〈谋 ■> をまっすぐに巧ずと、ライブモード Cp.131) に切り換わり、〈泉> で 
AF フレームを移動ずることがでさます。ちラー度まっすぐに巧すと、V (顔 
擾先）ライプモードに戻ります。 

♦ 画面の端のほラで検知された顔は AF できないため、<：：> が灰色で表示され 
まず。そのが態でシャッターボタンを半巧しすると、画面中央の AF フレーム 
〈□〉でピント合わせび巧われます。 


ライブモードと V (顔優巧）ライブモードに関ずるおことね D 

AF の動作について 

♦ ピントをわせには、多少時間びかかります。 

♦ ピントび合った状態でも、シャッターボタンを半押しすると、再度ピン 
卜合わせび行われます。 

♦ AF 中と AF 後で、映像の明るさび蜜わることびあります。 

♦ ライプビュー映像表示中に光源（照明光）び変化ずると、画面びち5つ 
いてピントび合いにくいことびあります。そのとさは、ライブビュー撮 
影を一さ終了し、撮影する光源下で AF を巧って<ださし、。 

♦ ライブモードで〈み〉ボタンを巧すと、 AF フレームの部分び拡大表おさ 
れますび、拡大表示でピントびをいにくいとさは、通常表示に戻して AF 
を行ってください。なお、 AF の速度は、通常表示と拡大表示で異なるこ 
とびあります。 

♦ ライブモードの通常表示で AF を行ったあと、拡大表示すると正確にピン 
卜び合っていないことびあります。 

♦ 画面の端のほラにある被写体を撮影したとさに、わずかにピントびズレ 
ているとさは、被写体 （AF フレーム）を画面の中央畜りにして、再度ピ 
ント合わせを行ってか b 撮影してください。 

♦ Vライプモードのとをは、〈み> ボタンを巧しても拡大表示されません。 

♦ 外部スト□ボから AF 補助光は投光されません。 
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AF でピントを合わせる 


ピントびをいにくい 撮影 条件 

♦ 青空、単色の平面など、明暗差（コントラスト）のない被写体 
♦ 暗い場所にある被写体 

♦ 横搞模様など、水平方向のコントラストしかない被写体 
♦ 明るさや色、パターンび変化する光源 
♦ 夜景など、点状の光源 

♦ 堂光ななどの照明下で、映像びちらついている場を（フリッカー） 

♦ 被写体が極端にルさい場を 
参画面の端のほラにある被写体 
♦ 光を強<反射している被写体 

♦ 遠いところと近いところにある被写体び、 AF フレームにかかっている場 
合（おりの中の動物など） 

♦ 手ブレ和被写体プレで、 AF フレーム内の被写体び揺れ動いて、静止しな 
い場を 

♦ 近づ<、または遠ざかる被写体 
♦ 大きくピンボケした状態か 5AF を行った場を 
♦ ソフトフオーカスレンズで、ソフトフオーカス撮影する場を 
♦ 特殊効果フィルターを使用している場合 



AF でピントを合わせる 


クイックモード ： AF 厕 3 

ファインダー撮影時と同じ AF 方式で、専用の AF センサーを使ってワン 
ショット AF ( P .9 己）でピントをわせを巧います。 

狙ったところに素早くピントををねせることびできまずび 、 AF 中はライ 

ブビュー表示が一時のに中断されまず。 



AF フレームを 選ぶ 

♦ く AF.DRIVE 〉 ボタンを巧したあと、 くお > 
を 操作して、 AF フレームを 選びます。 

♦ く帝〉を操作すると、巧した方向の AF フ 
レームび選択されます。 

♦ く寒> をまっすぐに押すと、中央の AF フ 
レームび 選択されます。ち ラー 度まっす 
ぐに押すと、自動選択になります。 

♦ 外周の AF フレームび すべて点灯したと 
をび自動選択です。 

♦ 〈 AF’DRIVE 〉 ボタンを押すか、タイマー 
(る 6) び終了すると、画面に選択した 
AF フレームび表示されます。 

(自動選択に設定したときは、 AF フレー 
ムは表示されません） 
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AF でピントを合わせる 



ピントををねせる 

♦ AF フレームを被写体に合わせ、シャッ 
ターボタンを半押しします。 

-► ライブビュー映像び消えて S ラーび下 
びり、 AF び行われます。 

-► ピントび合うと「ピピッ」と電子音び鳴 
り、 AF フレームびホく表示されまず。 
(自動選択のとさは、ピントび合った AF 
フレームび一瞬ホ<表示されます） 
自動的にライブビュー表示に戻ります。 



撮影する 

♦ ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します (p.l27)o 



S1 AF 中は撮影でさません。ライブビュー映像び表示された状態で撮影してくださ 
し、。 
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手動でピントををわせる 

映像を拡大表示して、手動で厳密にピントををわせることびでさます。 


1 レンズの フオー カスモードスイッチを 
< MF > にする 

♦ レンズのフオーカス U ングを回して、大 
まかにピントををわせておきます。 




2 


抱大表示巧を移動する 

♦ ピントををわせたい場所に、〈を〉で拡 
大表示枠を移動します。 

♦ 〈寒> をまっすぐに押すと、画面中央に 
房0ます。 



映像を}広大する 

♦ 〈み> ボタンを押します。 

枠内び拡大表示されます。 

♦ くみ〉ボタンを巧すたびに、次のよラに 
画面び切り換わります。 



ご^已倍一10倍一通常表示-! 


4手動でピントを台わせる 

♦拡大された映像を見なびら、レンズの 
フオーカス U ングを回してピントを合 
わせます。 

♦ ピントをわせび終わった5、 くみ 〉ボタ 
ンを巧して通常表示にします。 

5撮影する 

♦ ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを巧して撮影します （ P .127)。 
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u ライブビュー 撮影全般に関ずるを意事項 

ライブビュー映像について 

♦ お輝度、高輝度条件下では、映像び撮穀結果に近い明るさで表示されないこ 
とがお0ます。 

• 表示中に光源（照明光）が変化すると、画面がちらつくことがあります。そ 
のとさは、ライブビュー撮語を一旦終了し、撮露する光源下でライブビュー 
撮轟を再開してください。 

♦ カメラの向さを蜜えると、映像が一瞬適切な明るさで表示されないことびあ 
ります。適切な明るさに安定するのを待ってから撮露してください。 

• 太陽など、極端に明るい光源が画面内にあると、明るい部分が黒っぽくつぶ 
れたよラに表おされることびあります。ただし、撮影ずると、その部分は巧 
るい状態で正しく記録されます。 

• 暗い場所でメニュー [v= あ晶の巧るさ]を明るい設定にすると、ライブビュー 
映撒に色ノイズが発生することがあります。ただし、この色ノイズは撮影画 
像には記録されません。 

♦ 映像を拡大表示すると、シャープネスが実際の設定よりち強くかかって見え 
ることがおります。 

(晒 〉マークとカメラ内部の ミ 届度上昇について 

• ライプビュー撮影を長時間行ったり、高温下でライブビュー撮露を行ラと、力 
メラ内部の温度び上昇し、く圆〉マークで警告表示が巧われます。なお、高温 
下でライブビュー撮穀を長時間行ラと、〈励〉マークび表おされるタイミング 
が早くなります。撮影しないときは、こまめに電源を切ってください。 

♦ 〈國> マークが表示された状態でライブビュー撮露を行ラと、撮影画像（静止 
画）の画質た下ずることびあります。<励> マークび表示されたとさは、力 
メラ内部の温度び下がるまで、撮該を一時休止することをおすすめします。 

♦ 〈國> マークが表示された状態でライブビュー撮穀を継続すると、力方ラの部 
の温度がさらに上昇し、撮影び自動的に終了することがあります。そのとさ 
は、力方ラ内部の温度び下びるまで、撮穀がでさな<な0ますので、一旦電源 
を切り、しばらく休止してください。 
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u ライブビュ ー撮彰 全般に関するま 意事項 

撮影 結果について 

♦ 高に日感度でライプビュー撮語を行ラと、ノィズ(横搞、輝点など）や色ムラ 
び発生ずることびあります。 

• ライブビュー撮語を長時間継続すると、カメラ巧部の温度が上昇して、撮影 
画像の画質び低下する恐れびあります。撮影しないとさは、こまめにライブ 
ビュー撮轟を終了してください。 

• 画質低下を防ぐため、長秒時露光を行ラときは、ライブビュー撮影を一旦終 
了し、数分間経ってから撮影してください。 

• 高に0感度で撮影した画像を再をすると、ノイズや色ムラが目立つことがあり 
まず。 

• 拡大表示の状態で撮憲すると、意図した露出で撮影されないことびあります。 
通常表示に戻して撮影してください。なお、拡大表示中は、シャッター速度 
と絞り数値がホ<表示されます。なお、拡大表示の状態で撮影してち、通常 
表示の範囲び撮語されます。 

カスタム機能について 

• ライブビュー撮影時は、設定が無効になるカスタム機能びあります （P.2 日巳 
〜207)。 

• [.冉 . C.Fn II -4: 才ートライティングオプティマイザ] (P .81) が口： しなし リじ(外に 
設定されているときは、マニュアル露出、露出補正、スト□ボ調光補正で露 
出を暗めに設定（補正）しても、巧るく撮影されることがあります。 

レンズとスト□ポについて 

♦ 超望遠レンズに搭載されている、フォーカスフ1」セット機能は使巧できませ 
ん /。 

♦ 外部 スト □ボ使用時に FE □ッ ク、モデ U ング発光はできません。 
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6 

動画を撮影する 


ライブビュー映像を、動画としてカードに記録することがでを 
ます。動画は「自動露出」または「マニュアル露出」で撮影する 
ことがでをます。記録形式は、 MOV 形式です。 


な 


動画び記録できる力ードについて 

動画を握影ずるときは、大容量で、書を込み/読み取り連度が速いカー 
ドを使用してください。 CF カード使用時は、実際の速度が日 MB / 抄 
上、 SD 力ード使用時は、 SD スピードクラス百 「 CLASS 食」上の力一 
ドを使用してください。 

動画撮穀時に書さ込みび遅いカードを使用ずると、動画び正常に記録で 
きないことがあります。また、動画再生時に読み取り速度が遅いカード 
を使巧すると、動画び正常に再生でさないことがあります。 

なお、カードの書き込み/読み取り速度については 、力ードターカーの 
ホームページなどで確認して<ださい。 


0 Full HD 1080について 

Full HD 1 日 80 は、 垂直画素（走査線）数：1 日 8 日 画素 
(本）の HD (High Definition : ノ V イディフィニション） 
映像に対応していることを示しています。 









動画撮露の準備 

ライブビュー映像を動画として記録でさるよラに設定します。静止画の撮 
影については、12日ページを参照してください。 


1[ライブビュー機能/動画機能設定]を選ぶ 

♦ [ V =] タブの [ライブピュー 機能/動画機能設 

定]を選び、〈©>を押します。 

[ LVO / ■■設定]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [ LVO / I - 設定]を選び、 
<©> をす甲します。 

♦「 LV 」 は、「ライブビュー」の略です。 

[動励を選ぶ 

♦ <〇> を回して閣圃を選び、く©〉を 
巧します。 


[動画記録サイズ]を設定する 

♦ [動画記録 サイズ] につし、ては、 ] 日 I ペー 
ジを参照して < ださい。 


メニュー 画面を終了する 

♦ ( MENU ) ボタン、またはシャッターボ 
タンを半押しして、メニュー画面を消し 
ます。 




ライブビュー映像を表示する 

参く©>をす甲します。 

呼液晶モニターに映像び表示されます。 

♦ 画面の上下、または左ちに半透過の帯び 
表示されます。その内側び動画として記 
録される範囲です。 

♦ 撮影モードびく M > のとさは、 也 I 
〇>を回して明るさを調整します。 
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•, 動画を撮影する 1 睡 I 画眶丽丽丽 I 編-" 
自動露出撮誘 

撮影モードが 〈 M 〉 似がのとをは、明るさに応じて自動露出制御が行わ 

れまず。 なお、自動露出制御の内容は、どの撮影モードでち同じです。 

1撮影モードを 〈 M > LU がにする 

♦ く MODE 〉 ボタンを巧し、 く盤^/©〉 を 
回して く M 〉 政外の撮影モードを選びま 
す。 


2ピントを合わせる 

♦ 動画撮影を始める前に、 AF または手動 
でピントを合わせます （ ID .13] 〜 
138)。 

♦ シャッターボタンの半巧し、または 
< AF - ON > ボタンを押すと、設定されて 
いる AF モードでピント含わせび行われ 
よ9 0 

3動画を撮影する 

♦ < FEL > ボタンを巧します。 

蜂動画撮影び始ま0ます。動画撮影中は、 
画面ち上に「♦」マークび表示されまず。 

♦ 動画撮影中にく AF - ON 〉 ボタンを巧す 
と、ピントを合わせ直すことびでさま 
す。 

♦ もう一度 < FEL > ボタンを押すと、動画 
撮影び終了します。 



動画撮影中 
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動画を撮影する 


SI • く*〉ボタンを巧すと、露出を固定 （ AEn ック）することができます （ P . i 1巳)。 
動画撮穀中に AE □ックを行ったときは、〈回〉ボタンを巧すと、冉 En ックを 
辆除することがでさます。 

• 電源スイッチをく j > にして〈〇> を回すと、露出補正を巧うことびできます。 
• IS 日 感度は、 ISO 1 日日〜 12800の範囲で自動設定されます。なお、 [冉 . C.Fn 
1-3: 旧0感度の制御節囲の設定] で、 [上限値] を [ H 1] [ H 2] [ H 3] にずると、 IS 日 
感度が拡張され、設定した上限値までの範囲で に日 感度が自動設定されます。 
ただし、[下限値]を [ L ] に設定してち、低感度側には拡張されません。また、 
初期設定から上限値、下限値を狭めてち、設定範囲は狭<なりません。 

♦ シャッターボタン半押しで画面下に表示される、に日感度、シャッター速度、 
絞り数値は、静止画撮影用の露出値です （ P .148)。 動画撮語の露出値は表示 
されません。なお、動画の撮影露出と、静止画の撮該露出は異なることがあ 
D ます。 


マニュアル露出撮誘 

撮影モードをく M> に設定すると、任意に侶0感度、シャッター速度、絞 
り数値を設定して、動画撮影を行ラことびでをまず。 



撮影モードを 〈 M > にする 

♦ < M 0 DE > ボタンを押し、く滋/©〉を 
回してく M〉 を選びます。 


旧0感度を設定する 

♦ くじ〇〉ボタンを巧し、画面を見なび日 
<^/〇> を回して ISO 感度を設定しま 
す。 

♦ 侶日感度については、 14 日ページを参照 
して < ださい。 
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動画を撮影する 



シャッター速度と絞り数値を設定する 

♦ シャッターボタンを半押しして、露出レ 
ベル表示を参考に設定します。 

♦ 〈磯〉を回すと、1/3日 (1/60) 〜1/ 
40日0秒の範囲でシゎッター速度を設 
定することびでをます。 

♦ 電源スイッチをく J 〉 にして、〈類〉を 
回すと、絞り数値を設定することびでさ 
ふ^ 0 


ピントを合わせて撮影する 

♦ 『自動露出撮影』の手順と3と同じです 
(13.143)。 



W • マニュアル露出撮影のため、 AE □ック、露出補正はでさません。 

♦動画撮憲中に、シャッター速度や絞0数値の蜜至を巧ラと、露出変化が記録 
されるため、おすすめでさません。 

〇 ♦ シャッター速度の下限値は、フレームレート (P.151) の設定により蜜わり 
ます。 

• 動きのある被写体を動画撮嚴するときは、1/30〜1/12日秒程度のシャッ 
ター速度をおすすめします。シャッター速度を速くするほど、被写体の動さ 
が滑らかに再現されなくなります。 
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動画を撮影する 


マニュアル露出撮影時の旧0感度について 

♦ [ AUTO ] ( A )、 または侶 0100 〜] 2800 の範囲で 1/3 段ステップで設 
定ずることびでさまず。 

♦ ISO 感度を [ AUTO ] ( A ) に設定したときは、 IS 日感度び] 00〜1280日 
の範囲で自動設定されます （ [，な C.Fn I .3: 旧0感度の制御轟囲の設定] 
( P .208) の設逊ま機能しません)。なお、そのときは「絞り優先 AE (絞 
り固定-適正露出)」的な動画撮影を行ラことびでさます。 

♦ [.な C.Fn 1-3: 旧0感度の制御範囲の設定] で、 [上限値] を [ HI ] ( IS 02 已日〇日 
相当）、 [ H 2] (侶〇已] 200 相当)、 [ H 3] ( ISO 1 日 240 日相当）に設定す 
ると、 IS 曰感度び拡張され、設定した上限値までの範囲で、侶日感度を 
任意に設定することびでさます。なお、初期設定か b 上限値、下限値を 
狭めたとさは、その範囲で設定することびでさます。 

♦ [.な C.Fn 1-3: 旧0感度の制御範囲の設定] で、 [下限値] を [ L ] (ISO 已日相当） 
に設定しても、侶日感度設定時に [ L ] は選択でさません。 

♦ [冉, C.Fn II -3: 高輝度側•階調 優 姐 （ P .21 己）を [1: ずる] に設定したとき 
は、に日感度び IS 020 日〜になります。 


自動露出撮影、マニュアル露出撮影時共通事項 


W ♦ ビデオカ方ラのよラに、自動的にピントを合わせ続ける機能は搭載していま 
せん。 

♦ 動画撮影時は、レンスを太隔に向けないで<ださい。太陽の熱で力方ラの内 
部び損傷ずる恐れがあります。 

♦ 〈四阻〉で動画撮語中に、 IS 日感度や絞り数値が変わると、ホワイトバランス 
び変化することびあります。 

♦ 壁光巧などの光源下で動画を撮影ずると、画面にちらつさび発生することび 
あります。 

♦ ズーム操作により、開放絞り数値が聖化するレンズ使用時は、動画撮影中の 
ズーム操作はおすすめでさません。露出変化び記録されることがあります。 
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動画を撮影する 


自動露出撮影、 マニュアル 露出撮影時共通事項 


^ • メニュー ！>■ 記録能とメディア•フォルダ還巧] が、 [振り分け][同一書き込み] に 
設定されていても （P. 已 7)、 動画を CF 力ード〈の〉と SD 力ード〈回〉に同時 
に記録することはできません。 [振り分け][同一書き込み] に設定されていると 
さは、 [再生] に設定されているカードに動画が記録されます。 

♦動画撮影を般に関する注意事項は、1已3、1已4ページにまとめて記載してい 
まず。 

が要に応じて139、140ぺージの『ライブビュー撮彰を般に関するま意事項』 
もお読みください。 

♦ オリジナルデータセキュリティキット日 SK - E 3 を使用して、動画を暗号化す 
ることはでさません。 

SI •動画は、1回の撮穀ごとに、1ファイル記録されます。 

♦ 動画撮惠時は、画面の上下または左ちに半透過の帯が表示されます。その内 
側の範囲び動画として記録されます。なお、半透過部分の表示は、 [動画記録サ 
イズ] の設定で変わります （P.1 巳1)。 

♦ 音声は、カメラに内蔵されたマイク （P.143) でモノラル録音されます。 

♦ 外部マイク入力端モ （P.1 目）に、ステレオミニプラグ （0 瓦已 mm ) を備え 
た市販のマイクを接続すると、ステレオ録音することがでさます。なお、外 
部マイク入力端子に、外部マイク政外からの出力を入力しないで<ださい。 

♦ 音量（録音レベル）は自動調整されます。 

♦ 撮影した動画を r 撮影情報表示」 （P.1 日 6) で再をしたときに、撮穀モーに 
シャッター速度、絞り数値は表示されません。ただし、画像情報 （ Exif 情報） 
には、撮穀開始時点の設定値が記録されます。 

♦ フル充電のバッテ U —パック LP - E 4 で動画撮影できる時間は、南温 （+23 
で）：合計約2時間40分、低温（日む）：合計約2時間20分です。 

参付属ソフトウエアの Zoom 巨 「owser EX / lma 居 e 己 rowser を使用ずると、動画 
から静止画を取り出すことびできます。静止画の画質は [1920 X 108 印：約 
2日7万画素、 [1280 X 720] ;約92万画素、 [目 40 x 480] :約31万画素です。 
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動画を撮影する 


INFO . 情裙表示について 

♦ < INFO .> ボタンを押すと、押すたびに情報表示内容び切り換わります。 



静止画画像サイズ 


ホワイトバランス 


ピクチャースタイル 


オートライティング 
オプティマイヴ 
•吼:標準 
• 啞:弱め 
•單 I :強め 
• 田。:しない 


動画記録サイズ 


ソレームレートー 


AF フレーム 
(AFHS) 


:動画表 W 


動画撮影可能時間/撮影経過時間 


電池チェック 


高輝度側-階調優先 


シャツター巧度一 • 

絞り数値一 I 
ドライブモードー ' 

露出レベル- 


I —に日感度 
I —撮影可能枚数 

—— AF モード 

- AF 曲 a : ライブモード 
• AFV :顔優先ライブモード 
- AFS13: クイックモード 


胃! ♦ カードが入っていないとさは、 r 動画撮影巧能時間」がホ<表示されます。 
• r 動画撮影可能時間」は、撮影び始まると、撮影の経過時間に変わります。 
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動画を撮影する 


動画撮誘時の静止画撮誘について 



シャッターボタンを全巧しすると、動画 
撮影中を含め、いつでも静止画を撮影ずる 
ことびでをます。 


♦ 半透明部分を含む、画面全体び静止画として記録されます。 

♦ シャッターボタンを半押ししたとさに表おされる露出値で静止画び撮影 
されます。マニュアル露出で動画撮影中に静止画を撮影したとさは、動 
画撮影用に設定した、露出設定で静止画び撮影されます。 

♦設定されている画像サイズ、 JPEG 圧縮率、ピクチャースタイルで静止 
画び撮影されます。 

♦ 動画撮影中に静止画撮影を行ラと、動画の中に静止状態の映像び約1秒 
間記録されます。静止画びカードに記録され、ライブビュー映像び表示 
されると、自動的に動画撮影び再開します。 

♦ カードには、動画と静止画び別ファイルで記録されます。なお、連続撮 
影したとさは、撮影枚数分の静止画びカードに記録されます。 

♦ 間録機能] (口.已 7) び [標準][自動切り換え] に設定されているときは、動 
画と静止画は同じ力ードに記録されます。 [振り分け]隔一書き込み] に設 
定されているときは、動画は [再生] に設定されているカード、静止画は 
それぞれのカードに対する画像サイズの設定通りに記録されまず。 


W • 外部スト□ボを使用してを発光しません。 

• AEB 撮穀はでさません。 

• 動画撮影中に静止画を連続撮該することびできますが、連続撮影中は画面が 
表示されません。なお、静止画の画像サイスや、連続撮影ずる枚数、カード 
の性能などにより、動画撮影が自動的に停止することがあります。 
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動画を撮影する 


SI • 動画撮穀中に静止画を連続撮穀ずるときは、 UDMA 転送に対応した高速タイ 
プの CF カードの使用をおすずめします。また、静止画の画像サイズを小さ< 
したり、連続撮影する枚数を少なくすることをおすすめします。 

• ドライブモードが〈が D> く&2> に設定されている状態で、動画撮影を開始ず 
ると、自動的に〈□〉 （1 枚撮影）に切り換わります。 


撮露機能の設定 

動画撮影時ちファインダー撮影時と同じよラに、ボタン操作による機能設 
定の変更や、再生操作を行ラことびでさます。 


♦ く MODE > く AF . DRIVE 〉 く因〉〈か 

ボタンを巧すと、液晶モニターに設定 
画面び表示され、く巡〉、または〈〇〉 
を回ずと、設定を変更することびでを 
ふ 〇 



♦ < FUNC > ボタンを巧すと、背面表示パネルを見なびら、 く巡 〉で記録す 
る力ード、〈類> で画像サイズ、またはホワイトバランスを設定ずるこ 
とびでをます。 

♦ 測光モードは、動画撮影用の中央部重点平均測光に固定されます。ただ 
し、 AF モードびじ（顔優先） ライブモード] に設定されているとさは、被 
写体の顔に連動した評価測光で露出制御び巧われます。 

♦ AF モードを [クイックモード] に設定していても、動画撮影中は [ライプ 
モード] に切り換わります。 
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MENU 


メニュー機能の設定 


動画撮影時ち^ニュー機能の設定を行ラことびでをます。なお、動画撮影 
特有の機能は次のとおりです。 



[卜]タブの [ライプピユー 機能/動画機能設 
定] 画面で、次の機能を設定することびで 
さます。 


• AF モード (p.131-137) 

[ライブモード]、 [V ライプモード]、[クイックモード] び選択でをます。な 
お、 動いているものにピントを食わせ続けることはできません。 

• グ U ッド 

[グリッド 1#]、 または[グリッド 2稱] で格テ線を表おすることびで 
さます。水平、垂直の傾さを確認しなびら撮影することびでさます。 

• 動画記録サイズ 

動画の画像サイズド***が***]と、フレームレート[履」り秒間に何 
コマ記録するか）を選ぶことびできます。なお、[属（フレームレート） 
は、 [<*= ビデオ出力ち式] の設定により、自動的に切り換わります。 

-画像サイズ 

[1920 X 1080] : Full HD (フル八イビジョン）画質で記録します。 
[1280 X 720] : HD (八イビジョン）画質で記録します。 
[640 X 480] :標準画質で記録します。画面の横縦比率は4:3です。 

-フ レームレート （fps : frame per second ) 

[同)][隔 )] :テレビの映像方式び 「 NTSC 」 の地域（北米、日本、 
韓国、メキシコなど）で設定します。 

[極][厨]:テレビの映像方式び 「 PAU の地域（ヨー□ッパ、 □ 
シア、中国、オーストラリアなど）で設定します。 
[同!] :おもに映画関連で使用します。 

* 実隙のフレームレート （fps) は、厨： 2目.97、掃： 2已.白日、厨： 23.976、 
m - 已9.目4、 [ffo : 已日.日0です。 
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mm メニュー機能の設定 


動画の総記録時聞と1が巧おた0のファイルサイズの目ま（約) 


動画記録 ヴィズ 

総記録時間 

ファイルサイズ 

4 GB 力ード 

1巨 GB 力ード 

1920 X 1080 

UO む 5 む 4 

]2分 

4目分 

330 M 巳/分 

1280 X 720 

掃）厨 

]2分 

4目分 

330 M 巳/分 

巨 40 X 480 

掃）厨 

24分 

1時間3日分 

]6已 M 巳/分 


参動画撮影を開始してからファイルサイズび 4 G 巨に達した時点、または29分已9秒経 
過すると、動画撮影び自動的に終了します。 〈 FEL 〉 ボタンを巧すと動画撮影を再開 
することびでさます（新規ファイルとして言 S 録されます)。 


参録音 

[ずる] に設定したときは、内蔵マイクでモノラル録音されます。が部 
マイク入力端テ （ P .1 目）に、ステレオミニプラグ（が3.已 mm ) を備え 
た市販のマイクを接続すると、が部マイクび優先され、ステレオ録音す 
ることびでさます。 [しない] に設定したときは、録音は行われません。 

• 測光タイマー 

露出値の表示時間 （ AE □ック時の保持時間）を変更することびできま 
す。 


0 メニュ ー [a. MWB データ登！]、がダストデリートデータ取得]、[ドカメラ設定をメ 
ディアに保を■読込]、 [>; カメラ基本設定の登録•呼出]、[ドセンヴークリーニング]、 [ fr ; 
カメラ設定初期化]、 [ VS ファームウエア]を選んだときは、動画撮語び終了します。 
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u 動画撮影全般に関ずるま意事項 

記録*画質について 

♦ 高に日感度で動画撮影を行ラと、ノイズ（横編、輝点など）や色ムラび発生ず 
ることびおります。 

• 手ブレ補正機能を搭載したレンズ使用時は、シャッターボタンを半巧ししな 
<てち、常時手ブレ補正機能が作動します。そのため、撮語ま件により動画 
撮影時間が短くなったり、撮穀可能枚数がかなくなることびあります。^脚 
使用時など、補正の必要びないときは、手プレ補正スイッチを 〈 OFF 〉 の位 
置にすることをおすすめします。 

♦ カメラに巧蔵されたマイクにより、撮影中の操作音やカメラの作動音などを 
一緒に録音されます。なお、市販の外部マイクを使用ずると、これらの音を 
録音しないよラに（低減）することびでさまず。 

♦ 動画撮語中にピントを合わせ直すときは、 < AF - ON 〉 ボタンを押してください 
(シャッター ボタンを半巧ししても AF は行われません)。ただし、動画撮霖中 
に AF を巧ラと、一時的にピントび大さくボケたり、露出蜜化び生じることが 
あるため、おすすめでさません。 

♦ カードの残り容量がわずかで、動画撮影ができないときは、動画撮影可能時 
間 （ P .148) がホく表示されます。 

♦ 書き込み速度び遅いカードを使用すると、動画撮影中に画面のち __ 
側に已段階のインジケーターび表示されることびあります。イン I 〇 
ジケーターは、カードに書き込みがでさていないデータ量（内蔵 
メモ U —の空き容量）を表し、遅いカードほど、段階が早く上がっ HI 
ていきます。インジケーターがフルになると、動画撮影び自動的 H 
に停止します。 

書さ込み速度が速いカー问ま、インジケーターが表示されないか、バ？ 
表示されても段階はほとんど上がりません。そのため、事前にテ 叶—巧— 
スト撮穀を行ラことで、動画撮轟に適したカードかどラかを判断’ 

することがでさます。 

♦ 動画撮語時は、設定が無効になるカスタム機能びあります （ P .2 日巳〜207)。 
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w 動画撮影全般に関するミ主意事項 

<励 〉マークとカメラ内部の愚度上昇について 

♦ 動画撮影を長時間行ったり、高温下で動画撮穀を行ラと、カメラ内部の温度 
び上昇し、〈圆> マークが表ちされることがあります。なお、高温下で動画撮 
影を長時間行ラと、〈圆> マークが表おされるタイミングが早くなります。撮 
影しないとさは、こまめに電源を切ってください。 

♦ 〈励〉マークび表示された状態で動画撮影を行ってち、動画の画質は低下しま 
せん。ただし、〈励〉マークが表示された状態で静止画を撮影すると、撮影画 
像（静止画）の画質び低下することびあ0ます。く國> マークが表示されたと 
きは、カメラ内部の温度び下びるまで、撮影を一時休止することをおすすめ 
します。 

• 〈画〉マークが表示された巧態で動画撮影を継続すると、力;^ラ内部の温度び 
さらに上昇し、撮影び自動的に終了することがあります。そのとさは、力方 
ラ内部の温度が下びるまで、撮影びできなくなりますので、一旦電源を切り、 
しばらく休止してください。 

再生-テレビ接続について 

• 動画撮該中に明るさが変化ずると、動画を再生したとさに、その攝面の映像 
が一瞬止まって見えることびあります。 

• カメラとテレビを HDMI ケーブルで接続したときは （ P .171)、 動画撮影中に 
〈 INFO .〉 ボタンを巧しても、撮穀情報は切り換わりません。 

• 力文ラとテレビを接続 （ P .17 日、 171) して動画撮影を行ラと、撮影中テレ 
ビから音は出ません。ただし、音声は正常に記録されます。 
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画像の再生 


撮影した画像（静止画/動画）を、カメラで再生•消去する方 
法や、テレビで見るち法など、撮影画像の再生に関連する内容に 
ついて説明します。 


他の機器で撮影-記録された画像について 

このカメラな外で撮影された画像や、このカメラで撮影したあとにパソコ 
ンなどで画像を加工-編集したり、ファイル形式の変換やファイル名を変 
要した画像は、カメラで正常に表示できないことびあります。 

155 





囚画像を再生する 


1巧表示 



画像を再生する 

♦ 〈囚> ボタンを巧します。 

-► 最後に撮影した画像、または最後に再生 
した画像び表示されまず。 



画像を選ぶ 

♦ <〇> を左に回すと、最後に撮影した画 
像か5新しい順に画像び表示されます。 
ちに回すと、ちい画像から順に新しし、画 
像び表示されます。 

♦〈 INFO .> ボタンを押すたびに、表示形式 
び切り換わります。 



1枚表示 


ヒストグラム表示 


1枚表示+画像サイズ 


撮影情報表示 


3再生を終了する 

♦ く囚> ボタンを押すと再生び終了し、撮 
影準備状態に戻ります。 
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囚画像を再生する 


INFO . 撮霖情巧の内容 


FE マイク□アジヤストメント 
露出補正量 —I 
スト□ボ調光捕正量- 
絞り数値 一 


シャツター速度¬ 
/記録時間 
測光モード" 
撮影モード/" 
動画/動画撮影 
中の静止画 

侶0感度一 
画像サイズ/一- 
動画記録形式 
動画記録サイズ 
フレームレート 

再生番号/_ 
総記録画像数 


高輝度側-階調優先一 
ファイルサイズ- 


1/125 8.02+1々 EiaiOO -0 003の 


万が 


/I 一 

P 曲阻だ-%が 1 /8だり 
邸400 D + 励3, 0,0.0 5200田 

晒 +A 5.37 MBSR 6 B 巧 A 2. G 1 
3/6 rS a '09/05/27 16:33:17 


-画像プ□テクト 
一音声 y モ 

I — フオルダ番号一画儘番号 
-力ード 

(-ヒストグラム 
(輝度/ RGB ) 

- AF マイク□アジャ 
スト;>< ント 
-く因〉設定時の 


色温度数値 
ーホワイトバランス 

L ホワイトバランス 
補正量 
撮影曰時 

I - AE マイク□アジャスト六ント 
—ピクチャースタイル/設定内容 
色空間 

一才 U ジナル画像判定用データ付加 
暗号化 


RAW + JPEG で撮影した画像は、 JPEG 画像のファイルサイズび表示されます。 

動画ファイルのときは、動画マーク〈■->、記録あ式〈画>、記録サイズ〈耐/恼〇/ 
咖〉、フレームレートく掃!/励/厨)/幅/顿〉が表示されます。なお、撮影モード、 
シャッター速度、絞り数値は、表示されません。 

動画撮影時に撮影した青を止画のとさは、〈|庐〉び表示されます。 



• 八イライト警告表示について 

メニュー [日= A イライト警告表示] を [する]に 設定ずると、露出才一 
バーで白飛びした部分び点減表示します。 階調を再現させたい部分び点 
滅しているときは、露出をマイナス補正して、もラー度撮影すると良い 
結果び得5 れ ます。 
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囚画像を再生する 


♦ AF フレーム 表示について 

メニュー [日 =AF フレーム表示] を [ずる] に設定すると、ピント合わせ 
を行った AF フレームびホい巧で表示されまず。なお、 AF フレーム自動 
選択のとさは、 AF フレームび複数同時に表おされることびあります。 


♦ ヒストグラムについて 

ヒストグラムには、露出レベルの傾向と全体の階調を確認できる輝度 
表示と、色の飽和と階調を確認でさる RGB 表示びあります。表示の切り 
換えは、メニュー [日=ヒストグラム] で行います。 


[輝 尉表示 

このヒストグラムは、横軸に明るさ（左：暗、 
ち：明）、縦軸に明るさごとの画素数を積み上げた 
グラフで、画像の輝度分巧を表しています。画面の 
中の r 暗い成分」ほどグラフの左寄りに積み上げら 
れ、「明るい成分」ほどグラフのち寄りに積み上げ 
6れて表示されます。横軸の左端に積み上げられた 
成分は黒くつぶれ、ち端に積み上げ5れた成分は白 
く飛びます（八イライト）。その他の成分は階調び 
再現されます。再生画像とそのヒストグラムを見る 
ことで、露出レベルの傾向と全体の階調を確認する 
ことびでさます。 


ヒストグラム例 


団 

おい成分びをい 


普通の日月るご 



巧るい成分びをい 


[ RGB ] 表示 

このヒストグラムは、横軸に色の明るさ（左：暗、ち：明）、縦軸に 
色の明るさごとの画素数を積み上げたグラフで、 R (ホ） /G (緑）/日 
清）別に色の輝度分布を表してしほす。画面の中の「暗く薄い创ほど 
グラフの左寄りに積み上げられ、 r 明るく濃い创ほどグラフのち寄りに 
積み上げられます。横軸の左端に積み上げられた成分は色の情報びなく、 
ち端に積み上げられた色は飽和して階調びありません。 RG 目のヒストグ 
ラムを見ることで、色の飽和と階調の状態や、ホワイトバランスの傾向 
を確認することびでさます。 
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囚見たい画像を素早く探す 

み一度に複数の画像を表示する{インデックス表示） 

見たい画像を素早く見つけることびできる、インデックス表示といわれる 
再生方法で、一度に4枚、または目枚の画像を表示ずることびでさます。 



インデックス表示にする 

♦ 画像を再生した状態で、〈ろ〉ボタンを 
巧します。 

-► 4枚インデックス表示になります。選択 
されている画像に青色の枠び付さます。 
♦ ちラー度〈み〉ボタンを巧すと、目枚イ 
ンデックス表示になります。〈み〉ボタ 
ンを押すと、目枚^4枚^]枚表ぉにな 
0ます。 




画像を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して青色の枠を移動させ、画 
像を選びまず。 

♦ <©> を巧すと、選んだ画像び]枚表示 
で表示されます。 
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囚見たい画像を素早<探す 


面画像を熟ばして表示ずる{ジャンプ表示） 

] 枚表示のときに、〈巡^>を回すと画像を飛ばして表おすることびでさま 
す。 



6 止 面 


防1のわ’ A 


が7レ—ム表示 
ヒストグラム 
的が腺 

ベでの函なを y 


ジャンプ方法を選ぶ 

♦ メニュー[な^での画像送り]で [1 巧 
/10巧/100巧/撮影日/フォルダ/動画/静止圃 
の中か5、希望するジャンプ方法を選 
び、く©〉を押します。 


画像送りをする 

♦ 〈囚> ボタンを押して画像を再生しま 
す。 

♦ く巡〉を回します。 

設定した方法でジャンプ表示び行われ 
まず。 

吟画面ち下にジャンプ方法と、現在再生し 
ている画像の位置び表示されます。 


胃 ♦ [撮彰 日] は、撮影した日付で画像を探したいときに還びます。〈巡!〉を回す 
と撮霖曰が表示されます。 

• [フォルダ]は、フォルダを指定して画像を探したいときに選びます。 

• 閣刚と[静止画]は、力ードの中に動画と静止画が還在しているときに、動 
画、誇>止画のどちらかだけを表示したいとをに選びます。 
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み/みが:大して見る 

撮影した画像を、約].已倍〜1日倍に拡大して表おすることびできます。 



拡大表示位置 


画像を}広大する 

♦ 画像を再生した状態で、〈み〉ボタンを 
巧します。 

-► 拡大表示されます。 

♦ 〈み〉ボタンを押し続けると、最大のお 
大率まで連続的に大さ<な0ます。 

♦ 〈ろ> ボタンを巧すと、縮小表示になり 
まず。巧し続けると、 ] 枚表示まで連続 
的にかさくなります。 



1 


表示位置を移動する 

♦ 〈谋〉を操作した方向に表示位置び移動 
します。 

♦ 〈囚> ボタンを押すと、披大表示び終了 
し、1枚表示になります。 


J 広大開始位置について 

通常は、画面中央から拡大表示び始まります。；><ニュー[日=拡大表示設定] 
を [AF フレーム任意選巧点か5拡大]に設定ずると、任意選択した AF フレームの 
位置を中むに拡大表示び始まります。迅速なピント確認を行いたいときに有 
効です。 


51 • 拡大表示中に〈慰> を回すと、拡大率、拡大位置が固定された状態で、画像 
を切り換えることびできます。 

• AF フレーム自動選択、および手動ピント合わせ 〈 MF 〉 で撮轟した画像は、 
画面中央からの拡大表示になります。 

♦ 撮嚴直後の画像表示中からの拡大表示はできません。 

♦ [ AF フレーム任意還択点か5拡大]設定時 

-拡大開始時の表示倍率は、画像サイズにより異なります。 

- C.Fn III -8-1 ，2.3設定時は、測距領域び広びり、実際にピントが合った位置 
から拡大されるため、任意選択した位置から拡大されないことがあります。 
♦ 動画は拡大表示でさません。 
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国回転させる 

画像び表示される向きを変えたいとさに、この方法で回転させます。 



陋像回転]を選ぶ 

♦ [日-] タブの陋像回 お] を選び、く©〉 
を巧します。 


画像を選ぶ 

♦ <〇>を回して回転する画像を選びま 
す。 

♦ インデックス表示にして選ぶことちで 
をます。 


画像を回転する 

♦ く©〉を押すたびに、時計方向に回転 
(白日。一27日。一曰。）します。 

♦ 他に回転したい画像びあるとさは、手順 
2、3を繰0返します。 

♦ く MENU 〉 ボタンを巧すと、画像回転び 
終了しメニューに戻0ます。 


园 ♦ メニュー [> .織に置画像回転表前を[ずる〇 画 （ P .182) に設定して撮穀す 
ると、この機能で画像を回転する必要がなくなります。 

• 回転した画像び、再生時に回転した向さで表示されないとさは、メニュー [9’ 
縦位置画像回転表示]を[ずる〇 画] に設定します。 

♦ 動画は回転できません。 
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撮った動画の楽しみ方 

撮影した動画は、おちになの3通りの方法で再生して楽しむことびでさま 
す。 


テレビに接続して再をずる ( p .170. 171) 



付属のステレオ AV ケーブル、または別売 
の HDMI ケーブル HTC-100 でカメラとテ 
レビを接続して、撮影した動画や静止画を 
テレビで再生することびでをます。 

Full HD (フル 八イビ ジョン：] 目 2 日 X 
108曰)、または HD りVイビ ジョン： 1280 
X 720) 画質で撮影した動画は、 HDMI ケー 
ブルで、八イビ ジョン 对応のテレビに接続 
すると、より高画質な映像を楽しむことび 
でさます。 


W • 動画が入ったカードは、 M 日 V あ式の動画ファイル再生に巧応した機器政外で 
は、再をでさません。 

• ノ V — ドディスクレコーダーは、 HDMI 入力端子を備えていないため、 HDMI 
ケーブルで、カメラと A —ドディスクレコーダーを接続することはでさませ 
Aj 。 

• US 巨ケーブルで、カメラと A — ドディスクレコーダーを接続してち、動画や 
青争止画を再生-保存することはでさません。 



カメラの液晶モニターで再をずる （p i 65〜1 69) 



カメラの液晶モニターで動画を再生する 
ことびでを、シーンの前後部分をカット（簡 
易編集）ずることちでさます。また、カー 
ドに記録されている静止画と動画をスライ 
ドシヨーで自動再生することちでさます。 


W バソコンで編集した動画をカードに書き戻して、カメラで再をすることはでさま 
せん。 
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Iff 撮った動画の楽しみ方 


バソコンで再を•編集ずる 

(一 Zoom 巨 rawser EX/lma 呂 e 巨 rawser 使巧説明書 PDF 参照) 



カードに記録されている動画ファイルを 
パソコンに取り込んで、付属ソフトウェア 
の Zoom 己 「 o\A/se 「 EX/lma 吕 e 己 「日 wser で 
再生-編集することびでさます。 

また、動画から]フレームを取り出して、 
静止画として保存することちでさます。 


W ♦ 撮震した動画をパソコンで滑らかに再生するには、高性能なパソコンが必要 
です。動作環境については、之 00 m 日 「owser EX/lma 呂 eBrowser の使用説明 
書 （ PDF ) を参照してください。 

• 市販のソフトウェアで再生■編集するときは、 M 日 V お式の動画に対応したソ 
フトウエアを使用してください。市販のソフトウエアについては、ソフトウェ 
アメーカーにお問い合わせ<ださい。 


164 






















•， 動画を再生する - — 

1画像を再生する 

♦ <囚〉ボタンを巧して画像を再生しま 
す。 


2動画を選ぶ 

♦ <©> を回して画像を選びます。 

♦] 枚表示のとさに、画面左上に〈ち011> 
び表示されている画像び動画です。 

♦ インデックス表示のとさは、画面左側に 
縦帯の付いた画像び動画です。インデッ 
クス表示か！5は再生できまはんので、 
く©〉を押して1枚表示にします。 



31 枚表示の状態で〈©>を巧す 

画面の下側に動画再生パネルび表示さ 
れます。 



を 


スピーカー 


動画を再生する 

♦ 〈類〉を回して [►] (再生）を選び、く©〉 
を押します。 

^動画再生び始ま0ます。 

♦ 再生中に<©〉を押すと、再生び一時 
停止します。 

♦ 〈魁^〉を回ずと、再生中でち音量を調馨 
することびでさます。 

♦ 再生操作に関する詳しい内容は、巧ペー 
ジを参照して < ださい。 
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■■ 動画を再生する 


項目 

再生内容 

: b 終了 

1枚表示の状態に戻ります。 

► 再生 

く©〉を押すたびに再生/停止を繰り返します。 

!► スロー再ち 

<〇>を回すとス□一再生の速さを変えることびでさ 
まず。画面ち上に速さの度合いび表示されます。 

Hi 巧頭フレーム 

動画の先頭画面び表示されます。 

イ II フレーム戻し 

く©〉を押すたびに]コマ戻ります。〈©〉を押し続け 
ると、早房しになります。 

11> フレーム送り 

く©〉を押すたびに]〕マ送られます。く©〉を押し続 
けると、早送りになります。 

►M 最終フレーム 

動画の最終画面び表示されます。 

お編集 

編集画面び表示されまず （P.1 目7)。 


再生位置 

mm' SS" 

再生時間 

11111 « 

値〉 を回すと、内蔵スピーカーの音量を調整するこ 
とびでさます。 


@ ♦ フル充電のバッテリーパック LP - E 4 で連続再をできる時間は、常温 （+23 
ご）：約目時間20分です。 

♦ 1枚表示のときに 〈 INFO .〉 ボタンを巧ずと、表示お式を切り換えることびで 
きます （ P .1 巳目)。 

• 動画撮露中に静止画を撮影した場面では、約1秒間、静止画が表示されます。 
• カメラをテレビに接続して （ P .170、171) 動画を再生するときは、テレビ 
側で音量の調整を巧って<ださい。〈巡0を回してを音量は蜜わりません。 
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炎動画の前を部分をカツトする— 

撮影した動画の前後を約1秒単位で削除ずることびで定ます。 




動画再生画面で[お]を選ぶ 

* 編集画面げ表示されまず。 



削除する範囲を指定する 

♦[の](前部を削除）か、[现](後部を削 
除）を選んで〈©>を押します。 

♦ <糸〉を左ちに巧すと、フレームび送ら 
れます。押したままにすると、早送りに 
なります。〈類〉をまわすと前後に]フ 
レームずつ送 b れまず。 

♦ 削除する範囲び決まったら、く©〉を押 
します。画面上部の青色で表おされた範 
囲び残ります。 



編集内容を確認する 

• [►] を選んでく©〉を巧すと、青色で 
表示された範囲び再生されます。 

♦ 削除する範囲を変更するとをは、手順2 
の操作を行います。 

♦ 編集を中止するとさは、[: b] を選んで 
<©> を押します。 



保存する 

♦[だ]を選んでく©〉を押します。 

-► 保存画面び表示されます。 

♦ 別画像として保存するときは[新規保存]、 
編集前の動画を残さないとさは[上書き 
お存]を選択して、く©〉を押します。 



胃 ♦ 約1秒単位 （[お] び表おされる位置）で削除されるため、実際にカットされ 
る位置が指定した位置と異なる場合があります。 

• カードの空さ容量びかないとさは、 [新規巧を] は遇択でさません。 

参付属ソフトウエアの Zoom 巳 「owser EX / lma 居 e 己 rowser を使うと、さまざま 
な動画漏集を巧ラことびでさます。 
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MENU 


自動再生する（スライドシヨー) 


カードに記録されている画像を自動的に連続再生します。 


、が卽1*つ峡91*’:! が * 

ハイライト脚示 

しなり 

AF 7 レーム表示 

しなり 

ヒストグラム 

S 度 

献ミ矛胳 

i 面中央 

ベ•の »* 送り 

10 枚 

いライトシ3- 1 


[スライドシヨー]を選ぶ 

♦ [日=] タブの [スライドシヨー] を選び、〈©〉 
を押します。 



再生する画像を選ぶ 

♦ 〈憩〉を回して図に示した項目を選び、 
く©〉を押します。 

[を画像/動画/静止画] 

♦ <〇> を回して[回を画像/動画/〇静 
止 画]のいずれかを選び、く©〉を押し 


よ 9 〇 





[フオルダ/日付] 

♦ 〈憩〉を回して[幽フオルタ7國日讯の 
いずれかを選びます。 

♦ くの应 1问> び明るく表おされた状態で、 
<INFO.> ボタンを押します。 

♦ <〇> を回してフオルダ、または曰付を 
選び、 く垣)〉 を押します。 


項目 

再生内容 

包を画像 

カード内のすべての静止画、動画を再生します。 

咖フオルダ 

選んだフォルダ内にある静止画、動画を再生します。 

國日付 

選んだ撮影日の静止画、動画を再生します。 

Iff 動画 

カード内の動画だけを再生しまず。 

〇静止画 

カード内の静止画だけを再生します。 
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IMH 自動再生する（スライド シヨー) 



3再生間隔とリピートを設定する 

♦ 〈類〉を回して[設定]を選び、く©>を 
巧します。 

♦ 静止画の[再ち間隔]と、山ピート](繰 
り返し再生）の設定を行い、 (MENU) 
ボタンを巧します。 


酷間隔] 



[リピート] 


スライドシヨ- 


I リピ-卜 

い 


切 




スライドショーを開始する 

♦ <〇> を回して[スタート]を選び、〈©〉 
を押します。 

[画像読み込み中…]び数秒間表おされたあ 
と、スライドショーび始まります。 


5スライドショーを終了する 

♦ く MENU> ボタンを巧すと、スライド 
シヨーび終了し設定画面に戻ります。 


胃! ♦ 一時停止したいときは、く®>を押します。一時停止中は画像の左上に[ II ] 
が表示されます。ちラー度く®〉を巧すと、再開します。 

♦ 自動再を中にく INFO .> ボタンを巧すと、静止画の表示形式を切り換えること 
がでさます。 

♦ 動画再を中に〈^〉を回すと、音量を調整することびでさます。 

♦ 一時停止中に〈慰〉または〈巡^〉を回すと、画像が切り換わります。 

♦ 自動再を中、オートバワーオフは機能しません。 

♦ 画像により、表示時間が異なる場合があります。 

♦テレビでスライドシヨーを見るときは、170、171ページを参照してくださ 
い。 
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テレビで見る 

撮影した静止画や動画を、テレビなどで見ることびできます。ケーブルの 
接続/取り外しを巧うときは、カメラとテレビの電源を切った状態で行って 
ください。 

* 動画の音量はテレビで調整します。なお、動画の再生方法は、16已ページを参照して 
<ださい。 

* 使用するテレビにより、表示内容の一部び欠けて表示されることびあります。 


HD {八イビジョン）巧が応のテレビで見る 



細 

\isuJ 


I 音靑 

®」L 

@映像 


2 



付属の AV ケーブルをカメラに接続す 
る 

♦ カメラの 〈A/VOUT/DIGITAL> 端テに、 

ステレオ AV ケーブルを接続します。 

♦ プラグのく Canon〉 □ゴが、力;><ラの前 
面に向くよラにして差し込みまず。 
テレビに AV ケーブルを接続する 
♦ ステレオ A V ケープルを、テレビの映像 
入力端テ、音声入力端子に接続します。 

テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えで接続した端子を選ぶ 

カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 
る 

〈因> ボタンを巧す 

画像びテレビに表おされます（液請モニ 
ターには何ち表示されません)。 


W ♦ テレビち式と異なるビデオ出力ち式び設定されていると、画像び正し<表示 
されません。そのときは、メニュー[ドビデオ出力ち式]でち式を切り換えて 
<ださい。 

♦ 付属のステレオ AV ケーブルながは使用しないで<ださい。画像び表示されな 
いことがお0ます。 
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テレビで見る 


HD {八イビジョン）巧応のテレビで見る 

別売の HDMI ケーブル HTC -1 00 び必要です。 



HDMI ケーブルをカメラに接続する 
♦ わ乂ラの 〈HDMI OUT) 端子に、 HDMI 
ケーブルを接続しまず。 

♦ プラグのく aHDMIMINI 〉 マークび、力 
;><ラの背面に向くよラにして差し込み 
ます。 


テレビに HDMI ケーブルを接続する 

♦ HDMI ケーブルを、テレビの HDMI 入力 
端子に接続します。 

テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えで接続した端子を選ぶ 


4カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 



〈囚> ボタンを巧す 

-► 画像びテレビに表示されます（液晶 モニ 
ターには何ち表示されません)。 

♦ 接続したテレビに合わせて、自動的に最 
適な解像度で画像び表示されます。 

♦ く INF0.> ボタンを押すと、表示を切り換 


えることびでさます。 



W カメラの 〈 HDMI 0 UT > 端子に、他の機器からの出力を入力しないでください。 
故障の原因にな0ます。 

胃! ♦ テレビとのネ目性により、撮影した画像を再生できないことびあります。その 
とさは、付属のステレオ AV ケーブルで接続してくださし、。 

•〈 A / V 0 UT / DIGITAL > 端子と 〈HDMI OUT 〉 端テは、同時に使巧できません。 

171 



























^ 巧護する（プ□テクト） 

大切な画像を力;>< ラの消去機能で誤って消さないよラ、プ□テクトをかけ 
る（保護する）ことびできます。 


1巧ずつプ□テクト 

1プ□テク ト したい画像を選ぶ 

♦ く囚> ボタンを押して画像を再生し、 
<〇> を回して画像を選びます。 



プ□テクトをかける 

♦ 画像び表おされた状態で、 〈 hv み〉ボタ 
ンを巧します。 

吟プ□テクトび設定されると、画面の上に 
〈因> び表示されます。 

♦ もう一度〈ゎ'/* I 〉ボタンを押すと、プ 
□テクトび解除され〈囚> びミ肖えます。 
♦ ほかにプ□テクトをかけたい画像びあ 
るとさは、手順し2を繰り返します。 


mm フォルダ巧/力ード巧を画像プ□テクト 

フォルダ単位、またはカード単位で、画像にプ□テクトをかけることちで 
さます。 


ぶ ブ□テクト 
巧！! を g 択 
励レブ巧こ W 
フオルタ巧•を 巧* 
力-ド巧 

力ード巧 •撕 


にユー [ ET 画像プ n テクト]で[フォルダ 
内•全画像]または[力ード内•全画像]を選ぶ 
と、その中のすべての画像にプ□テクトび 
かか0ます。 

解除するとさは[フォルダ内-を解除]また 
は[力ード内•全解除]を選びます。 
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^ 保護する（プ□テクト） 


W ♦ カードを初期化ずると （ P . 已日)、 プ□テクトされた画像ち消去されまず。 

♦ 1枚ずつプ□テクトするとさは、ボタンを巧してすぐに離してくださ 
し、。約2秒間巧したままにすると、音声方モが記録されます。 

胃1 • メニュー [日‘画像プ□テクト] の [画像を慰の でを、 1 枚ずつプ n テクトずるこ 
とがでさます。そのとさは、く©>でプ n テク ト /解除を巧います。 

• フ□テクトをかけた画廣は、カメラの消去機能で消去できません。画像を消 
去するときは、プ□テクトを解除してください。 

• 必要な画撒にプ□テクトをかけてから全画像消去 Cp .179) を巧ラと、プ n 
テクトをかけた画撒政外はすべて消去されます。不要な画像を一度にまとめ 
て消去するときに便利です。 

• [，な C . FnlV -9: ボタンの機能] を [1 : 音黄メモ記録（プ□テクト不可)] [2: 音芦 

メモ巧ち （長 押しで 記！）]に設定したとさは、〈^/ を〉 ボタンで、画撒のプロテ 
クトはできません。メニュー [日‘画像プ□テクト] の [画像を！巧] でプ□テク 
卜 してください。 
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# 音声メモを記録/再生する— 

撮影した画像に音声;><モを付けることびでさまず。音声メモは、画像と同 
じ画像番号で音靑ファイル （WAV 形式）として記録されます。力;><ラ、ま 
たは付属のソフトウエアなどで再生することびでさます。 


音青メモを記録ずる 


1音芦メモを付加したい画像を選ぶ 

♦ く 囚> ボタンを押して画像を再生し、 
<〇> を回して画像を選びます。 



音声メモを記録する 

♦ 画像び表おされた状態で、〈<>-/み〉ボタ 
ンを約2秒間押したままにします。 

♦ [音青メモ記録中…] び表示されたら、ボタ 
ンを押したまま、記録マイクに向かって 
話します。一度に記録できる時間は30 
砂です。 

♦ 話し終わった5、ボタンから指を離しま 
す。 

吟画面の上に〈「加〉び表示されまず。 


S1 ♦ プ□テクトされている画像に、音声;><モを付けることはでさません。 

♦ 動画に音声方モを付けることはでさません。 

♦ 吕〇秒 LU 上記録するときは、手順2を繰り返します。 

♦ 撮穀直後の画像表示中に、手順2の操作で1回だけ記録することができます。 
参外部マイクで音声メモを記録することはでさません。 
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を音声メモを記録/再生する 


音青メモを再をずる 

[冉, C . FnlV -9: hv をボタンの機能]をに：音声メモち生（長巧しで記觀]に設 
定ずると （ P ぶ31)、画像に付加した音责メモを巧生ずることびでをまず。 


C . FnK :» 作•その他 9 

W ♦ポタン®!推 
0:フ□テクトぶ冉しで有串メモ前) 
1:がメモ勘け□テクト巧） 

2もちパ巧す (巨# U ’ i ミ狀 



スピーカー 



[，冉 . C.Fn IV -9 : 0-/1 ボタンの機能]を 
[2： 音青メモ再生（長押しで記録）]に設 
定する 

♦ 231ぺージを参照して、設定しまず。 

♦ カスタム機能の設定方法については、 

204ページを参照してください。 

音芦メモを再生したい画像を選ぶ 

♦ <囚> ボタンを巧して画像を再生し、 
<〇> を回して、画面の上に 〈[ J »]> び表 
おされている画像を選びます。 

音芦メモを再生する 

♦ 画像び表おされた状態で 、 〈hV を〉 ボタ 
ンを巧しまず。 

-► 音声^モび再生されます。 

♦ 〈盤^>を回ずと、音量を調整することび 
でさます。 

♦ 再生を中止ずるときは、くボタン 
を巧します。 



31 • 画像に複数の音声^モが付加されているとさは、連続して再をされます。 

♦ 画像に付加した音声メモだけを、このカメラで消去することはできません。 

• 画像を消去 （ P .179) すると、その画像に付加されている音声メモち消まさ 
れます。 
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因コピ■する 

カード内に記録されている画像を、ちラー方のカードにコピー（複製保 
を）することびでをます。 


HQ 画像を1巧ずつ選んでコピーずる 



陋像コピ -] を選ぶ 

♦ [日-]タブの晒像] ピ -] を選び、く©〉 
を押します。 


陋像選巧]を選ぶ 

♦ コピー元と、コピー先の空さ容量を確認 
します。 

♦ <〇> を回して晒像選択]を選び、〈©〉 
を巧します。 


最ル番号画像 
フオルタ'巧画徹数 I 



フオルダ名 I 

最大番号画像 



フォルダを選ぶ 

♦ 〈憩〉を回してコピーしたい画像び入つ 
ているフォルダを選び、く©〉を巧しま 
す。 

♦ 画面ち側に表示される画像を参考にし 
て、フォルダを選びます。 

吟選択したフオルダ内の画像び表示され 
ふ 〇 


0コピー元は、 乂ニュー [ fr ■記録機能とメディア■フォルダ還巧]の[記録•再狙（[再 
を])で選択されている力ードです。 
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回コピーする 



総指定枚数 


画像を選ぶ 

♦ <©> を回してコピーする画像を選び、 
<©> を押します。 

-► 画面左上にく vO が付さます。 

♦ くろ〉ボタンを巧すと、3画像表示にな 
ります。くみ〉ボタンを押すと、元の表 
おに戻ります。 

♦ ほかにちコピーしたい画像があるとさ 
は、手順4を繰り返します。 


5 〈ゎ'/を> ボタンを押す 

♦すべての画像を選び終わった5、 
くボタンを巧します。 


6 


:]ピーホは力ード2です， 

コピーホフオルグ€«巧して<だごい 


巧:!ビー朱フオルタ 
100做ぶ 0 


10IEOS1D 


フォルグげ巧 



8 

] ビー元 曲 

101EOS1D 


が 

10.2 MB 


コピーを 回 

の1做… 


空きが 

3.78 用 


»»を]ピ-します 


キャン t ル I OK I 



に K ] を選ぶ 

♦ コピー先の力ードを確認し、〈©>を押 
しよ9 〇 


コピー巧のフォルダを選ぶ 

♦<©> を回して画像をコピー保をする 
フォルダを選び、く©>を巧します。 

♦ [フォルダ作成] を選ぶと、新しいフォル 
ダを作成することびできます。 

に K ] を選ぶ 

♦ コピー元とコピー先の情報を確認しま 
す。 

♦ <©> を回して [0 K ] を選び、く©〉を 
押します。 
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团コピーする 


樹舟]ビ- 


コピーげ g 了しました 


化-巧*併 R 

3 

: J ビーした&歓 

3 

u ピーしななつた巧 a 

0 

OK 



コピーび 始まり、 コピー 状況び表示され 
ます。 

コピーび終了すると、結果び表おされま 
す。 [0 K ] を選ぶと、手順2の画面に戻 
ります。 


mm フォルダ巧の画像をずべてコピーずる 

手順2で[咖趕巧]を選びます。コピーするフォルダを選んだあと、コ 
ピー先のフォルダを選びます。 

mm 力ード巧の画像をずべてコピーずる 

手順2で[全画像]を選びます。コピー元のカードに記録されているすべ 
てのフォルダと画像び、コピー先のカードにコピーされます。（フォルダ番 
号、ファイル名は、コピー先と同じになります。） 


胃! ♦ 才 U ジナルの画像と同じファイル名でコピーされます。 

• [画像還巧]のとさに、複数フォルダ内の画像を、同時にコピーすることはでき 
ません。フォルダごとに画像を選んでコピーしてください。 

• コピー先の同一ま号のフォルダに、同じ画綠ま号の画撒が記録されていると 
きは、[スキップしてコピー][上書きコピー][コピー中止]が表示されます。コピー 
方法を選んで〈©>を巧します。 

-[スキップしてコピー]:ま号が重複する画像だけコピーされません 
-[上書きコピー]:ま号が重複する画像は、コピー画像に書き換えられます（プ 
□テクト画縁を含む） 

なお、印刷指定 （ P .2 日 1) されている画像に対して、上書きコピーを行った 
ときは、再度指定しなおしてください。 

♦ 印刷指定情報はコピーされません。 

♦ コピー実中は、撮穀でさません。[キャンセル]を選んでから、撮影してくだ 
さし、。 
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w 消去する 

不要な画像を1枚ずつ選んで消去したり、まとめて消去することびできま 
す。なお、プ□テクト （ P .172) をかけた画像は消去されません。 

か消去した画像は復元できません。十分に確認してか5消去してくださ 
し、また、大切な画像は、誤って消去しないよラプ n テクトをかけてく 
ださい。 RAW + JPEG で撮影した画像は、両方消去されまず。 


消去したい画像を再生する 


〈帝 > ボタンを巧す 

-► 画面の下に消去;ニューび表示されま 
す。 

消去する 

〈類〉を回して[消去]を選び、く©>を 
押すと、表おされている画像び消去され 
ます。 



wm チェック < n /> を付けてまとめて消去 

消去したい画像にチェックを付けて、まとめて消去ずることちでをまず。 
；><ニュー[日‘画像消 ま] で[選 巧して ミ 肖去] を選びます。く©>で消去したい 
画像に 〈 vO を付けたあと、〈雨〉ボタンを押します。 

mm フォルダ巧/力ード巧を画像消去 

フォルダ内、またはカード内のすべての画像をまとめて消去することちで 
きます。メニュー[日‘画像消ま]で[フォルダ巧•を画像]または[力ード内•全 
画像]を選ぶと、その中のすべての画像び消去されます。 

胃]プ□テクトがかけられた画像を含めてすべて消去するときは、カード初期化を行 
います （ P . 已日）。 
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再生に関する機能の設定をを更する— 

固が I " お晶モニターの明るさを調整する 

液晶モニターび見やすいよラに、明るさを調磬することびでをます。 



[液晶の明るさ]を選ぶ 
♦ [*:] タブの 陳晶の巧るさ] を選び、く©〉 
を巧します。 


明るさを調整する 

♦ グレーチャートを参考にして、く©〉を 
回して調馨し、く®〉を巧します。 


SI ♦撮影した画像の露出を確認するときは、ヒストグラム （ P .1 日 8) で確認する 
ことをおすすめします。 

• 画像再生時に〈が〉ボタンを巧すと、手順2の画面が表示され、明るさを調 
整することびできます。 
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再生に関する機能の設定を変更する 


mss 撮緊直をの画像表示時間を設定ずる 

撮影直後に液晶モニターに表示される画像の表示時間を設定することび 
でさます。撮影画像を表示したままにするときは [ホールド]、 撮影画像を表 
おしないよラにするとさは [切] に設定します。 

1[撮影画像の確認時間]を選ぶ 

♦ [ a =] タブの [撮影画像の確認時間] を選 
び、く©〉を押しまず。 

時間を設定する 

♦ <〇> を回して項目を選び、く©〉を押 
しよ9 Q 




Bl [ホールド] に設定すると、オートバワーオフの設定時間まで表示されます。 
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再生に関する機能の設定を変更する 


mm 縦位置で撮誘した画像の自動回拓表示の設定 

縦位置で撮影した画像は、カメラで再生するとをや、 
パソコンの画面で見るとさに、被写体げ横向をで表示 
されないよラに、自動回転して見やすい向さで表おさ 
れますび、この設定を変更することびでをまず。 


1[縦位置画像回聞表示] を 選ぶ 

• [ V ]タブの[縦位置画像回転表示]を選び、 
<©> を押しまず。 

2回乾表示を設定する 

♦ <〇> を回して頂目を選び、く©>を押 
します。 


♦ する〇国 

カメラで再生するときと、パソコン画面で見るときに、自動回転させ 
たいとを 

♦ する国 

パソコン画面で見るとさだけ自動回転させたいとを 

• しない 

自動回転させたくないとさ 




W [しなしリで撮轟した画像は、[ずる]に設定して再生してを、自動回転表示されま 
せん。 

〇 ♦ 撮穀直後に表おされる画像は自動回転表示されません。 

• 動画は自動回転表示されません。 

♦ カメラを上や下に向けて撮影すると、自動回転表示が正しく行われないこと 
びあ D ます。 

• バソコンの画面で自動回転しないときは、使用しているソフトウェアが回転 
表示に対応していません。付属ソフトウエアの使用をおすすめします。 
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8 

撮像素子の清掃 


このカメラは、撮像素子の前面（□ーパスフイルター）に付い 
たゴ S を自動的に取り除く、セルフクリーニングセンサーユニッ 
卜を搭載しています。 

また、ダストデリートデータ（ゴミ消し情報）を画像に付加す 
る機能により、除去しをれなかったゴ S を、付属のソフトウェア 
( Di 旨け al Photo Professional ) で、自動的に消去することがで 
をます。 


撮像素子の前面にが着ずるミちれについて 

撮像素テの前面には、外部から入り込むゴミのほかに、ごくまれにカメラ 
内部の酒滑剤などび付着することがあ0ます。撮撒素子の自動清掃後に巧れ 
び画像に写り込むときは、できるだけ別祇の修理受付窓口に撮像素テの清掃 
をお申し付けください。 


Bl セルフク1」一ニングセンサーユニットの作動中でち、シャッターボタ 
ンを半巧しずると、清掃作業び中止され、すぐに撮影することびできま 
す。 






b 撮像素子の自動清掃 

この力;<ラは、電源スイッチをく ON / J > にしたときと、 〈 OFF > にした 
とさに、撮像素子前面に付いたづミを自動的に取り除く、セルフクリーニ 
ングセンサーユニットび作動するよラになっています。通常はこの機能を 
意識する必要はありませんび、任意に作動させたいとさや、このユニットを 
作動させたくないとさは、次のよラにします。 


任意に作動させて清掃ずる 


、、巧け■取 i み:固反， 
カメラ騰をメディア[賊•拓 i 
カメラ*のが . R お 
カメラ沒ミ巧 W ヒ 

ミ mim 


t ンヴクリーニンク__ 


たンヴ—クリ—ニンク 
自»クリーニングょ> 
L 今すくク IJ — ニンク .b 


する 


[センサーク IJ — ニング]を選ぶ 
♦ [ド]タブの [センサークリーニング] を選 
び、〈©〉を押します。 


[今ずぐク IJ — ニン グわ]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [今ずぐクリーニング 
を選び、く©〉を押します。 


ろすぐクリ"ニンク .b 


カメラ 〔 M ごれてりる 
クリ-ニン刈化で、 

センウ-クリ-こンクを行います 


キでン t ル！ 0 K 


に口を選ぶ 

♦ 〈憩〉を回して [0 K ] を選び、〈©〉を 
押します。 

呼ク1」一ニング中をおす画面く. b > び表 
おされ、清掃び巧われます。清掃び終了 
すると、手順2の画面に戻ります。 


51 ♦清掃中は、シャッターの作動音が 3 回しますが、撮露は行われません。 

♦ 効果的なゴ S の除去を巧ラため、机の上などにカメラを置いて（底面び机に 
付いた状態で）清掃して<ださい。 

♦ 繰り返し清掃を巧っても、効果は大きく蜜わりません。清掃終了直後は、[さ 
すぐクリーニング . b ] び一時的に選べなくなります。 


自動清掃を巧わないよラにずる 

♦ 手順 2 で 坦動クリーニング ; D ] を選び、 [しない] を選びます。 

-► 電源スイッチを 〈 ON / J > にしたときと、く OFF > にしたときに、清掃 
び行われなくなります。 
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MENU 


ゴミ消し情報を画像に付加する 


通常は、セルフクリーニングセンサーユニッ ト で、画像に写り化む可能 
性びあるほとんどのづ S を除去することびでさます。しかし、除去でさな 
かったゴ S びある場合に備え、づ S を消すための情報（ダストデ U — トデー 
夕）を画像に付加することびでをます。付加された情報は、付属ソフトウェ 
アの Digital Photo Professional "^、 自動コ’ミ消し処理を巧うときに使ね 
れます。 


事前準備 

♦ 白い無地の被写体（白紙など）を用意する。 

♦ レンズの焦点距離を已 0 mm が上にする。 

♦ レンズのフオーカスモードスイッチをく MF > にして、無限遠 （ W ) に 
設定する。距離目盛のないレンズは、正面から見てフオーカスリングを 
時計方向に突を当たるまで回します。 

ダストデ y — トデータを取得ずる 

1[ダストデリートデータ取得]を選ぶ 

♦ [ a =] タブの [ダストデリートデータ取得] を 
選び、く©>を押します。 


2に K ] を選ぶ 

♦ <©> を回して [0 K ] を選び、く©〉を I 
巧すと、撮像素子の自動清掃び行われた I 
あと、説明画面び表示されます。途中、 

シトッターの作動音びしますび、撮影は 
行われません。 
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タストデリ-トデ-夕脯 

摩■ができたかザッタ-ポタンを 
を押しして<だごい 


■’_4の械: 


電子き A 

力ードなしレ U ••ス 
タストテリ-トデ-夕脚 


タストァリ-卜^ 

ソフトウェアで3吉をおすための 
デ-夕をな巧します， 

巧巧巧明■巧邮てくだごり 

巧旧時 *00/00/00 00;00 


わ 


センヴークりーニンク 



mm ゴ 5 消し情報を画像に付加する 



真っ白な無地の被写体を撮影する 

♦ 20〜 30 cm の距離で、（模様などびな 
し'0真っ白な無地の被写体を画面いっぱ 
いに入れて撮影します。 

絞0優先 AE 、 絞り数値 F 22 で撮影され 
ふ 〇 

♦ 画像は保存されませんので、カードび 
入っていなくてもデータを取得するこ 
とびでさます。 



撮影を行ラと、データの取得び始まりま 
す。取得び終わると、完了画面び表おさ 
れます。 

[0 K ] を選ぶと、^ニューに戻りまず。 

♦ データび取得できなかったとさは、その 
内容の画面び表示されます。前ページの 
『事前準備』の内容を確認し、 [0 K ] を選 
んだあと、ちラー度撮影します。 


ダストデ y — トデータにごいて 

ダストデ U —トデータを取得すると、そのあとで撮影したすべての JPEG 
画像、 RAW 画像にデータび付加されます。大切な撮影をするときは、撮影 
の直前にデータの再取得（更新）を行って<ださい。 

なお、付属ソフトウエアによる自動ゴ S 消し処理については、ソフトウエ 
ア使用説明書 （ CD - ROM ) を参照してください。 

画像に付加されるダストデ U —トデータの容量はごくかさなちのですの 
で、画像のファイルサイズにはほとんど影響しません。 


W 未使用のコピー用紙など、必ず真っ白な無地の被写体を撮穀してください。被写 
体に模様などがあると、その模様びゴミ情報として記録され、付属ソフトウェア 
使用時に、正常なづ S 消し処理が巧われないことびあります。 
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MENU 


手作業で撮像素子を清掃する ~ 


撮像素子の自動清掃で取りきれないゴ S やほこりびあったとさに、市販品 
のプ□アーなどを使用して、自分で清掃することびでさます。 

撮像素子は非常にデリケートな部品でず。直接清掃が必要なときは、でを 
るだけ別紙の修理受付窓□にお申しがけください。 

清掃を始める前にレンズを取り外してください。 



[センサークリーニン グ] を 選ぶ 
♦[> ミ] タブの[センサークリーニング]を選 
び、 <©> を巧します。 


[手作業でクリーニング] を 選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[手作業でクリーニング]を 
選び、く©〉を押します。 

に问 を 選ぶ 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈©>を 
巧します。 

-► 一瞬の間をおいたあと、 S ラーび上び0 
シャッターび開さまず。 

♦ 上面表示パネルに 「 CLn 」 び点滅します。 



4清掃を終了する 

♦清掃び終わった5、電源スイッチを 
く OFF 〉 にします。 


胃! • 電源には、 AC アダプターキット ACK - E 4 (別売）の使用をおすずめします。 
参電池を使ラとさは、必ずフル充電した電池を使用して<ださい。 
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mm 手作業で撮像素子を清掃する 


W ♦ 清掃中は、絶巧に次のことを行わないでください。電源が切れてシャッター 
が閉じ、シャッター幕や撮像素子が損傷する恐れがあ0まず。 

•電源スイッチを 〈 OFF > にする 
•電池を取り出す/入れる 

• 撮像素テの表面は非菌にデ1」ケートな部分です。細むのを意をもって清掃し 
て < ださし、。 

• ブ□アーは、ブラシの付いていないをのを使用してください。ブラシび撮像 
素子に触れると、撮像素子の表面に傷が付<ことがあ0ます。 

• ブ□アーは、レンズマウント面より内側に入れないで<ださい。電源び切れ 
ると、シャッターび閉じ、シャッター幕や S ラーを破損する原因になります。 

• 高圧の空気やガスを吹き付けて清掃しないでください。圧力により撮像素子 
が破損したり、吹さ付けたガスが凍結することで、撮像素テの表面に傷が付 
<ことがあ0ます。 

• ブ□アーで除去できない;'ちれがあったときは、別紙の修理受付窓□に撮憬素 
子の';青掃をお申し付けください。 
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画像の印刷 


♦ 巧刷 ( P .190) 

力;><ラとプ U ンターを直接つないで、カードに記録されてい 
る画像を印刷することびでさます。このカメラは、ダイレクト 
プ U ント標準規格の [/VPictBridgeJ に対応しています。 

♦ 画像を印刷指定する/ DPOF ( P .199) 

カードに記録されている画像の中か6、印刷したい画像と印 
刷枚数などを指定することびできる DP 日 F (Digital Print 
Order Format) に対応しています。複数の画像を一度に印刷 
したいとさや、写真店に印刷ミ主文する隙に使います。 
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印刷の準備をする 

ダイレクトプリントの操作は、カメラの液晶モニターに表示される操作画 

面を見なびら、ずべてカメラ側で行いまず。 


カメラとプリンターを接続ずる 

1カメラの電源スイッチを 〈 OFF > に 
する 


y プリンターの準備をする 

♦ 詳し<はプ U ンターの使用説明書を参 
照して < ださい。 

5カメラとプリンターを接続する 

♦ カメラに付属のインターフェースケー 
ブルを使用します。 

♦ カメラ側を接続するとをは、プラグの 
〈み> マークび、カメラの背面に向くよ 
うにして、く A/VOUT/DIGITAL〉 端テに 

差し込みます。 

♦ プ U ンター側の接続方法については、プ 
IJ ンターの使用説明書を参照して<だ 
さい。 

4プリンターの電源を入れる 

C カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 
る 

吟プ U ンターの機種により、電子音び「ピ 
ピッ」と鳴ることびあ0ます。 
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E 口刷の準備をする 



が PictBridge 


6 


画像を再生する 

♦ <囚〉ボタンを押します。 

-► 画像び表示され、画面左上にプI」ンター 
び接続されていることを示すマーク 
くが〉び表示されます。 


W • 動画は印刷でさません。 

• rCP ダイレクト」または 「Bubble Jet ダイレクト」のみに対応したフリン 
ターは使用でさません。 

♦ 付属のインターフェースケーブル政外は使用しないでください。 

♦ 手順巳で電子音が「ピーピーピー」と長く鳴ったときは、プ U ンターに問題が 
発生しています。どのよラな問題が発生しているかは、次の操作で確認する 
ことがでさます。 

1. 〈囚> ボタンを押して画像を再生する 

2. <©> を巧ず 

3. 印刷設定画面で[印刷]を選ぶ 

液晶 モニターにエラー 方ッ セージが 表示されます （P.198)。 

胃! • この力;^ラで撮影した RAW 画像ち印刷でさます。 

♦ カメラの電源に電池を使用ずるとさは、フル充電してから使用してください。 

フル充電した電池で約6時間印刷でさます。 

• ケーブルを取0外すとさは、力方ラとプリンターの電源を切ってか5、プラ 
グの側面を持って引いて<ださい。 

• ダイレクトプ U ントを行ラときは、カメラの電源に AC アダプターキット 
ACK-E4 (別売）の使用をおすずめします。 
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が印刷する« 

使用ずるプリンターによって表ちされる巧容や、設定でをる内容が異なり 

まず。また、設定そのちのびでさないことびあります。詳しくは、プ U ン 
ターの使用説明書を参照してください。 


1印刷する画像を選ぶ 

♦ 液晶 モニターの 左上にくが〉び表おさ 
れていることを確認します。 

♦ <〇>を回して印刷する画像を選びま 
す。 

2 <©> を巧ず 

吟印刷設定画面になりまず。 


巧刷設定画面 ——印刷効果を設定!^ます fPi I 日 4) 

. 曰付や画像番号を入れて印刷するかどラか 
J を設定します 
一何枚印刷するかを設定します 
-印刷範囲を設定します CP .197) 

用紙のサイズ、タイプとレイアウトを設定 
します 

^手順1の画面に戻りまず 
-印刷を開始します 
設定されている巧紙のサイズ、タイプ、レイアウトの情報び表おされます 

* プリンターの機種により、日付/画像き号が刷やトリミングなど、一部の設定項目 
が還択でさないことがあ0ます。 

3 [用紙設定]を選ぶ 

— ♦ <〇> を回して 拥紙設定] を選び、く©〉 
を押します。 

-► 用紙設定画面になりまず。 





192 









r ( 印刷する 


の 用紙サイズの設定 



用紙タイプの設定 



♦<©> を回してプリンターにセットされ 
ている用紙のサイズを選び、〈©>を押 
しぶ! J 〇 

-► 用紙タイプの設定画面になります。 


♦<©> を回してプリンターにセットされ 
ている用紙のタイプを選び、〈©>を押 
します。 

♦ キヤノン製プ U ンターで、純正用紙を使 
ラとさは、プ1」ンターの使用説明書で使 
用できる用紙を確認してください。 

-► レイアウトの設定画面になります。 


啞レイアウトの設定 



♦ <©> を回して印刷レイアウトを選び、 
<©> を巧します。 

-► 印刷設定画面に戻0ます。 


項目 

印刷内容 

フチあ 0 

用紙の周りに余白を付けて印刷します。 

フチなし 

余白なしで用紙いっぱいに印刷します。「フチなし」印刷できないプ 

U ンターでは、「フチあり」で印刷されます。 

フチおり H 

L サイズな上の用紙の余白に撮影情報*を印刷します。 

XX 面配置 

用紙1枚に画像をルさく、2/4/8/9/1白/20画面印刷します。 

吕〇面配置旦 
35 面配置巧 

□P0F ( P .19 目）で印刷指定した画像を20画像、または 3 己画像単 
位で、 A4 サイズの用紙に縮ル印刷します。 

-に 0 面配置 H] では、撮影情報を印刷します。 

標準設定 

プ1」ンターの機種や設定により、印刷レイアウトび異なります。 


Exit 情報の中から、カメラ名、レンズ名、撮影モード、シャッター速度、絞0数値、 
露出補正量、に0感度、ホワイトバランスなどを印刷します。 
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印刷する 



- A -:■一-巧，枚 


トリミング 

の巧 巧 S 腑 

U 狀技定 キャンかレ 

皆フチあ y 蝴 


J 巧 印刷効果を設定する 

■ ♦必要に応じて設定しまず。設定しないと 
去は、手順日に進みます。 

♦ <〇> を回して画面ち上の頂目を選び、 
<©> を押します。 

♦ く HI 面！>の横にく固> び表示されてい 
るとさは、印刷効果の調磬を行ラことち 


でさます （P. 19 目)。 


♦ <〇> を回して印刷効果を選び、く©〉 


を巧します。 



* 表示される内容は、プリンターの機種により異なります。 

* 印刷効果の設定を変更ずると、画面を上に表示されている画像に設定内容が反映され 
ます。ただし、実際の EP 刷結果とはを少異なる場合があるため、目をとしてと日えて 
ください。19己ページの[明るさ補正]と[レベル補正]も同様でず。 
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r ( 印刷する 


/) >一- 

巧 M 巧 


トリミング 

のぶ 

mm 

。脱齡 

キャン材レ 

芭フチあ y 

蝴 


曰付/画像番号印刷を設定する 

♦ 必要に応じて設定しまず。 

♦ 〈類〉を回して〈を〉を選び、〈©〉を 
巧します。 

♦ 〈類〉を回して印刷内容を選び、く©〉 
を巧します。 


11111 



ング 

の巧 

桃腑 

剛脫 

キャンむル 

芭フチあり 

蝴 


印刷枚数を設定する 

♦ 必要に麻じて設定します。 

♦ <©> を回して〈印〉を選び、〈©〉を 
巧します。 

♦ 〈類〉を回して印刷枚数を選び、く©〉 
を押します。 



印刷する 

♦ 〈類〉を回して[印刷]を選び、く©>を 
押します。 

^印刷び開始されます。 


151 ♦ 卜 US ングについては、1日7ページを参照して < ださい。 

• 印刷効果などの選巧肢にある[標華設定]は、プ1」ンターメーカーび独自に設 
定する印刷巧容のことです。[標華設定]の内容については、プ U ンターの使用 
説明書を参照してください。 

♦ 倍日感度を H 2， H 3 にお張して撮穀した画撒を、撮穀情報田 （ P .1 白 3) で印刷 
すると、に0感度び適切な値で印刷されないことびあります。 

♦ 印刷する画像のファイルサイズや画像サイズにより、[印刷]を選んでか日実 
際に印刷が始まるまで、しばらく時間がかかることがあります。 

♦ 画像の傾き補正 （ P .1 白 7) を巧ラと、印刷に時間がかかることびあります。 

• 印刷を達中で中止するとさは、[中止]び表示されている間にく®〉を押して 
[0 K ] を選びます。 

• メニュー [ト カメラ設定巧期化] Cp .53) を巧ラと、設定した内容がすべて初期 
状態に戻ります。 
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r ( 印刷する 


国印刷効果の調碧について 



固帥抑ミ 〇ナチ コラ 

!!巧るご麻！ 。 .• る • .ol 

レ^ J レ瓶 W 

A 明るく «E 切 

能瓶 巧 


194ページの手順4で項目を選び、 
く nasi 〉 の横に〈国〉が表示されていると 
さに、く INFO .〉 ボタンを巧すと、印刷効果 
の調整を巧ラことびできます。調整できる 
(表おされる）內容は、手順4の選択内容に 
より異なります。 


• 明るさ補正 

画像の明るさを調整することびでさます。 

• レベル補正 

[手動]を選ぶと、ヒストグラムの分巧を変更 
して、画像の明るさとコントラストを調整するこ 
とびでをます。 

レベル補正画面でく INFO .〉 ボタンを押すと、 

<1>の位置が切り換わります。〈類〉を回すと、 

シャドウレベル（日〜127)、八イライトレベル 
(128 〜2日日）を任意に調整することびできます。 

♦ 生明る<補正 

逆光などで被写体の顔び暗くなった画像で効果的です。[入]に設定す 
ると、顔び明るく印刷されます。 



• 赤目補正 

スト□ボ撮影で被写体の目び赤くなった（赤目現象び発生した）画像 
で効果的でず。[入]に設定ずると、目の赤みび緩和されて印刷されます。 


IS ♦ [ぶ巧る<補正][赤目補正]の効果は、画面で確認できません。 

♦ [詳細設定]を選ぶと、[コントラスト][色のミ農さ]拒あしリ[カラ ー K ランス]を調整 
することができます。なお、[カラーバランス]の調整は、〈泉> で巧います。 
旧」はブルー、 「 A 」 はアンバー、 「 M 」 はマゼンタ、 「 G 」 はグ U - ンの意お 
です。移動ち向寄りの色に補正されます。 

参[巧巧化]を選ぶと、設定した印刷効果の内容びすべて初期状態に戻ります。 
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r ( 印刷する 


卜 US ング（印刷節囲）の設定 



傾を補正 


画像を部分的に拡大したり、構図を変え 
たよラな感じで印刷することびでさます。 
トリミングの設定は、印刷ずる直前に巧っ 
てください。卜 US ングを行ったあとで印 
刷設定の内容を変更すると、トリミングの 
再設定び必要になることびあります。 


1印刷設定画面で[トリミング]を選ぶ 

2 トリ S ング枠の大きさ、位置、縦横を設定する 

♦ 枠で囲まれた範囲び印刷されます。枠の形状（縦横比）は、[用紙設定] 

の設定で変わ0ます。 

巧の大きさを変える 

くみ〉〈ろ〉ボタンを巧すと、巧の大きさび変わります。枠をルさく 
するほど拡大して印刷されます。 

梓を移動する 

く祭> を操作すると、枠び上下左ちに移動します。好みの構図にな 
るよラに枠を移動します。 

梓を回転する 

< INFO .> ボタンを押すと、枠び織長、横長に変わります。横位置で 
撮影した画像を、縦位置で撮影したよラに印刷することちでさます。 

画像の傾をを補正する 

〈〇〉を回ずと、0.已度単位±]0度の範囲で画像を回転させること I 
びでさます。回転を行ラと、画面上の〈な〉び青色に変わります。 

3〈©>を巧してトリミングを終了する 

-► 印刷設定画面に戻ります。 

♦ 印刷設定画面の左上で印刷範固を確認することびでさます。 
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r ( 印刷する 


W • プリンターの機種により、枠のとお0に印刷されないことがあります。 

♦ 枠をルさくするほど印刷の画質が粗くなります。 

♦ トリミングは、液晶モニターを見ながら行ってください。画像をテレビに表 
示しながらトリミングを巧ラと、枠が正しく表示されないことがあります。 

园プリンターエラー発生時の操作について 

プリンターに関するエラー（インク切れ、巧紙切れなど）を辭決したあと、[続行] 
を選んでを印刷び再開されないときは、プリンター側を操作して印刷を再開してく 
ださい。印刷の再開ちをについては、プ U ンターの使用説明書を参照してくださし、。 

エラーメッセージについて 

印刷中に問題が発生したときは、力方ラの液晶モニターにエラー方ッセージが表 
示されます。〈©>を巧して印刷を中止し、問題を锅決してから再度印刷してく 
ださい。プ U ンターの問題解決ちまについては、プリンターの使用説明書を参照 
して < ださし1。 

用紙 エラー 

用紙が正しくセットされているかどラか確認してくださし、。 

インク エラー 

インク残量や、インク吸収体の状態を確認してください。 

A - ドウェアエラー 

用紙、インク lii 外の問題が発をしていないか確認してください。 

ファイルエラー 

選択した画像は円 ctBrid 巨 e で印刷でさません。別の力;^ラで撮影した画像や、 
パソコンに取り込んで加工した画像は、印刷できないことがあります。 


198 




A 画像を印刷指定する / DPOF — 

印刷タイプや曰付、画像ま号の入/切といった印刷内容の設定を行いま 
す。この設定は、印刷指定したすべての画像に巧して、一律に適用されます 
(1 画像ごとに別々の設定はでさません)。 


印刷内容を設定ずる 



[巧刷指定]を選ぶ 

♦ [日-]タブの [印刷指定] を選び、 <©> 
を巧します。 



協定]を選ぶ 

♦ <©> を回して [設定] を選び、く©〉を 
巧します。 


3項目の巧容を設定する 

♦ 脚 刷 タイプ]旧付] 晒像 番号] の内容を 
設定します。 

♦ <©> を回して項目を選び、く©>を押 
しま9 〇 

♦ <©> を回して内容を選び、く©>を巧 
しま9 〇 


[印刷タイス 旧が] [画像番号] 
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A 画像を印刷指定する/ DPOF 


項目 

印刷内容 

印刷タイプ 

© 

スタンダード 

用紙1枚に1画像を印刷します。 

盧 

インデックス 

用紙1枚に縮ル画像を複数印刷します。 

© 

盧 

両方 

スタンダードとインデックスの両方を印刷し 
ます。 

曰付 

入 

[入]にすると、撮影画像に記録されている曰付情報を入 
れて印刷します。 

切 

画像ま号 

入 

[入]にすると、画像ま号を付けて印刷します。 

切 


4設定を終了ずる 

♦〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

* 印刷指定画面に戻ります。 

♦ 次に印刷指定画面の[画像選扔 I [咖指定] 
[全画像]で、印刷する画像を指定します。 


W ♦ 旧が][画像番号]を[入]にしても、印刷タイプの設定や、プリンターの機種 
により、印刷されないことがあります。 

• 印刷ずるときは、印刷指定を巧ったカードを使用してください。画像データ 
だけをカードから抜さ出して印刷すると、指定した内容で印刷でさません。 

♦ DPOF に対応したプ U ンターの機種や、写真店の機器により、指定内容が反 
映されないことびあります。プ U ンターの場合は、プリンターの使用説明書 
を参照してください。写真店の場合は、事前にお店に確認してください。 

• 他の力;^ラで印刷指定した画像を、この力方ラに入れて再度印刷指定しなし、 
でください。印刷指定されている内容び、意図せずにすベて書き換えられる 
ことがあります。また、画像の種類によ0、印刷指定でさないことびあ0ます。 

胃] ♦ RAW 画像と動画は、印刷指定できません。 

♦ [インデックス] に設定したときは、 旧 优と陋 を番号] を同樹こ [入] にできません。 
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A 画像を印刷指定ずる/ DPOF 


□スタンダ-ド 
田インデックス 
B け 

齡お 


印刷ずる画像を指定ずる 

• 画像選択 



LSET] 

指定枚数 総指定枚数 



ナエッッマーク 

インデックスマーク 

♦ —指定 


画像を1枚ずつ選んで指定します。 

〈み〉ボタンを巧すと、3画像表示にな0 
まず。〈み> ボタンを押すと、元の表示に戻 
りまず。 

指定が終わったら、く MENU > ボタンを 
押すと、指定した内容びカードに保存され 
ます。 

[スタンダード][両方] 

く©〉を押すと、表示されている画像び 
1枚印刷指定されます。続けて〈類〉を回 
すと、その画像の枚数指定を最大99枚にす 
ることびでさます。 

[インデックス] 

<©> を押すと、表示されている画像び 
インデックス印刷用の画像として指定さ 
れ、画面左上にく V > び付をます。 


指定を選び、フオルダを選択すると、フオルダ内のすべての画像び、 
] 画像1枚で印刷指定されます。なお、解除を選び、フオルダを選択する 
と、フオルダ內の印刷指定びすべて解隙されます。 

全画像 

指定を選ぶと、カードに記録されているすべての画像び、]画像]枚 
で印刷指定されまず。なお、解除を選ぶと、カード巧の印刷指定びすべ 
て解除されます。 


W 指定/を画像指定を巧っても、 RAW 画像と動画は、印刷指定されません。 

• 円な巨 tid 呂 e で印刷ずるときは、一度に印刷指定する画像の数を、4日0画像政 
下にしてください。それな上指定すると、すべての画像を印刷でさないこと 
びお0ます。 


□7 國 


W の人切 


201 











け印刷指定画像のダイレクトプリント 



印昂順定した画像を、円 ct 日 rid 邑 e 対応の 
プ U ンターで簡単に印刷することびでさま 
す。 


1印刷の準備をする 

♦] 目0ページを参照してください。 

『力;<ラとプ U ンターを接続する』の手順已まで行います。 

2 [日’]タブの[印刷指定]を選ぶ 

3 [巧刷]を選ぶ 

♦ [印刷]は、カメラとプリンターび接続され、印刷でさる状態になって 
いないと表示されません。 

4 [用紙設定]の内容を設定する ( P .192) 

♦ 印刷効果 ( P .194) は必要に応じて設定しまず。 


に K ] を選ぶ 


か 


♦ 印刷するときは、必ず巧紙サイズの設定を巧ってください。 

• フリンターの機種により、画像ま号が印刷でさないことびあ0ます。 

♦ [フチあり] にすると、プ U ンターの機種により、曰付がフチにかかることがあ 
0ます。 

♦ 日付の背景び明るいときや、曰付がフチにかかるときは、プリンターの機種 
により、曰付び薄く印刷されることがあ0ます。 

IS • [レベル 補正]の〔手動]は選巧でさません。 

♦ 印刷を中止したあとに、残りの画像を印刷ずるときは、[再開]を還びます。た 
だし次のとさは、印刷の再開はでさません。 

-再開する前に印刷指定の内容を変更したり、指定した画像を削除したとき 
-インデックス設定時、再開する前に用紙設定を変更したとき 
-印刷を中断したとさに、カードの空さ容量が少なかったとさ 
• 印刷中に問題び発生したときは、 19 S ページを参照してください。 


望 A 切 
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カメラをカスタマイズする 


撮影スタイルに応じて、カメラの機能を細かく変更したり、力 
メラの設定をカードに保存したり、カメラに登録することがでを 
ます。 
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MENU 


カスタム機能の設定方法 — 



[.な] を選ぶ 

♦ (巡)を回して[，な]を選びまず。 

グループを選ぶ 

♦ <〇> を回して C.Fn I 〜 IV のいずれかを 
選び、〈©>を押します。 



カスタム機能番号を選ぶ 

♦ く憩〉を回して設定する機能番号を選 
び、〈©〉を押します。 


設定を変更する 

♦ 〈憩〉を回して設定内容谣号）を選び、 
<©> を押します。 

♦ 手順2〜4を繰り返して、そのほかの力 
スタム機能を設定しまず。 

♦ 画面の下に並んでいる番号で、設定状態 
を確認することびでさます。 


5設定を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押します。 
呼手順2の画面に戻ります。 


カスタム機能の設定解除 

手順2で [カスタム 機能に. Fn ) -括 解除]を選ぶと、設定されているカスタ 
ム磯能びすべて辭除されます。 


0カスタム機能の一括觸除を行ってを、[.冉 .C.Fn IV- に：フォーカシングスクリーン] の 
設定は保持されます。なお、[冉 .C.Fn 1-1 巳： AE マイク□アジヤストメント] [冉 .C.Fnl- 
17 :FE マイク□アジヤストメント] [,9,C.Fnlll-7: AF マイク□アジヤストメント] は、登録 

した内容は保持されますが、設定は [0: しない] になります。 
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MENU 


カスタム機能一質 


C.Fn 1 : 露出 

OLV 撮影 

動画撮影 

1 

露出設定ステップ 

P.208 

〇 

2 

侶□感度設定ステップ 

〇 

動画 M 時 

3 

IS □感度の制御範囲の設定 

〇 

動画 M 時 

4 

プラケティング自動解除 

P.209 

〇 

(静止画： 

W 日-目 KT 時） 

已 

プラケティング順序 

〇 

6 

プラケティング時の撮該枚数 

〇 

7 

測距点連動スポット測光 

P.210 


扫 

セイフティシフト 

〇 


9 

撮影モードの限定 

〇 

10 

測光モードの限定 

P.21 1 


11 

マニュアル露出時の測光モード 


12 

シャッター速度の制御範囲の設定 

〇 

動画 M 時 

13 

絞 0 数値の制御範囲の設定 

〇 

動画 M 時 

14 

撮影-測光モードの呼出 

P.212 


]已 

Av モード時のスト□ボ同調速度 

〇 


16 

AE マイク□アジャスト><ント 

P.213 

〇 

17 

FE マイク□アジャスト六ント 

〇 



U • M び付いたカスタム機能は、ライブビュー CLV ) 撮影時、または動画撮影 
時には機能しません感定が無効になります)。 

♦ ' ff 動画撮穀時に AF モードが [クイックモード] ( AFH ) に設定されていてを、動 
画撮影中は [ライブモード] (叫 皿） に切り換わります。そのため、い 晒曲 時」と 
記載されている項目は、動画撮震中は機能しません（動画撮語開始前のみ機 
能)。 
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mm カスタム機能一覧 


C.FnII :画像-調光•表示 

OLV 撮影 

動画撮影 


長砂時露光のノイズ低減 

P.214 

〇 

(静止画） 

2 

高感度撮該時のノイズな減 

〇 

(静止画） 

3 

高輝度側-階調優先 

P.2] 已 

〇 

4 

オートライティングオプティマイヴ 

〇 

已 

E-TTL II 調光方式 

〇 


巨 

スト□ボのシンク□タイ S ング 

P.216 

〇 


7 

スト□ボの発光 

〇 


8 

露光中のフアインダー内表お 


白 

ノりレブ撮影中の表示ノなル照明 

P.217 

〇 


10 

撮影時の INF 曰ボタン 



C.Fn III : AF - ドライプ 

OLV 撮影'■動画撮影 


USM レンズの電子式手動フオーカス 

P.218 

〇 

2 

AI サーボ時の被写体追従敏感度 


3 

AI サーボ 1 コマ目/ 2 コマ目降動作 


4 

AI サーボ時の測距点選択特性 

P.219 


已 

AF 測距不能時のレンズ動作 

A 晒時 

巨 

レンズ-冉 F ストップボタンの機能 

P.2 吕〇 

4 似か（一部が M 時） 

7 

AF マイク□アジヤスト><ント 

P.221 

A 晒時 

8 

任意還お時の AF フレーム領域拡大 

P.222 

A 晒時 

9 

測光中のマルチコント□ーラー 

13.223 


10 

任意選択巧能な AF フレーム 

A 晒時 

11 

登録 AF フレームへの切り換え 

P.224 

2+ A 麵時 

12 

AF フレーム自動選択の選択可否 

A 晒時 
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mm カスタム機能一覧 


13 

測距時の AF フレーム表示 

P .22 百 

AFM 時 

14 

AF フレーム点な輝度 

AFM 時 

]已 

AF 補助光のお光 

AFS 13 時 

16 

縦位置/横位置の AF フレーム設定 

P .22 巨 

AFS 13 時 

17 

ミラーアップ撮影 


18 

連続撮影速度 

〇 


19 

連続撮影時の撮影枚数制限 

P .227 

〇 


C.Fn IV : 操作-その他 

OLV 撮影 

'，動画 撮影 

1 

シャッター/ AF - ON ボタン 

P .227 

〇 

2 

AF -0 N / AE □ックボタン入曽 

〇 

3 

測光タイマー中のサブ電モダイヤル 

P .228 

1,3 は师皿時 
■-+2,4 は動画 M 時 

4 

SET ボタンの機能 

P .22 白 


已 

マニュアル露出時 Tv 、 Av 値設定 

〇 ( M 時） 

6 

Tv / Av 値設定時のダイヤル回輯 

P . 230 

〇 

動画 M 時 

7 

レンズ未装着時の絞り数値設定 

〇 

動画 M 時 

8 

W 日/メディア-画像サイズの設定 


9 

を ボタンの機能 

P .231 


10 

〇 〈 OFF 〉 時のボタン操作 

〇 

11 

動画撮影の開始 

P .232 


〇 

12 

フ オーカ シングスクリーン 


13 

各種タイマー保持時間 

P .233 

[レリー ズ後 タイマー] な)み 

14 

レ U —ズタイムラグ最速化 


]已 

アスぺクト比情報の付加 

P .234 

〇 

(静止画） 

16 

才 U ジナル画像判定用データの付加 

〇 

(静止画） 
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MENU 


カスタム機能でを更でをる内容 


カスタム磯能は、機能ごとに4つのグループ （ rc.Fn I :露出」、 「 C.Fn II : 
画像-調光-表示」、に . Fn III : AF ‘ドライブ」、に . Fn IV :操作-その他」） 
に分類されています。 

な項目により、 E 0 S -1 D Mark III のカスタム機能番号と異なる場合びあ 
りまずので、ミ主意してください。 


C.Fn I :露出 


C.Fn I -1 露出設定ステップ 


0:設定1/3露出補正1/3 
1:設定1 露出補正1/3 

シャッター速度と絞り数値の設定ステップを、1段ステップにすることび 
でさます。 

吕： 設定1/ 吕 露出補正1/ 吕 

シャッター速度と絞り数値、および露出補正の設定ステップを1/2段ス 
テツプにすることびでをます。 


51 2に設定したとさは、ファインダー内と上面表示パネルの露出レベル表示 
び、1/2段設定時に「-」一「--」になります。 

C.Fn 

1-2 

旧□感度設定ステップ 

0:1 /3段 


1:1段 

1 C.Fn 

1-3 

旧0感度の制御節囲の設定 1 


しない： 100〜12800の範囲でに0感度を設定することびでさます。 


する：[登録] で設定した、上限値から下限値の範囲で、 ISO 感度を設定する 
ことびでさます。 

登録：侶0感度の上限値を]日〇〜 H 3 (102400 柜当)、下限値を L (已〇ネ目 
当）〜 H 2 (已1200巧当）の範囲で、それぞれ設定することびでをま 
す。設定び終了したら[適用]を選びます。 


IS ♦ 他の E 日 S カメラの ns 日感度拡張」機能と同じようにしたいときは、上限値 
を [ H 1][ H 到 [ H 3]、 下限値を [ L ] に設定します。 

• C.Fn I -3 で下限値を L に設定しても、動画マニュアル露出撮穀時に LOS 日巳日） 
は選択でさません。 
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カスタム機能で変更でさる内容 



0 :ずる 

電源スイッチく OFF >、 力ラ設定初期化を行うと、 AEB 、 W 日- BKT の 
設定び解除されます。また、パルプ設定、スト□ボ充電（完了）で冉 E 巨の 
設定び解除されます。 

1:しなし1 

電源スイッチ < OFF > を行っても、 AEB 、 W 巨-日 KT の設定び解除されな 
いよラになります（スト□ボ充電完了で AE 日は一旦辭除されまずび、設定 
した AE 目レベルは記憶されています)。 


C . FnI - 已 プラケティング順岳 I 


AE 目の撮影順序と、ホワイトバランスブラケティング撮影時の画像の記録順 
唐を変更することびできます。 

0 : 0一— ► + 

1:—►〇 一 + 

吕：+ 一0一一 

T WB ブラケティング 

B / A 方向設定時 1 M / G 方向設定時 

0 :標準露出 日：基華ホワイトバランス 0 :基準ホワイトバランス 

- :マイナス補正 一 :ブルー寄りに補正 一 :マゼンタ寄りに補正 

+:プラス補正 +:アンバー寄りに補正 +:グ U —ン寄りに補正 


C.Fn I -6 ブラケティング時の撮影枚数 


AEB 、 およびホワイ ト バランスブラケティング時の撮影枚数を通常の 3 枚か 
ら、2枚/已枚/7枚に変更ずることびでをまず。 C.Fn I - 已 -0 設定時は、下表のよ 
ラに撮影されます。 

0 : 3枚 2 : 5枚 

1:吕枚 3 : 7枚 

(1 段ステップ設定時) 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn I -7 測距点連動スポット測光 


0 :しない（中巧固定） 

1:する（測距点連動） 

[冉.じ向111-10:任意顯^可能なみドフレーム] (P.223) び、 [1:19 点][吕：11 
点] [3: 9点（内側)][4:9点（州||)]に設定されているときは、任意選択 AF 
フレームに連動したスポット測光になります。 AF フレーム自動選択のとき 
は、ファインダー中央部でのスポット測光になります。 



0 :しなし、 

1:ずる （ Tv/Av 値） 

シャツター優先 AE (Tv)、 絞り優先 AE CAv) 時に機能します。被写体 
の明るさが急に変化して、適切な自動露出値び得られない場合、設定値を 
力ラび自動的に変更して、適正露出で撮影することびできまず。 

2 :ずる（旧0感度） 

プ□グラム AE (P)、 シャツター優先 AE (Tv)、 絞り優先 AE (Av) 時 
に機能します。被写体の明るさび急に変化して、適切な（自動）露出値び 
得られない場合、に□感度び自動的に蜜化して、適正露出で撮該することび 
でさます。 



しない： すべての撮影モード （M、Tv、Av. P. BULB) び選択でをます。 
する：[登録] で設定した、撮影モードのみ選おでをます。 

登録：使用しない撮影モードは 〈V〉 をがします。設定び終了したら[適用] 
を選びます。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn I -10 測光モードの限定 


しない：すべての測光モード（陸]:評価測光、[ご]:部分測光、 [•] :スポット 
測光、 [] :中央部重点平均測光）び還おでをます。 

ずる：[登録] で設定した測光モードのみ選おでをます。 

豈録：使用しない測光モードは〈>/〉をがします。設定び終了したら [ 適用 ] 
を選びます。 


7ニユアル露出撮影時に使 

設定測光モード 


アル露出時の測光モード 


マニュアル露出撮影時に使用する測光モードを設定することびでをます。 


評価測光 
部分測光 


3 :スポット測光 
4 :中央部重点平均測光 


W 1〜4 設定時は、撮 露 時に <图 • 阻〉 ボタンを巧して、測光モードを変更ずること 
はでさません。 


ッター速度の制御節囲の設定 


しない：1/8000〜30秒の範囲でシャッター速度を設定することびでをます。 
する：[登録] で設定した、高速側からな速側までの範囲で、シャッター速度 
を設定することびでをます。 

登録：高速側のシャッター速度を1/800日〜 1 已砂、瓶！側のシャッター速度 
を30秒〜1/4000砂の範囲で、それぞれ設定することびでをます。設 
定び終了したら [ 適用 ] を選びます。 


C.Fn 1-1 3 絞り数値の制御辭囲の設定 


しない：カメラに装着しているレンズの絞り開放から、最ル絞りまで設定する 
ことびでをます。 

ずる：[登録] で設定した、か絞り側から開放側までの範囲で、絞り数値を設 
定することびでをます。 

豈録： ル絞り側の絞り数値を F91 〜 F1 .4、開放側の絞り数値を F1.0 〜 F 日4 
の範囲で、それぞれ設定することびでをます。設定び終了したら [適 
用] を選びます。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn I -14 撮影-測光モードの呼出 


<*> ( AE □ック）ボタンを押している間だけ、登録した設定（撮影モード、 
測光モード、シャッター速度、絞り数値、露出補正量）に切り換えて撮影ずる 
ことびでをます。 

しない：く*>ポタンを押すと、露出び固定 （ AE □ック）されます。 

する：く*>ボタンを押ずと、力;>< ラの設定び瞬時に登録した内容に切り換わ 
ります。 

登録：あらかじめ登録したい撮該モード、測光モード、シャッター速度、絞 
り数値、露出補正量を力ラに設定しておさます。 

[登録] を選ぶと 、 [AE □ックボタンで 呼 出時 AF する/ AF しない] び表示され、 
<*> ボタンを押したとさの AF の作動の有無を設定することがでさま 
す 。 [AF ずる/ AF しなし リを選ぶと、力^ラに登録されまず。 

0撮影モードびパ J レブ撮穀に設定されているとさは、登録でさません。 


C.Fn I -1 已 Av モード時のスト□ボ同調速度 


絞り優先 AE ( Av ) モードでスト□ボ撮影を行ったとさのスト□ボ同調速度 

を設定ずることびでをまず。 

0 :自動 

明るさに応じてシャッター速度び]/30日〜3日砂の範囲で自動設定され 
ます。八イスピードシンク□を行うことをでをます。 

1: 1/300-1/60 秒自動 

暗い場所でシャッター速度び自動的に遅くならないよラになります。被 
写体ブレや手ブレを防止したいとをに有効です。ただし、被写体はスト □ 
ボ光により適正露出になりますび、被写体の背景は暗くなることびありま 
す。 

吕：1/300巧固定 

シャッター速度び1/300砂に固定されるため、]よりも被写体ブレ暫手 
ブレを防止することびでをます。ただし、暗い場所では]よりも被写体の背 
景び暗 < なります。 


W し2設定時は、外部スト□ボ使用時に、八イスピードシンク□はできません。 
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四五のカスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn I -16 AE マイク□アジヤストメン 


通常はこの機能で調整を巧ラお要はありません。お要な場合のみ調整を 
巧ってください。調整により適切な露出で撮影びできなくなる恐れがあり 
ますので、十分にま意してください。 


カメラの露出基準を微調整することびでをます。「標準露出」で撮影した画像 
び、いつを露出アンダー、または露出オーバーと感じるとさに有効です。 

1を還び 〈 INFO .> ボタンを押すと、調整画面になります。 

0 :しなし1 


1:ずる 

]/8段ステップ± ] 段の範囲で調整するこ 
とびでさます。撮影画像びアンダー傾向にあ 
る焉をは+側に、才ーバー傾向にある焉をは 
■側に調整します。 



C.Fn I -1 7 FE マイク□アジヤストメント 


が通常はこの機能で調整を巧ラ化要はありません。お要な場合のみ調整を 
巧ってください。調整により適切な露出でスト□ボ撮影ができなくなる恐 
れびありますので、十分にま意してください。 

スト□ボ撮慕時の調光露出の基準を微調整することびでをます。調光補正を 
行わずに r 標準的なスト□ボ露出」で撮影した隙に、主被写体びいつわ露出ア 
ンダー、または露出オーバーと感じるとさに有効です。 

1を還び 〈 INFO .> ボタンを押すと、調整画面になります。 

0 :しなし1 
1:ずる 

1/8段ステップ± ] 段の蘭囲で調整するこ 
とびでさます。ま被写体びアンダー傾向にあ 
る焉含は+側に、才ーバー傾向にある焉含は 
—側に調整します。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn II :画像•調が • 表示 


C.Fn II -1 長秒時露光のノイズ低 i 


0 :しなし、 

1:自動 

露光時間1砂拟上で撮影された画像に巧し、長秒時露光特有のノイズび検 
出された場合に自動な減処理び巧われます。通常は、この[自動]で十分な 
効果び得られます。 

2 :ずる 

露光時間1秒な上で撮影された画像に対し、常に低減処理び行われます。 
旧動]で検出でさないノイズびあったときに [ずる] で撮影すると、ノイズ 
を低減でをることびあります。 


W ♦ 1，2設定時は、撮影後、ノイズ低減処理のたゆに露光時間と同じ時間が必要 
になることびあります。なお、ほ減処理中でち、ファインダー巧の連続撮穀 
可能枚数び 「 1 」 政上のときは、続けて撮影することびでさます。 

• 旧 日 1巨 日日 技上の高感度で撮語すると、 日、 1設定時よりも2設定時のちび画 
像のヴラつさが多<なる場合びあります。 

• 2設定時、ライブビュー表示の状態から長秒時露光を行ラと、ノイズ低減赃理 
中は、 「 BUSY 」 が表示され、処理び終了するまでライブビュー表示は行われ 
ません （次の撮影は できません)。 


C.Fn II -2 高感度撮影時のノイズ低減 


画像に発生するノイズを低減します。すべてのに0感度で作動しますび、特に 
高 ISQ 感度撮影時に有効です。低 IS □感度撮影時は、低輝度部（暗部）のノイズ 
をさらに低減することびできます。ノイズの程度に応じて設定を蜜要します。 

0 :標華 吕：強め 

1:弱め 3 :しない 

W ♦ 吕設定時は、連続撮穀可能枚数が大幅にかなくなります。 

♦ 動画撮該時は機能しません。ただし、動画撮影中に撮影した静止画には、設 
定した内容でノイス低減赃理び巧われます。 

• RAW 画像、または RAW+JPEG 画像をカメラで再生したり、ダイレクトプ U 
ントを巧ラと、高感度撮影時のノイズ低減効果びルさくなる攝合びあります。 
ノイズ低減効果の確認と、ノイズお減画像の印刷は、付属ソフトウェアの 
Digital Photo Professional で巧ってください。 


214 







四五のカスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn II -3 高輝度側-階調優先 


しなし1 
する 

高輝度（八イライト）側の階調表現性び向上します。適正露出（18%グ 
レー）から高輝度限界までの範囲び拡張され、グレーから八イライトまで 
の階調びより滑らかになります。 


^1設定時は、通常撮影時よりノイズが若干増えることがあります。 

Bl 1設定時は、に0感度の設定範囲びに0200〜128日日になります。 
また、上面表示パネルとファインダー巧には、 〈D+〉 が表ちされます。 



撮影結果び暗い場合や、コントラストびない場合に、明るさ-コントラスト 
を自動的に補正ずることびできます。 

オートライティングオプティマイヴ機能については、81ページを参照してく 
ださい。 

0 :標準 2:強め 

1:弱め 3:しない 


C.Fn II -5 E-TTL II 調光方式 


0 :評価調光 

暗い場所から曰中シンク□までのスト□ボ撮影を、全自動で行ラことび 
でをます。 

1:平均調光 

測光領域全体を平均的に測光します。自動補正は行われませんので、状 
況に応じてスト□ボ調光補正を行ってください。また、 FE □ックを行った 
ときを状況に応じてスト□ボ調光補正を巧ってください。 


■ 


〇1 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn II -6 スト□ボのシンク□タイミング 


0 :巧幕シンク □ 

1:を幕シンク □ 

撮影終了直前にスト□ボび発光します。遅いシャッター速度と組み合わ 
せると、走行中の車のライトなどの軌跡を自然な感じで写すことびでをま 
す。 

同調（シンクロ）タイミング切り撰え機能びない EX スピードライトで、 
後幕シンク□びできるよラになります （270 EX を除く）。 


W ♦ シンク n タイミング切り換え機能を持つ EX スピードライト使用時は、 C.Fn II 
-扫の設定は機能しません。ストロボ機能設定画面 （P.12 吕)、またはストロボ 
側で直接設定して < ださし、。 

• 270EX 使用時は、スト□ボ機能設定画面でシンク□タイ S ングを設定するこ 
とがでさます。 

♦ 1に設定したときは、シャッターボタンをを巧ししたときと、撮語終了直前の 
計2回、ストロボが発光するため、注意してください。 

♦ 後幕シンク□で撮影するときは、シャッター速度を1/已〇秒攻下の遅い速度に 
設定してください。1/目日秒政上の速い速度のときは、1に設定していても、 
自動的に先幕シンク n 撮影になります。 


C.Fn II -7 スト□ボの発光 


外部スト□ボ、およびシンク□端デを利用した巩用ストロボの発光を行ラか 
どラかを設定することびでをます。 

0 :ずる 
1:しなし、 

外部スト□ポの AF 補助光だけを利用したいとさに有効です。ただし AF 補 
助光の投光については、 C.Fn III -1 己の設定によります。 


C.Fn II -8 露光中のファインダー巧表示 


0 :しなし、 

1:ずる 

露光中をファインダー内に情報び表示されます。露出皆撮影可能枚数な 
どを確認しなびら連続撮影したいとをなどに有効です。 


SI 撮影モードびパ J レブ撮穀のときは、1に設定してち機能しません。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn 11-9 バルブ撮影中の表示パネル照明 


0：消灯 
1:継続して点灯 

表示パネル照明 （ P .1] 巨）び点口した状態でバルブ撮影を行うと、撮影 
終了まで照明び継続されます。暗い場所などで露光時間を確認しなびらパ‘ 
ルブ撮影したいとさに有効です。 


撮影時の INFO . ボタン 


撮影準備状態で 〈 INFO .〉 ボタンを押したとさに、液晶モニターに表示する情 
報を変更することびでをます。 


0 : 撮影機能の設定が態を表示 （ P .23) 

上面表示パネルや、ファインダー内表示に 
相当する、撮影に関達する情報び表示されま 
す。 

なお、撮影機能の設定が態が表示されてい 
るときに、く M 0 DE > < AF - DRIVE > く圆•阻> 
く 哩> く ISO > く因> く 回 > ボタンを押ずと、ボ 
タンに応じた機能の画面び表おされ、画面を 
見ながらく巡^>または〈慰> で設定を変更 
することびでさます。 


1/1000 5い巧： 

J\t -3..2 •.しみ.し 2 .リ与 

固晒12800かの 
% 閣 0 NESH 0 I i 
極！ヴ41【 478] • 




カメラ設定内容を表示 （ P .24 巨） 


カメラに設定されている機能の状態び表示されます。 


■ 
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mm カスタム機能で変更できる内容 




け下のレンズを使用したときに、 USM 電子式手動フオーカスを巧うかどラか 
を設定することびでをます。 

EF 巳 0 mm F 1.0 L USM 、 EF 8 目 mm F 1.2 L USM 、 

EFSSmm F 1.2 L II USM 、 EF 200 mm FI .8 L USM 、 

EF 300 mm F 2.8 L USM 、 EF 400 mm F 2.8 L USM 、 

EF 400 mm F 2.8 L II USM 、 EF 目00 mm F 4.5 L USM 、 

EF 色00 mm F 4 L USM 、 EFl 200 mm F 目.巨 L USM 、 

EF 28-80 mm F 2.8-4 L USM 
0 : ワンシヨット AF 作動後•可 

ワンシヨット AF 合焦後：可能/ C.Fn IV -1-2, 3設定時：合焦前を可能 

1:ワンシヨット AF 作動を.不可 

ワンシヨット AF 合焦後：不可/ C.Fn IV -1-2, 3設定時：合焦前に可能 

2 : AF 時ずベて不可 

冉 F モー ドでの電子式手動フ オー カスを禁止します。 


C . Fn 川-2 AI ヴーボ時の被写体追従敏感度 


AI サーボ AF 時の測距中に、 AF フレームを横切る被写体（障害物）に対する 
AF 敏感度を、已段階で設定することびでをます。 

[遅しリのち向に設定すると、障害物の影響び少なくなります。狙っている被 
写体にピントを合わせ続けたいとさに有効です。 

随い]のち向に設定すると、横切った被写体にピントび合いやすくなります。 
ランダムな距離にある複数の被写体をつざつざに撮影するときに有効です。 


C.Fn III -3 AI ヴーボ1コマ目/2コマ目 iU 降動作 


AI サーボ AF + 連続撮影時における、サーボの作動特||まとレリーズタイ S ング 
の関係を変更することびでをます。 

0 :ピント優先/被写体追が優先 

1枚目は、被写体に対するピント合わせが優先されまず。連続撮影中 （2 
枚目し乂降）は、被写体へのピントの追従を優先した撮該になります。 

1:ピント優先/撮影速度優先 

1枚目は、被写体に対するピント合わせび優先されます。連続撮影中は、 
(被写体へのピントの追従よりち）連続撮影速度を優先した撮影になりま 
す。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


吕：レリーズ優先/撮影速度最優先 

1枚目は、（被写体に対するピント合わせよりち）レ U —ズび優先されま 
す。達続撮影中は1よりちさらに達続撮影速度を優先した撮影になりまず。 

3 :レリーズ優先/被写体追従優先 

1枚目は、（被写体に対するピント合わせよりち）レ U —ズび優先されま 
す。達続撮影中 （2 枚目な降）は、被写体へのピントの追従を優先した撮影 
にな0ます。 


AI ヴーボ時の測距点選択特性 


AI サーボ AF 時の被写体捕捉中、測距中むに、より撮影距離の近い（手師こ） 
被写体び入ったとさに、その被写体にピントを合わせるか、障害物として無視 
するかを設定することびでさまず。 

* 測距中む = AF フレーム自動選択時：中央測距点 

任意選択 + AF フレーム領域拡大 （ C.Fn III -8-1.2.3) 時：任意選択点 
0:測距中む優先 

測距点び測距中むへ栗り移り、手前に入った被写体にピント合わせび行 
われまず。撮影したい被写体び、一番手前にあるシーンで有効です。 

1:測距連続性優先 

手前に入った被写体を障害物として無視します。測距中むにこだわらず、 
直前の測距結果から被写体移動の達続性を判断して、測距点の栗り移りが 
巧われます。撮影したい被写体の手前を、棚や電柱などびさえぎるよラな 
シーンで有効です。 


C . Fn 川-已 AF 測距不能時のレンズ動作 


AF を巧って合焦できないとをに、続けて AF 動作を行うかどうかを設定するこ 
とびでをます。 

0:サーチ駆動する 
1:駆動しない 

再測距を行って大ボケ状態になることを防止することびできまず。特に 
大ボケ状態になりやすい、超望遠レンズ使巧時に有効です。 


■ 




mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn 川-巨 レンズ- AF ストップボタンの機能 

* AF ストップボタンは、手プレ補正機能付き超望遠レンズに装備されています。 


0 : AF 停止 
1: AF 開始 

押している間だけ冉 F び作動しまず。押している間は、カメラ側を操作し 
てち冉 F は作動しません。 

2 : AE □ック 

押ずと AE □ックします。ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとを 
に有効です。 

3 :測距点任意^自動/自動^中央 

冉 F フレーム任意選択時に押すと、押している間だけ 4 已点での AF フレー 
ム自動選択になります。任意選択から自動選択へ瞬時に切り換わるので、 AI 
ヴーボ AF 作動中に、任意選択した AF フレームで被写体に追従でをなくなつ 
たとさに有効です。 

AF フレーム自動選択時に押すと、押している間だけ中央の AF フレームび 
選択されます。 

4 :ワンショットご AI サーボ 

ワンショット AF 時に押すと、押している間だけ AI サーボ AF になり、 AI 
ヴーボ AF 時に押すと、押している間だけワンショット冉 F になりまず。 

移動•停止を繰り返す被写体で、ワンショット冉 F 、 AI サーボ AF を交互に 
切り換えたいときに有効です。 

日：手ブレ補正機能作動 

レンズの手ブレ補正機能スイッチびく ON> のときに、 AF ストップボタン 
を押すと、手プレ補正機能が作動します。シャッターボタンを半押しして 
わ、手ブレ補正機能は作動しません。 

巨：登録 AF フレームへの切り換え 

AF ストップボタンを押しなびらく FEL 〉 ボタンを押すと、登録されてい 
る AF フレームに切り換わります。もう一度押すと、元の AF フレームに切り 
換わりまず。 AF フレームの登録方法については、 224 ページを参照してく 
ださい。 

7 :スポット AF 

測距ラインセンサーの使巧範囲び狭くなり、より狭い部分にピントを合 
わせることびでをます。 AF モード、冉 F フレーム選択ち法を問わず機能しま 
すび、とくに AF フレーム任意選択時に有効な機能です。ただし、動さのあ 
る被写体に巧しては、 AF フレームを被写体に合わせ続けることび難しいた 
め、ピントび合いにくいことがあります。なお、スポット AF 時は、 AF フ 
レームび通萬よりを明るい状態で点滅します。 


220 





mm カスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn III -7 AF マイク□アジヤストメン 


通常はこの機能で調整を行ラお要はありません。お要な場合のみ調整を 
巧ってください。なお、調整により、適切なピントで撮影できなくなる恐 
れびありますので、十分に注意してください。 


C. 向曲； AF. ドライブ 

Qi ： 

AF? イク□アジヤストメント 

AP 

0: しな U 


1: ミレンス-ま被 

±0 

2: レンスごとに gS 

±0 


AF によるピント合焦位置を微調整することび 
でをます。調整範囲は、±20ステップ（一：か前 
方向/+ : ii 棲方向）です。 

] ステップあたりの調整幅は、使用するレンズの 
開放 FNo. によって異なります。「調整一撮影一確 
詔」を繰り返してピント調整を巧ってください。 


1または2を選び 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、登録画面になります。 
〈而〉ボタンを押すと、登録した内容を一括解除することびでをます。 

0 :しなし、 


1:全レンズー律調整 


使巧するレンズにかかわらず、萬に設定量 
分シフトして合焦します。 


C.Fn 曲: AF. ドライフ 
AF7 イク□アジヤストメント 


ミてのレンスに幻して-巧 



2:レンズごとに調整 



レンズの種類（銘柄）ごとに調整を行い、力 
六ラに最大20本まで登録することびでをま 
す。登録されたレンズを使用すると、設定量 
分シフトして合焦します。 

すでに20本登録されているとをは、上書を 
消去するレンズを選びます。 



園 • r 調整一撮穀一確認」を巧うときは、画像サイズ ： JPEG L (ラージ )、 JPEG 
画質（圧縮率）： 8政上で撮露することをおすすゆします。 

♦ 実際に撮穀する環境下で調整を行ラことをおすずめします。より適確なピン 
卜調整を行ラことびできます。 

♦ 2設定時に、エクステンダーを使用しているとさは、「レンズ+エクステン 
ダー」の組み合わせで登録されます。 

♦ ライブビュー撮影時のライブモード、 V ライブモードの AF 調整はできませ 
Aj 。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C . Fn 川-8 任意選択時の AF フレーム領域}広大 


AF フレーム任意選択時に、隣接する測距点を使巧して、測距点数を増やして 
AF 撮該を行うことびできます。ワンショット AF 、 AI ヴーボ AF の両方のモード 
マ:機有ます 

任意の1点では被写体を追がすることび難しい、動をのある被写体を撮影する 
ときに有効です。任意選択した AF フレームでピント合わせびで走ないと去に、 
領域拡大した AF フレームでピント合わせび巧われます。 

0 :しなし、 

1:左ち1領域拡大 

任意選択した AF フレームに隣接ずる左ち1測距点（縦位置撮影時は上下） 
び有効になります。 

2 :周囲1領域拡大 

任意選択した AF フレームに隣接する周囲1測距点び有効になります。 

3 : 4日点を領域を使用 

AI ヴーボ A 刊寺は、任意選択した AF フレーム（測距点）を中/むに、上下1 
行の内の已測距点、左ち3測距点（最大18点）び有効になります。被写体 
び領域拡大した測距点に乗り移るたびに、乗り移った点を中むに拡大領域 
び遷移します。すべての4已測距点び作動するため、エ U ア AF フレーム内に 
被写体を捉えていれば、被写体に対して常にピント合わせび行われます。 

なお、ワンショット AF 時は、任意選択した AF フレームでピント合わせび 
でさない焉を、殘り44測距点を使ってピント合わせび行われます。 


琶! ♦ C.Fn III -10-1,2. 3. 4設定時も領域拡大び行われます。 

♦ AF モードび AI ヴーボ AF のときは、初めに任意選択した AF フレームでピント 
合わせを行ってください。 

•任意選択した AF フレームび2点のとき、1設定時は2点の左側1点、ち側1点 
び有効にな0ます。2設定時は2点に隣接する最大8点がち効になります。 

♦ AF フレームの領域拡大は、選択 AF フレームを中むに拡大されるため、外寄り 
の AF フレームを選択したときは、図のように拡大領域がルさくなります。 

左ち1領域拡大 周囲1領域拡大 4日点全領域使用 

I © 〇 「V ^ 〇 l^( 0。□^ 

■ 選択測距点 □ お大領域 
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四五のカスタム機能で変更でさる内容 


〇 AF フレーム選が時の動作は次のとおりです。 






切 

AF フレーム選択 

ファインダー撮影時に、測光タイマーび作動している状態であれば、最 
初にく回> ボタンを押さずに、くを> で直接 AF フレームを選ぶことびでき 
ます。 


任意選択できる AF フレームの数を変更することびでをます。なお、自動選択 
時は、〇〜4の設定に関係なく4己点で AF び行われます。 

0 : 4已点 
1:1日点 

任意選おできる AF フレームび、 EOS -1 D Mark III と同じ1目点になりま 
す。 

2 :11点 

任意選択でをる AF フレームび]1点になります。 

3 : 9点（内側） 

任意選おでさる AF フレームび内側の9点になります。 

4 :日点（パ測） 

任意選択でをる AF フレームびが側の9点になります。 


■ 


任意選択可能な AF フレーム 


C.Fn III -9 測光中のマルチコント□—ラー 


自動還が 


自動選択 



自動選が 


自動選巧 
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mm カスタム機能で変更できる内容 



登録 AF フレームへの切り換え 


測光タイマー作動中に、く艰〉、またはく*〉ボタンで、あらかじめ登録した 
AF フレームに瞬時に切り換えることびでをます。なお、切り換えと同時に AF び 
作動します。 

0 :しなし、 


1:く 恭> で切り換え 

〈お〉を押すと、登録されている AF フレームに切り換わります。もう一 
度押すと、元の AF フレームに切り換わります。 

2: <*> ボタンを巧している間のみ 

<*> を押している間だけ、登録されている AF フレームに切り撰ねりま 
す。〈*>ボタンから指を離すと、元の AF フレームに戻ります。 


51 AF フレームの 登録 

よく使ラ AF フレームをあらかじめカメラに登録することがでさます。 

1. 登録したい AF フレームを選択する （ P . 目 7) 

2. 〈回〉ポタンを押しなびら、 〈 ISO 〉 ボタンを巧す 

■[::] HP ;自動選択、 SEL[]: 中央、 SELHP; 中央政が 
なお、登録後に C.Fn III -1 日の設定を変更すると、登録内容が解除され、中央 AF 
フレームへの切り換えになります。 

AF フレームを複数登録することはでをません。 



AF フレーム自動選択の選択可否 


AF フレーム選択時に、自動選択び選べるかどうかを設定することびでさます。 
前割ま、 C.Fn IV -3-1, 3設定時における、測光タイマー作動中のく發〉操作 
を表します。後者は、く回> ボタンを押したとさの、く^>操作を表します。 

0 :類直接：不可/微一可 

測光タイマー作動中に〈慰> で自動選択は選択でをません。/〈^>で 
自動選択を還おでをます。 

1:袋直接：不可/盤!一不可 

自動選択は選択でをません。 

吕：類直接：可/巡^一可 

測光タイマー作動中にく類〉で自動選択を選択できます。/ く浩^〉で 
自動選択を選択でをます。 
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四五のカスタム機能で変更でさる内容 



測距時の AF フレーム表示 


1:しなし、 

AF フレーム選択時を除走、 AF フレームのホい点な表おは行われません。 

吕：する（合焦時） 

AF 測距中は、任意選択した AF フレームの淡い点な表示び行われなくなり 
ます。 AF 開始時、合焦時のみ点な表示び行われます。 


C.Fn III -14 AF フレーム点巧輝度 


0 :通常 
1:明るい 

AF フレームの赤い点好表示の輝度び、より明る<なります。 


AF 補助光の投光 


EOS 庙のが部ストロボから、 AF 補助光のお光を行うかどラかを設定すること 
びでさます。 

0 :する 

必要に応じて外部スト□ボから AF 補助光びお光されます。 

1:しなし、 

吕：ホが光方式の補助光のみお光 

が部スト□ボの AF 補助光の中で、ホが光方式の AF 補助光だけを巧光しま 
す。スト□ボ発光ち式の AF 補助光を巧光したくないとをに設定します。 


Bl 外部スト□ポのカスタム機能 [AF 補助光のお光]が[しない]に設定されているとさ 
は、 0. 2に設定してち AF 補助光は巧光されません。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 



縦位置/横位置の AF フレーム設定 


縦位置撮影と横位置撮影で、同じ AF フレームを使用するか、別々の AF フレー 
ムを使巧するかを設定することびでをます。 

0 :同じ 

縦位置撮影、横位置撮影とも同じ AF フレームでの撮影になります。 

1:別々に設定 

縦位置撮影時の AF フレームと、横位置撮影時の AF フレームを別々に設定 
することびできます。撮影時にカメラの姿勢を検知して、設定した AF フレー 
ムに自動的に切り換わります。 

1に設定したときは、縦位置（グリップ上)、縦位置（グリップ下)、横位 
置で AF フレームの選択操作 (P.97) を行ってください。 それぞれの位置で 
選択した AF フレームび、カメラに記憶されます。 


W 1 設定時にカメラ設定初期化 （ P . 巳 3) を行ラと、縦位置/横位置で設定した AF フ 
レームび解除され、中央の AF フレームび選択された状態になります。 


ラーアップ撮影 


S ラーアップ撮該については、1 ] 8ページを参照してください。 

0 :しなし、 


1:する 

2 :する （ SET ボタンでダウン) 


51 し 2 設定時は、上面表示パネルに <<7〉が表示されます。 



連続撮影速度 


しない： く 写 i|H〉 ：最高約10コマ/砂、く鸟1|_〉：約3コマ/秒で連続撮慕すること 
びでさます。 

する：[登録] で設定した速度での連続撮影になります。 

登録： 〈鸟 iH> は10〜2〕マ/秒、く鸟1|_〉は9〜]コマ/砂の範囲で設定するこ 
とびでをます。設定び終了したら [適用] を選びます。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 



連続撮影時の撮影枚数制限 


しない： 枚数制限は行われません。表示されている達続撮影可能枚数まで達続 
撮該することびでをます。 

ずる：連続撮影を行ラと、[登録]で設定した枚数で自動停止します。 

登録：日9〜2枚の範囲で制限枚数を設定することびでをます。設定び終了し 
たら[適用]を選びます。 


C.Fn IV :操作 • その他 



ツター/ AF - ON ボタン 


0 :測光. AF 開始 
1:測光. AF 開始/ AF 停止 

AF 中にく AF - ON > ボタンを押すと、 AF 動作び中止されます。 

吕：測光開始/測光- AF 開始 

移動-停止を繰り返す被写体を撮影するとをに有効でず。 AI サーボ AF 時 
は、く AF - ON > ボタンで AI サーボ AF の作動/停止を繰り返すことびでさま 
す。露出は撮影の瞬間に決まります。ピントと露出を常に最適な状態にし 
てシャッターチャンスを待つことびでさます。 

3 : AE □ック/測光 - AF 開始 

ピント合わせと露出決定を別々に行いたいときに有効です。く AF - ON > ボ 
タンで測光•冉 F 作動、シャッターボタン半押しで AE □ック（露出決定）ず 
ることびでをます。 

4：測光. AF 開始/無効 

く AF - ON > ボタンは機能しません。 


C.Fn IV -2 AF - ON / AED ックボタン入替 


0 :しなし、 

1:ずる 

く AF - ON > ボタンと〈关/み〉ボタンの機能び入れ曽わります。 
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m カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn IV -3 測光タイマー中のサブ電子ダイヤル 


測光タイマー作動時のサブ蕾モダイヤルの機能を変更することびでさます。 

0：露出補正/絞り数値 

1: AF フレーム選択 

〈回> ボタンを押さずに、直接〈慰> で AF フレームを選択ずることびで 
をます。測光タイマー中に〈慰> を回すと、横方向の AF フレームを選択す 
ることびできます。冉 F フレーム自動選択は選択できません。ただし、 C.Fn 
III -12-2 を同時に設定すると、自動選おを選べるよラになります。 

露出補正、およびマニュアル露出時の絞り数値を設定ずるとさは、く因> 
ボタンを押して、〈魁|/猫〉を回しまず。 

2 :旧0感度 

<〇> を回すと、侶0感度を U アルタイムに変更することびできます。 

3 : AF フレーム選択+因三回 

く回> ボタンを押さずに、直接〈〇> で AF フレームを選択ずることびで 
きます。測光タイマー中に〈慰〉を回すと、横方向の AF フレームを選択す 
ることびできます。冉 F フレーム自動選択は選択できません。ただし、 C.Fn 
III -1 吕 -2 を同時に設定すると、自動選おも選べるよラになります。 

また、〈因> ボタンとく回> ボタンの機能び入れ替わります。く回> ボ 
タンを押しなびらく盤0を回すと、露出補正/絞り数値の設定を行ラこと 
びでさまず。 

4 :旧0感度+因ご ISO 

<〇> を回すと、侶0感度を U アルタイムに変更することびできます。 

また、く因> ボタンとく ISO > ボタンの機能び入れ替わります。〈150> ボ 
タンを押しながらく魁^〉を回すと、露出補正/絞り数値の設定を行ラこと 
びでさます。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn IV -4 SET ボタンの機能 


よく使う機能を、く©〉に割り当てることびできまず。撮影準備状態でく©〉 
を押します。 

0：通常（無効） 

1:ホワイトバランス 

背面表おパネルを見なびら、ホワイトバランスを変更することびでをま 
す。 

吕：画像サイズ 

背面表おパネルを見なびら、カード、画像サイズを蜜更することびでを 
ます。 

3 :旧0感度 

上面表示パネル、またはファインダー内を見なびら、 IS 曰感度を変更する 
ことびで定ます。 

4:ピクチャースタイル 

ピクチャースタイル設定画面び表示されます。 

日：記録機能とメディア-フオルダ 

メニュー[卜-記録機能とメディア.フオルダ！巧]画面び表示されまず。 

巨：メニュー表示 

< MENU > ボタンと同じになります。 

7:画像再生 

〈囚〉ボタンと同じになります。 


园ライブビュー撮霖 （ P .1 吕6)、または動画撮語 （ P .14 吕）ができる状態に設定さ 
れているときは、1〜7に設定してち、ライブビュー撮影/動画撮露が優先され 
ます。 


C.Fn IV -5 マニュアル露出時 Tv 、 Av 値設定 


0 : Tv 値=巡 / Av 値=〇 
1: Tv 値 = C )/ Av 値=滞 

大型スト□ボを使用したスタジオ撮該など、絞り数値を頻繁に蜜更する 
場合に有効です。 

また、マニュアル露出で AE 目を行うと、シャッター速度固定で、絞り数 
値び AE 巨に連動して変化します。シャッター速度はく因> ボタンを巧して、 
<^/〇> で設定することちでをます。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn IV -6 Tv / Av 値設定時のダイヤル回輯 


0 :通常 

1:設定万向を反転 

シャッター速度、絞り数値設定時のダイヤルによる設定ち向を反転させ 
ることびでをます。 

マニュアル露出時は く滋〉 〈類〉、それ政がの撮影モードでは〈巡^〉に 
よる設定方向び反転します。マニュアル露出時と、露出補正時の〈發〉に 
よる設定ち向び同じになります。 


C.Fn IV -7 レンズ未装着時の絞り数値設定 


0 :不可 
1:巧 

レンズをがした状態で絞り数値の設定を行ラことびで去ます。スタジオ 
撮謗など、撮影時の絞り数値び決まっているとをに、この機能を使って準 
倫してお<ことびでさます。 


C.Fn IV -8 WB / メディア•画橡サイズの設定 


〈 FUNC .〉 ボタンを押したとさに、ホワイトバランス、カード、画像サイズの 
選択•設定を、背面表おパネルで行ラか、メニュー画面で行ラかを選ぶことび 
でをます。 

0:背面表示パネル 
1:液晶モニター 

〈 FUNC .〉 ボタンを押すと、 y ニュー画面び表おされます。巧すごとに、 
[ホワイトバランス]、[画像サイズ]、[記録機能とメディア•フオルダ趕巧]の順で画面 
び切り換わります。 


01に設定してを、ライプビュー撮影時、および動画撮語時は、 〈 FUNC 〉 ボタンを 
巧すと、背面表示パネルを見なびら上記設定を行ラことびできます。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 


C.Fn IV -9 <^/みボタンの機能 


0 :プ□テクト（長押しで音青メモ記録） 

〈ゎ^み> ボタンを2秒間押すと、音声六モの記録び始まります。ボタンか 
ら指を離すと、音声六モの記録び終了します。 

1:音亩メモ記録（プ□テクト不可） 

〈ゎ V が ボタンを押ずと、すぐに音声メモの記録び始まります。ボタンか 
ら指を離すと、音声メモの記録び終了します。画像をプロテクトするとを 
は、 六ニュー [日’画像プ□テクト] で行います。 

吕：音亩メモ再生（長押しで記録） 

音声><モび付加された画像を再生し、く <>-/ を〉 ボタンを巧すと、音声六モ 
び再生されます。画儘再生中にく を > ボタンを 2 秒間押すと、音声;><モ 
の記録び始まります。ボタンから指を離すと、音声メモの記録び終了しま 
す。画像をプ□テクトするとをは、メニュー [日' 画像プ□テクト] で行います。 


C.Fn IV -10 〇 の FF > 時のボタン操作 


0：通常（有効） 

1:避|類 マルチコント□—ラーは無効 

電源スイッチを 〈 ON 〉 の位置にすると、く盤0 く慰>〈ミが〉で設定変更 
びできないようになります。ただしシャッターボタンで撮影することはで 
さます。 

不巧意な設定変更を防止し、同じ設定で続けて撮影したいとさなどに有 
効です。 


51 1に設定しても、電源スイッチが 〈 J 〉 の位置のときは、〈滋> <〇> く糸> で設 
定を蜜更することができます。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 


C.Fn IV -1 1 動画撮影の開始 


0 :通常（ライブビュー状態から） 

1 :く FEL> ボタンでクイックスタート 

にュー [ドライブビュー機能/動画機能設定] で、動画撮影 （P.142) びで 
きる設定になっているときは、撮影準備状態で 〈FEL〉 ボタンを押すと、す 
ぐに動画撮影び始まります。 


C.Fn IV -1 2 フォー カシングスクリーン 


フオーカシングスクリーンを交換したとさは、適切な露出で撮影するため、使 
用するスク U —ンのタイプに応じて、設定変更を行ってください。 

0 :囚 Ec-C IV 

標準フオーカシングスク U- ン（レーヴーマットタイプ）です。 

1:因 Ec-A，B| じ C Ml C 111， D， Hi し L 

レーザー マッ ト使用時に設定します。 

吕：回 Ec-S 

スーバープレシジョン マッ ト使用時に設定します。 

3 :圆 EoN, R 

ニューレーヴーマツト使巧時に設定します。 


W スーパープレシジョンマッ ト Ec-S とレンズの開放絞り数値について 

• F 1.8 〜 2.8 の明るいレンズに最適化されています。 

• F 1. 8より明るいレンズを使巧すると、中央部スポット範囲マーク、エ U ア AF 
フレームが見えにくくなることがあります。 

• F 2. S より暗いレンズを使用ずると、ファインダーび暗くなります。 

0 ♦ Ec - A 、 Ec - B 、 Ec - I 、 Ec - L は中央部びプ U ズムになっているため、評価測光、 
中央部スポット測光では適正な露出が得られません。中央部重点平均測光か、 
AF フレーム連動スポット測光（中央部を除 <) で撮穀して<ださい。 

• フオーカシングスク U - ンの交換ちまについては、フオーカシングスクリー 
ンの使用説明書を参照して く ださい。 
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mm カスタム機能で変更でさる内容 



各種タイマー保持時間 


ボタンから指を離したあと、タイマーによりその機能の設定状態び保持され 
る時間を変更することびでさます。 

しない：タイマーの作動時間は初期状態のままです。 

ずる：[登録] で設定した時間でタイマーび制御されます。 

登録：色砂、 ] 巨砂、レリーズ後タイマーの時間を、〇〜已9秒/1〜巨〇分の範 
囲で、それぞれ設定することびできます。設定び終了したら随用]を 
選びます。 

. 巨秒タイマー 

測光タイマー/ <*> ボタンによる冉 E □ック時に作動します。 

• 16秒タイマー 

く FEL 〉 ボタンによるマルチスポット測光時、 FE □ック時に作動し 
ます。 

* レリーズをタイマー 

通常、撮影簡こ2砂間作動します。時間を長くすると、同じ露出で 
冉 E □ック撮影を巧いやすくなりまず。 



レリーズタイムラグ最速イヒ 


通常は、レ U —ズタイムラグを安定化する制御び行われますび、この制御び 
行われないよラにして、レリーズタイムラグをさらに短くすることびでをます。 

0 :しない 


1:ずる 

絞り開放から約3段までの撮影で、レ U —ズタイムラグび通常時に比べ、 
最高約20%速くなります。 
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mm カスタム機能で変更できる内容 



アスぺクト比情報の付加 


ライブビュー撮影時、および動画撮影時に、設定した比率に応じた縦線び画 
面に表示されます。 6X 巨 cm、 巨 X4 .己 cm、4X 己 inch など、フィルム式の中判 
/大判カメラと同じ構図で、静止画を撮該することびでさます。 

撮影を行ラと、画像にアスペクト比情報び自動的に付加されます（卜 US ン 
グされた画像び、カードに記録されるねけではありません)。 

画像をパソコンに取り込み、付属のソフトウェア （Digital Photo 
Professional) を使用すると、撮該時のアスぺクト比で画儘び表示されます。 
0 : しない 4 : 比率 6 : 7 

1:比率巨： 6 日：比率日： 6 (四切） 

2: 比率 3 : 4 6: 比率日： 7 

3 : 比率 4 : 日（六切） 


m • ファインダー撮該時ち、情報び付加されます。 

• 情報が付加された画像をカメラで再生すると、比率に応じた縦線び表示され 
ます。 


C.Fn IV -16 オリジナル画像判定用データの付加 


0 :しない 
1:する 

撮影画像に、その画像びオリジナルであるか否かを判定するためのデー 
夕び自動的に付加されまず。判定用データび付加された画像を撮該情報表 
示 (P.1 已 7) で再生ずると、 〈 a> び表おされます。 

オリジナル画债の判定には、才 U ジナルデータセキュ U ティキット OSK- 
E3 (別売）び必要です。 
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MENU 


カスタム機能設定の登録と呼び出し ■ 


カスタム機能の設定内容を力^ラに3件まで登録することがでをます。 
スポーツ撮影用、スナップ撮影用、風景撮影用など、撮影シーンに分けて 
登録すると便利です。 

呼び出し操作を行ラと、カスタム機能の設定び、登録されている内容に切 
り換わります。 


カスタム機能設定げ態の登録 

j [カスタム機能設定げ態の登録-呼出]を選 
ぶ 

♦ [冉, ] タブの访スタム機能設定状態の登録 • 
呼出]を選び、〈©〉を巧します。 


2 [登録]を選ぶ 

♦ <©> を回して垣録]を選び、く©〉を 
巧します。 


3比ット]を選ぶ 

♦ 設定態を確認します。 

♦ <©> を回して登録する比ット *] を選 
び、く©>を巧しまず。 


4に K ] を選ぶ 

♦ <©> を回して [0 K ] を選び、く©〉を 
巧します。 

吟設定内容び[セット*]に登録され、登録 
内容び一覧で表示されます。〈©>を巧 
すと、手順2の画面に房ります。 


mmmI 


カスタムが g 風な 0) 锁•峭 


カスタム風が 0) 卽•恥 J 

m 

T. 12 り St7 け W1 り 2UM1S ••‘ 

し〇〇ぃ〇…-- 

n.1 2 34Si789W 

U. 12,009,00 0 

m. 12 3"( 89W11U け 14 け 1 い 7WW 
"-…107110 I 0 0 0 ぃぃ - 
が n34Si78 91011- ni4ISH 
«• H 3209 CC1 0 I • 10 0 

I かジド P 它ット2 セット3 


カスタムが S 樹巧 0) 銷イ出 
醜 

巧狂のカスタム g 臟を 
CFntZ ツト1じ卽します 
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mm カスタム機能設定の登録と呼び出し 


W [.冉 . C.Fn 1-1 巨： AE マイク□アジヤストメント][.な C . Fnl -17: FE マイク□アジヤストメント] 
[,9. C.Fn III -7 : AF マイク□アジヤストメント][.百. C.Fn IV -12： フォーカシングスクリーン] 

の設定は、登録内容に含まれません。 

51 [設定内容の確認]を選ぶと、登歸されている内容を一覧で確認することびできます。 
初期設定から変更されている項目の番号は、青色で表示されます。また、選択肢 
び番号し:!がの項目は、青い [*] 印で表示されます。 


カスタム機能設定巧態の呼び出し 

手順2で [呼肋 を選び、呼び出しを行う 比ット *] を選びます。 [0 K ] 
を選ぶと、カスタム機能の設定び、セット*に登録されている内容に切り換 
わ0ます。 
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MENU 


マイメニユーを登録する 


設定変更の頻度び高い^ニュー機能とカスタム機能を選んで、マイメ 
ニュータブに目項目まで登録することびでさます。 


311311 


1 


at ぺ替え 

m 

ミ朋瞧 

7 イメニューか 5 ま示 しない 


ホワイト A ランス 

MWB テ-夕き8 
WBH 正/的縱 


ピクチヤースタイル 

田誦船 


[マイメ ニ: L — の設定] を 選ぶ 

♦ [★] タブの [マイメニュー①設定] を選び、 
〈©>を押します。 

幢録]を選ぶ 

♦ <©> を回して 垣録] を選び、く©〉を 
巧します。 


登録する 

♦ <©> を回して項目を選び、く©>を押 
します。 

♦ 確認画面で [ OK ] を選び、く©>を巧す 
と登録されます。 

♦ 巨項目まで登録でさます。 

♦ く MENU > ボタンを巧すと手順2の画面 
に戻ります。 


マイメニューの設定について 

• 並べ替え 

登録した項目の並び順を変えることびでさます。[並べ替え]を選び、並 
び順を変える項目を選んで〈©〉を押します。[令]が表おされた状態 
で〈©>を回して並び順を変え、〈©〉を押します。 

• 削除/全項目削除 

登録した項目を削除することびでさます。[削除]を選ぶと]項目ずつ 
削除、 [を項目 削除]を選ぶと登録内容びすべて削除されます。 

• マイメニューから表示 

[ずる] に設定すると、；><ニュー画面を表示したときに [★] タブから 
表示されます。 
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MENU 


カメラ設定の巧巧と読み込み ~ 


撮影モードやメニュー、カスタム機能など、力^ラに設定されている内容 
を、カメラ設定ファイルとしてカードに保をずることびでさます。ファイル 
の読み込みを行ラと、保存されている内容と同じ設定状態になります。 

別の E 0 S -1 D Mark IV で読み込んで同じ設定状態にしたり、撮影シーン 
ごとに最適な設定を保存して使い分けることびでさます。 


カメラ設定の巧巧 



カメラ基本没をの登 a •巧 お 
カメラ 巧 ヒ 
i 巧制切 

t ン ヴーク IJ 一ニング 
フ7—ムウエア Vw .1.0.0 


[カメラ設定をメディアにおを•読込]を選 
ぶ 

♦[> りタブの [カメラ設定をメディアに I 呆存 • 

読込] を選び、く©>を押します。 



mm を選ぶ 

♦ <〇> を回して脯简を選び、く©〉を 
押します。 


保存先 




误行]を選ぶ 

♦ <〇> を回して读行]を選び、く©〉を 
巧します。 

設定内容びカードに保存され、手順含の 
画面に戻りまず。 


♦ [ファイル名を変更] を選ぶと、ファイル名 
(8 で宇)を任意に変更してか5保存する 
ことびでをます。 

操作方法については、86ページ『ファ 
イル名を変更する』を参照して<ださ 
し)。入力でさるで字数び異なりますび、 
文字入力の操作方法は同じです。 
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虹五 ED カメラ設定の保巧と読み込み 


巧巧される設定内容 

• 撮穀機能 

撮影モード+設定値、 IS 曰感度、 AF モード、 AF フレーム、測光モー 
ド、ドライブモード、露出補正量、スト□ボ調光浦正量 

• メニュー 機能 

[ a -] ホワイトバランス、 MWB データ登録、 WB 補正/巨 KT 設定、色空 
間、ピクチャースタイル、周辺光量補正 
[ a =] JPEG 画質、画像サイズ、撮影画像の確認時間、電モ音、カード 
なしレ U —ズ、が部スト□ボ制御（スト□ボ機能設定） 

[曰つ八イライト警告表示、 AF フレーム表示、ヒストグラム、拡大表示 
設定、巡^での画像送0 

[ V ] オートパワーオフ、記録機能とメディア-フォルダ選択（記録機 
能)、画像ま号、ファイル名の設定、織位置画像回転表示 
[ fr =] 液晶の明るさ、ライプビュー磯能/動画機能設定 
[ fr ;] センサーク U —ニング（自動ク U —ニング） 

[，な] カスタム機能 
[★] マイメニ ユー 


カメラ設定の読み这み 

手順2で[読込]を選ぶと、カードに記録されている力ラ設定ファイル 
び最大10件表示されます。希望するファイルを選ぶと、読み込みび行われ、 
保存されている内容と同じ設定状態になります。 


貢! • 日付/時刻、言語、ビデオ出力方式、および C . FnM 目、 C . Fnl -17. C.Fn III 
-7、 C.Fn IV -12 の設定は保をされません。 

♦ 1枚のカードに10件まで保巧でさます。すでに10件保巧されているとさは、 H 

上書さ保存するか、別のカードに交換ずるか、保をずるカードを変更してく ■ 

ださし、 

• E 0 S -1 D Mark IV な外で保巧したカメラ設定ファイルをこのカメラで読み込 
むことはでさません。 
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MENU 


カメラの基本設定の登録と呼び出し 


撮影モード、 AF モード、測光モード、ドライブモードなどの主要な機能 
の基本設定を、任意に設定して力;><ラに登録することびでさます。 

使用頻度の高い撮影設定状態に、瞬時に切0換えたいとさに便利です。 


基本設定の登録 


打!巧み.|*お9。 
カメラ騰をメディア1:熙•脱 
)1 力のお造爾鋪が 
カメラ沒ミ初がヒ 

が制切 

t ンヴークソ—ニンク 
フ7—ムウ i 7 Ver . 1.0.0 


[カメラ昼本設定の登録•呼出]を選ぶ 
♦[ド]タブの[カメラ基本設定の登録•呼出] 
を選び、く©〉を巧します。 

惜録]を選ぶ 

♦ <〇> を回して燈録]を選び、く©〉を 
押します。 


|'カメラが驳20)8» 1 

IHfet-h 

フ n ク亏ム ' 

ホワイトバランス 

EE 

ドライフモ-ド 

1仪化 

撇トド 

度） 

A 巧-ド 

ワンショット 

A 。 レ-ム 

自麵 



3 

4 

5 


項目を選ぶ 

• 〈殺〉を回して頂目を選び、〈©〉を}甲 
します。 

♦ 撮影モード、ホワイトバランス、ドライ 
ブモードなど、9項目の設定びでさます。 

項目の内容を設定する 

♦ く憩〉を回して内容を選び、く©>を押 
します。 

設定を終了ずる 

♦ く MENU 〉 ボタンを巧すと、設定び終了 
し、手順3の画面に戻りまず。 


基本設定の呼び出し 

手順2で[呼出]を選びます。カメラの設定び登録されている内容に切り 
換わります。 


51 呼び出しを行うと、[記録磯能]の設定が[標準]となり、露出補正、 AEB、 スト 
n ボ調光補正、 WB 補正/ BKT の設定を解除されます。 
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撮影の参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリーの 
紹介などを巧っています。また、章の最後には索引を設け、知り 
たいことが見つけやすいよラになっています。 




撮露機能の組み合わせ一質 

♦:自動設定〇:選択可能 a :選択不可/無効 


機能 

ファインダー撮影 

P 

Tv 

Av 

M 

Bulb 

画橡 サイズ 

JPEG 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAW 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAW + JPEG 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

旧0 感度 

自動設定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

手動設定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ピクチャー 

スタイル 

スタンダード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ポートレート 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

風景 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ニユートラル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

巧実設定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

モノクロ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ユーヴー設定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホワイト 

バランス 

才ート W 巨 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プリセツト W 巨 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

7ニユアル W 巨 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色温度指定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

WB 補正 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

WB-BKT 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色空間 

sRG 巨 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Adobe RGB 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

オートライティング 
オプティマイザ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

レンズ周辺光量補正 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

長秒時露光のノイズほ減 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

高感度撮影時のノイズ抵減 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

高間度側*階調優先 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


静止画は色空間の設定どおりに撮影されます。 


OLV 撮影 

1,動画撮影 

〇 

(静止画） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

動画 M 時 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

(静止画） 

〇 

♦* 

〇 

ホ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

(静止画） 

〇 

〇 
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システム回 



ST - E 2 270 EX 430 EX II 



580 EX II 



マク□リングライト マク□ツインライト 

MR -14 EX MT -24 EX 
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システム図 


n 

i 

■ 

r 

1 > 

e 

■ij 

u 

— 

臀 

IJ 


タイマー U モート U モート ワイヤレ X 

〕ント □- ラ-スイッチ ] ント日-ラ- 

TC -80 N 3 RS -80 N 3 LC - 已 



きみ 

ん の田卜 


ステレオ AV ケーフル 
AVC - DC 400 ST 


I csti ~ irn 化 ~ I. ■ .1 皿 向； I 
インターフエースケーフル 
IFC -200 U 


外部マイ： 

■ tfFf!a= 

HDMI ケーフル HTC -100 


ワイヤレスファイル 
トランスミッター 
WFT - E 2 II B 、 WFT - E ど 





テレビ/ビデオ 


に USB が部 y ディ 7] 

[USB GPS ュニット I 


インターフ I — スケーブル 
IFC -500 U 


無線 LAN 
アクセスポイント 



播 LAN アダプタ ー I 

[Ethernet 端す] 




USB ポー 

卜 


王 


パソコン 
Windows 7 
Windows Vista 
Windows XP 


を C 力ードス□ット I Mac OS X 


脚—ド 

冷 

soy モリーカー ド PC 力ー ド アダプター 




円な Grid 吕规応プリンター 


tWFT - E 2: ファームウエア Ver .2 .日.0しん b 
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INFO . カメラ設定のお認 

[.な C.Fn 11-1 日：撮影時の INFO . ボタン] 〔 p .2]7) を [1 :カメラ設定内容を表示] 

に設定し、撮影準備状態でく INFO .> ボタンを押すと、画像に関連する機能 
の設定内容を確認することびでさます。 



設定内容を表示する 

♦ 撮影準備状態で 〈 INFO .> ボタンを巧し 
ふ 〇 


£—ピクチヤースタイル （P.66) 


ビクチヤースタイルスタングード^ 

一設定内容 （P. 日 7) 

m 

03. € 0,6% 0,0 0 

一色空間 （P.9 吕） 

色空同 

sRGB 

「W 巨補正 （ID.79) / 

WB 巧正 / BKT 設を 0,0/±0- - — 

J 巨 KT 設定 Cp.80) 

だ+1だ+1/8だ-2/8 — & X _ 

-転送失敗画像あり* 

ファイル名 

BE 3 B L 

- FE マイク□アジャスト六ント 

臟可能巧巧 


Cp.213) 

m 467 

01462 

-ファイル名の設定 (P.86) 

<んする OS 

1 2009/09/18 13:10 - 

-曰付/時刻 (P.49) 


AE マイク□アジヤストメント 
(P.213) 


I—縦位置画债回転表示 （P. 1扫 2) 

I- QJCF 力ード、回 SD 力ードの撮影可能枚数 （P. 巨 1) 

—— AF マイク□アジャスト六ント （P.22]) 


ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 2 II 日、 WFT - E 2 使用時に、転送失敗画 
像があるとさのみ表示されます。 


B 初期状態で 〈 INFO .> ボタンを巧したときは、撮彰機能の設定状態が表示されま 
す （P.23)。 
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MENU 


電池情報の確認 


使用している電池の状態をメニュー画面で確認することびでさます。 


巧が用るご 

ネ 1 ..... ljl 

日巧/時巧 

’的/助ぶ13:10 


日が 

ビデ繼成 NTSC 

バツテリ-巧巧 

ライフビユ-胎/賴沒21^ 


[バッテリー情報]を選ぶ 
» [ V =] タブの [バッテリ-情報] を選び、く©〉 
を押します。 


バッテリ-欄 

巧用车 g LP - E 4 - 

パッ T リ—残容* 9 

版回を 55 

割旗 

劣化なし ■■■ 

17% 




使用している電池、または家庭用電源(別 
売）の型式が表示されます。 

残量び、電池チェック表示 （ P .3 日）とと 
ちに1%単位で表示されます。 

—使用している電池で撮影した回数び表示 
されます。充電を巧ラと回数がリセット 
されます。 

電池の劣化状態び3段階で表おされます 
( P .2 日)。 

□ □因（緑）：劣化していません 

■ □日（緑）：かし劣化しています 

■ □D (赤）：電池の買い換えをおす 
すめします 


W バッテリーバック LP - E 4 政外の電池は使用しないでください。カメラ本来の性能 
を発揮でさない恐れや、巧障の原因になることびあります。 


胃! • 撮影回数は、静止画撮影を行った回数び表示されます（動画撮憲は回数に含 
まれません)。 

• [細目①巧電時にキヤ U プレーシヨンをおすずめします]と表示されたとさは、3日ペー 
ジを参照してくださし、。 

♦ 電源スイッチを 〈 ON / J 〉 にしたときに、何らかの原因で電池と通信できな 
いとさは、 Uf ッテリーと通信できません]と表ちされますが、脚。を選ぶとその 
まま撮露できます。そのときは、上面表示パネルの電池チェックが〈亡 □〉 
(点口）の表示になります。 
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曰付/時計機能用電池を交換する— 

曰付/時計機能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約已年です。電 
源を入れたときに、曰付/時刻び U セットされるようになった5、次の手順 
で、新しい CR 2 日2日 U チウム電池に交換してください。 

曰付/時刻び初期化されまずので、必ず再設定してください （ P .4 目)。 




電源スイッチを 〈OFF> にして、電 
池を取り出す 

♦ バックアップ電池は、電池室の上部に収 
納されていまず。 


ふたを取り外す 

♦ ル型のプラスドライバーを使用して、ね 
じをゆるめ、ふたを取りがします。 

♦ 取りがしたふたとねじは、なくさないよ 
ラ注意してください。 





電池を取り出す 


新しい電池を入れる 

♦ (+) 側を上にして入れます。 


5ふたを取り付ける 


W 曰付/時計機能巧電池は、必ず CR 2 日2曰 I 」チウム電池を使用してください。 
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巧障かな？とおった 6 

「カメラび故障したのかな？」と考える前に、249〜2已已ページを参照 
してカメラをチェックしてください。なお、チェックしても状態び改善しな 
いとさは、別紙の修理受付窓□にご相談<ださい。 


電源関連 


付属の巧電器で電池が巧電でさない 

♦ キヤノン純正のバッテ U —パック LP-E4 を使用してくださし、。 


巧電器の 〈 CAL / CHARGE 〉 ランプが赤色に点滅した 
巧電器のランプが3つ点滅した 

♦ 3日、31ページを参照してください。 


電源スイッチを 〈 ON 〉 にしてもカメラが作動しない 

♦ 電池びカメラにきちんと入っているか確認してください （ P .32)。 
♦ 電池を充電してください （ P ぶ8)。 

♦ カードス□ットカバーび閉じているか確認してください （ P .3 巨）。 


電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしてもアクセスランプが点滅ずる 

♦ カードへの画像記録中に電源を切ると、数秒間はアクセスランプび点 
な/点滅します。画像記録び終了すると、自動的に電源び切れます。 


電池の消耗び早い 

♦ フル充電した電池を使用してください （ P ぶ8)。 

♦ 電池の性能び劣化している可能性びあります。メニュー [>= バッテリー 
情漸 で電池の祟化状態を確認してください （ P .247)。 莫化している 
とさは、新しい電池をお買い求め<ださい。 

♦撮影機能の設定状態の画面を表示したままにしたり （ P ぶ3)、ライプ 
ビュー撮影や動画撮影を長時間行ラと ( P .125. 141). 撮影可能枚 
数び少な< なります。 







故障かな？と思ったら 


電源び勝手に切れる 

♦ 才ートパワーオフ機能び働いています。自動的に電源び切れないよう 
にしたいときは、メニユ ー[> ‘才ートパワーオフ] を [切] にしてくださし、 


撮該関連 


レンズが装着でをない 

♦ EF-S レンスは使用でをません （ P .3 目）。 


カードが使えない 

♦ カードのトラプルに関するメッセージび表示されたとさは、38ペー 
ジ、または2已6ページを参照してください。 


撮影*記録びでさない 

♦ カードび正しくセットされているか確認してください （ P .3 巨)。 

♦ SD カード使用時は、ライトプ□テクトスイッチを上側にしてくださ 
い（13.36)。 

♦ カードの空さ容量びないとさは、空さ容量のあるカードに交換する 
か、不要な画像を消去してください （ P .36、 17白)。 

♦ ワンシヨット AF でピント含わせを行ったとさに、ファインダー内のを 
焦マークく ♦> び点滅するとさは撮影できません。もラー度シャッ 
ターボタンを半押ししてピントを合わせなおすか、手動でピントをを 
わせてください ( P .4 K 9已、1日0)。 


画像びボケて写っている 

♦ レンズの フォー カスモードスイッチを く AF > にしてください （ P .3 目)。 
♦ 手プレを起こさないよラに、シャッターボタンを静かに巧してくださ 
し、 （ P .40、 41)。 

♦ 手ブレ補正機能を搭載したレンズは、手プレ補正スイッチをく ON > 
にして < ださい。 


250 








故障かな？と思った 5 


露出を暗めに設定(補正）したのに、明るく撮影される 

♦ [冉, C.Fn II -4: 才ートライティングオプティマイザ] を [3: しなし リに設定し 

てください。[標準/弱め/強め]に設定されているときは、マニュアル露 
出、露出補正、スト□ボ調光補正で露出を暗めに設定（補正）しても、 
明るく撮影されることびあります （ P .81、 21已)。 


連続撮影可能枚数が少なぐなる 

♦ [.な C.Fn II -2: 高感度撮影時のノイス做 祝を [標華/弱め/しなしリのいずれか 
に設定してください。[強め]に設定されているときは、連続撮影可能 
枚数（バースト枚数）び大幅にかなくなります（0.214)。 

♦ 芝生など細かいパターンの被写体を撮影すると、]枚あたりのフアイ 
ルサイズび大さくなり、実際に連続撮影でさる枚数び、日]ページに 
目まとしておした連続撮影可能枚数よ0かな<なることびあります。 


旧0100に設定でさない 

♦ [，な C.Fn II -3 :高輝度側•階調優先]び[する]に設定されているときは、 
IS 日感度の設定範囲び IS 日2日〇〜になります。[しない]に設定すると、 
侶日10日び設定でさるよラになります（口ぶ1已）。 


〈 Av 〉 モードでスト□ボ撮影ずると、シャッター速度が遅くなる 

♦ 夜景などを背景にした暗い場所で撮影すると、主被写体ち背景も適正 
露出になるように、自動的にシトッター速度び遅くなります（ス□一 
シンク□撮影）。シャッター速度び遅くならないようにするときは、 
[冉, C.Fn 1-1 日： Av モード時のスト□ボ同調速度]を、 ] または2に設定して 
ください （ P .212)。 


スト□ボび発巧しない 

♦ カメラにスト□ボ（またはシンク□コード）びしっかり取り付け5れ 
ているかどラか確認してください。 
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故障かな？と思ったら 


スト□ボがいつちフル発光ずる 

♦ EX シリーズスピードライト政がのスト□ボを使用すると、常時フル発 
光します （ P .120)。 

♦ スト□ボカスタム機能の[調光ち式]が [ TTL 伯動調光)]に設定されて 
いると、常時フル発光します （ P .124)。 


スト□ポ調光補正びできない 

♦ スト□ボ側で調光補正量び設定されているとさは、カメラで補正量の 
設定はでさません。スト□ボ側の設定を解除（ゼ□に設定）すると、 
カメラで設定でさるよラになります。 


Av モード時に A イスピードシンク□がでをない 

♦ [.な C . Fnl -1 己： Av モード時のスト n ボ同調速度]を [0: 自動]に設定して< 
ださい （ P .212)。 


ライブビュー撮影びできない 

♦ ライブビュー撮影を行ラときは、；><モ U —力ードを使用してください 
(八ードディスクタイプのカードの使用はおすすめでをません)。 A - 
ドディスクタイプのカードは、メモ U —カードよりも使用可能温度び 
おいため、八ードディスクを保護する機能び作動して、ライプビュー 
撮影び一時的にでさなくなることびあります。カメラ内部の温度び下 
がると、ライブビュー撮影びでをるよラになります （ P .13 目)。 


ライブビュー撮影時に旧0感度、シャッター速度、絞り数値が設定で 
をない 

♦ [ LVO / IW 設定]を[静止画]に設定してください （ P .126)。 


ライブビュー撮影時にシャッター音び2回ずる 

♦ ライブビュー撮影時は、 ] 回の撮影でシャッター音び2回します 
( P .127)。 
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故障かな？と思った 5 


動画マニュアル露出撮影びできない 

♦ [LVO/ ■■設定]を風励に設定し、撮影モードを 〈M> (マニュア 
ル露出）にしてください （ P .142、 144)。 

動画撮影が勝手に終了ずる 

♦ 書さ込み速度び遅いカードを使巧すると、動画撮影び自動的に終了ず 
ることびあります。 CF カード使用時は、実隙の書さ込み/読み取り速 
度び 8 M 目/秒し U 上のカードを使用してください。 SD カード使用時は、 
SD スピードクラス巨 「 CLASS 食」政上の力ードを使用してください。 
なお、書さ込み/読み取0速度については、カードメーカーのホーム 
ページなどで確認してください。 

♦ 動画撮影を開始してか5ファイルサイズび 4 G 巳に達した時点、または 
29分已目秒経過すると、動画撮影び自動的に終了します。 

動画撮影時に被写体がゆがむ 

♦ 動画撮影中にカメラを素早く左ちに動かしたり（高速パンニング)、動 
きのある被写体を撮影すると、像びゆびむことびあります。なお、動 
画記録サイズを] 28日 X 72日、640 X 480に変更して撮影すると、 
ゆびみび改善することびあります （ P .1 日1)。 

動画撮影中に静止画を撮影ずると、動画撮影が終了ずる 

♦ 動画撮影中に静止画を撮影するとさは、 UDMA 転送に対応した CF 
カードの使用をおすすめします。 

♦ 静止画の画像サイズをルさくしたり、連続撮影する枚数を少なくする 
と、巧善することびあります。 

動画が再生でをない 

♦付属のソフトウェアなどを使用して、パソコンで編集した動画は、力 
メラで再生でさません。 
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故障かな？と思ったら 


動画を再生ずると操作音や作動音がずる 

♦ 動画撮影中にダイヤル操作やレンズ操作を行ラと、その操作音ち録音 
されます。市販のが部マイクの使用をおすすめします （ P .1 日3)。 


表示.操作関連 


液晶モニターの表示-画像が不鮮明になる 

♦ 液晶モニターびよごれているとをは、眼鏡ふさや、やね5かい巧など 
でふいて < ださし、。 

♦ 低温下、または高温下では、液晶の特性上、表示反応び遅くなったり、 
表示び黒くなったりする ことび ありますび、常温に戻れば正常に表示 
されるよラにな0ます。 


画像の一部が黒<点滅ずる 

♦ にュー [日= A イライト警告表示] び [する] に設定されています 
( P .1 已7)。 


画像にホい巧が表示される 

♦ メニュー [日= AF フレーム表玩 び [ずる] に設定されています （ p . l 已8)。 

画像び消去でをない 

♦ 画像にプ□テクトびかかっていると消去でさません （ P .172)。 

ファイル名の巧頭夕字びアンダーパー （ r _ j ) になる 

♦ 色空間を sRG 巳に設定してください。 Adobe RGB に設定されている 
とさは、先頭文字びアンダーバーになります （ P .92)。 

ファイル名の4文:字目が変化ずる 

♦ メニュー [>‘ ファイル名の設定] で、カメラ固有のファイル名、または 
ユーヴー設定1に登録したファイル名を選択して<ださい ( p .86 )o 
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故障かな？と思った 5 


画像番号び0001か6始ま6ない 

♦ 画像び記録されているカードを使用すると、その画像に付け5れた 
番号の続さ番号になることびあります ( p .88 )o 

撮影年月日/時刻が正し <表示されない 

♦ 日付/時刻び正しく設定されているか確認してください （ P .49)。 

テレビに画像が表示をれない 

♦ ステレオ AV ケーブル、または HDMI ケープルのプラグび根元までしつ 
かりと差し込まれているか確認してください （ P .170、 171)。 

♦ ビデオ出力方式 （ NTSC / PAL ) をテレビと同じ方式に設定してくだ 
さい （ P .170)。 

♦ 付属のステレオ AV ケープルを使用してください ( p . l 70 )o 


音声メモび再生でをない 

• [.な C.FnIV •日： <>^>1 ボタンの機能] を [2: 音声メモ再生（長巧しで記録)] に 

設定してください （13.17 日、231)。 


センサーク y - ニング関連 


センサークリーニング中にシャッター音がずる 

♦ [今ずぐクリーニング .’ D ] を選んだとさは、シャッターの作動音び3回し 
ます （ P .184)。 


印刷巧連 


印刷効果の項目が説明書より少ない 

♦ 表おされる内容は、プ U ンターの機種により異なります。本書ではす 
ベての項目を記載しています （ P .1 目4)。 
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エラー 表巧 


エラー番号 


Err 01-1 

カメラとレンスの胜ホ良です • 
レンスの接なち满»して 
<だごい 


原因-巧処方法 


カメラに 異常が発生すると、 エラー 画面び 
表示されます。表示される内容に従って対応 
して < ださし、。 


番号 

メッセージ/巧処方法 

01 

カメラとレンズの通信不良でず。レンズの接点を清掃して<ださい 

カメラ/レンズの接点清掃、純正レンズを使巧する （ P .13、16) 

02 

カードホにアクセスでさません。カード*を入れなおずか、交換するか、 
このカメラで初期化してください 

力ード抜き差し、力ード交換、力ード初期化 （ P .36、 已日） 

04 

カードホがいっぱいになったため、記録でさませんでした。カード*を交 
換して<ださい 

力ード父換、不要画像の消去、力ード初期化 （ P .36、 179、已日） 

06 

センサークリーニングができませんでした。電源スイッチを入れなおして 
<ださい 

4電源スイッチ操作 （ P .34) 

10. 20 
30. 40 
50. 60 
70, 80 
99 

エラーが発生したため撮影でをません。電源スイッチを入れなおすか、電 
池を入れなおしてください 

今電源スイッチ操作、電池出し入れ、純正レンズを使用ずる ( p .34, 

32) 


* 上記の対処を巧ってもエラーび表示されるとをは、エラー番号を控えて別紙の修理受 
付窓口にごホ目談ください。 
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まな仕様 

■型式 

型式 . 

記録媒体 . 


撮像画面サイス 
使用レンズ . 

レンズ7ウント 

■撮像素子 

形式 . 

カメラ部有効画素, 
アスペクト比 ........ 

ダスト除去機能 

■記録お式 

記録フォーマット. 
画像タイプ . 

記録画素数 . 


記録機能 . 

フオルダ作成/還択 

ファイル名 . 

画像番号 . 


デジタルー眼レフレックス AF • AE カメラ 
CF 力ード（タイプし II 準拠、 UDMA 対応)、 SD メモ U - 
カード、 SDHC メモリーカード 
* ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 2 II 日、 
WFT - E 2 ロァームウエア Ver .2 .日.0政上）装着時、 

US 己外部メディアに記録可能 
27.9 X 1 8.6 mm 

キヤノン EF レンズ群 （ EF - S レンズを除く） 

(有効撮影画角は、レンズ表記焦点距離の約1 .3 倍に相当） 
キヤノン EF マウント 

CMOS センサー 
約161日万画素 
3:2 

自動、手動、ダストデ IJ ートデータ付加 


DCF 2.0 

JPEG , RAW ( Mbit . キヤノン独自） 
RAW + JPEG 同時記録可能 
ラージ：約1600万 (4896 X 3264) 画素 
ミド J レ1:約124白万 （4320 X 2880) 画素 
S ド J レ2 :約 S 4 日万 （3 已已 2 X 2368) 画素 
スモール：約4日日万 (2448 X 1632) 画素 
RAW :約1600万 (4896 X 3264) 画素 

M-RAW :約900万 （3672 X 2448) 画素 
S-RAW :約400万に448 X 1 632) 画素 
標準、自動切り換え、振り分け、同一書き込み 
可能 

カメラ固有設定、 ユー ヴー設定し ユー ヴー設定2 
通し番号、オートリセット、強制リセット 



257 



















主な仕様 


■画像処理 

ピクチャースタイル . スタンダード、ポートレ ーK 風景、ニュートラル、忠実設 

定、モノク□、ユーヴー設定！〜3 

ホワイトバランス . オート、プリセット（太陽光、日陰、くちり、白熱電球、白 

色堂光灯、スト n ボ)、マニュアル（已件)、色温度指定 
(2 巳00〜10000 K)、 カスタムホワイトバランス（已件） 

ホワイトバランス補正、ホワイトバランスブラケティング可 
能 

* 色温度情報通信対応 

ノイズほ減 . 長秒時露光、高感度撮影に対応 

画像の明るさ自動補正 ...... オートライティングオプティマイザ機能により対応 

高輝度側•階調優先 . 可能 

レンズ周辺光量補正 . 可能 

■ファインダー 

ち式 . ペンタプリズム使巧、アイレベル式 

視野率 . 上下/左ちとわ約1日日％ 

倍率 . 約 0.7 日倍（己 0mm レンズ ■ 〇〇 ■—Im— り 

アイポイント . 約2日 mm (-Im-i 時/接眼レンズ中むか 5) 

視度調整範囲 . 一3.日〜十1 .Om— 1 (dpt) 

アイピースシャッター ...... 内蔵 

フオーカシング 

スクリーン .Ec-CIV 標準装備、交換可能 

ミラー . クイックリターン式 

被写界深度確認 . 可能 

■才ートフオーカス 

ち式 .TTL 二;欠お像位相差検出方式 

測距点 . 4日点 （3 目点：ク n ス測距点+6点） 

輝度嚴固 .EV - 1〜 1 S (苗温-に日10 0) 

フオーカスモード . ワンショット AF、AI ヴーボ AF、 手動 （MF) 

AF 補助光 .E 日 S 用外部スト□ボの AF 補助光による 

AF 微調整 .AF マイク□アジャストメントにより対応 
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まな 仕様 


■露出制御 

測光ち式 . 目3分割 TTL 開放測光 

■評価測光（すべての AF フレームに対応） 

-部分測光（中央部-ファインダー画面の約13.巳％) 

-スポット測光（中央部-ファインダー画面の約3.8%) 

-中央部重点平均測光 

測光靠囲 .EV 日〜20 (常温. EF50mm F1.4 USM 使用-に010 0) 

露出制御ち式 . プ n グラム AE 、 シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE、 マニ ュア 

ル露出、バルブ 

ISO 感度 . 自動設定（に日 Auto)、IS 日1日日〜12800任意設定（1/3、 

(推奨露光指数） 1 段ステップ)、および L (IS 日已〇相当)、 H1 (13025600® 

当)、 H2 (ISO 巳1200相当)、 H3 (IS 日1曰24日日相当）の感 
度拡張び可能 

露出補正 . 手動、 AEB (手動露出巧正との併巧可能） 

浦正量：1/3、1/2段ステップ±3段 

AE □ック . 自動；ワンショット AF ■評価測光時、合焦と同時に AE □ック 

手動： AEn ックボタン巧しによる 

露出基準微調整 .AE マイク□アジャストメントにより対応 

■シャッター 

あ式 . 電子制御式、フォーカルプレーンシャッター 

シャッ ター速度 . 1/8日日日〜3日秒、バルブ（すべての撮影モードを合わせ 

て） 

X二1/3日日秒 （E 日 S 巧外部スト n ボ使巧時） 

■ドライブ関巧 

ドライブモード . 1枚撮影、高速連続撮影、低速連続撮影、セルフタイマー 

1日秒、セルフタイマー2秒、ヴイレント1枚撮影 

連続撮影速度 . 最高約10コマ/秒 

連続撮影可能枚数 . JPEG ラージ：約 8 己枚（約 121 枚） 


RAW :約2目枚（約28枚） 

RAW+JPEG ラージ：約2日枚綱2日枚） 

* 当社試験基準 4GB カードを使巧し、当社試験基準 
(高速連続撮影、 JPEG 画質： 8、 IS01 日0、ピクチヤー 
スタイル： スタンダード）で測定 
* () 巧の数値は、当社試験基準 Ultra DMA (UDMA) モー 
ド 6 対応、 1目 GB カード使用時の枚数 
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主な仕様 


■外部スト□ボ 

対応スト□ポ .EX シ U —ズスピードライト（カメラ側操作で機能設定巧 

能） 

調光ち式 .E-TTLII 自動調光 

スト□ボ調光補正 . 1/3、1/2段ステップ±3段 

FEn ック . 可能 

シンク□端子 . あり 

調光基準微調整 .FE マイク n アジャストメントにより対応 


■ライブビュー撮影機能 

フオーカス . ライプモード、顔優先ライブモード（コントラスト検出ち 

式)、クイックモード（位相差検出方式） 

手動ピント合わせ（己倍/1日倍拡大確認可能） 

測光ち式 . 撮像素モによる評価測光 

測光嚴固 .EV 〇〜20 (常温- EF 已日 mm F1.4 USM 使用- 

に010 0) 

グ U ッド表示 . 2種類 

■動画撮影機能 

映像圧縮ち式 .MPEG-4 AVC/H.2 目4 

巧蜜（平均）ビットレートち式 

音声記録ち式 . I」ニア PCM 

記録あ式 .M 日Vお式 

記録サイズ/ 

フ レームレー ト .1920X 1080 (Full HD): 3日 p/2 己 p/24p 

1280X720 (HD) : 6己 p/ 已 Op 

640 X 480 (SD) : 6日 p/ 已日 p 

* 30p : 29.97 fps. 2已 p : 2己. Ofps、24p : 23.976 fps、 
60p : 59.94 fps. 己 Op: 巳0.0 fps 

フアイ J レヴイズ . 1目 2 日 X1 白 80 (30p/2 己 P/24P): 約 330M 巨/分 

1280X720 (60p/50p) :約 330M 巨/分 
巨40 X 480 (60p/ 巳日 P) :約16已 M 巨/分 

フオーカス . ライブビュー撮影機能のフオーカスに準ずる 

測光ち式 . 撮像素モによる中央部重点平均測光と評価測光 

*フオーカスモードにより自動設定 

測光嚴固 .EV0 〜20 (常温- EF 已日 mm F1.4 USM 使用- 

に010 0) 

露出制御 . 動画撮影用プ n グラム AE (露出補正可能)、マニュアル露 

出 
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まな仕様 


ISO 感度 . 自動露出撮影時：自動設定 

マニュアル露出撮霖時： 

自動設定 OSOAuto)、ISO 1日〇〜12800任意設定 
(1/3、1段ステップ)、および H1(IS 日2已目日0相当)、 

H2 (ISO 己1200相当)、 H3 (IS01 02400相当）の感度お 
張び可能 


録音 . 内蔵モノラルマイク 

外部ステレオマイク端モ装備 
グI」ッド表示 . 2種類 

■液晶モニター 

あ式 .TFT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ/ドット数 ....... 3.日型、約92万ドット （VGA) 

視野率 . 約100% 

明るさ調整 . 手動 （7 段階） 

メニュー表示言語 . 曰本語、英語 

■再生機能 

画像表示あ式 . 1枚、1枚+情報（画像サイズ、撮影情報、ヒストグラム)、 

4枚インデックス、目枚インデックス、画像回転可能 
拡大ズーム倍率 . 約1.己〜10倍 

画像表示検索 . 1枚、10枚、100枚、撮影曰、フォルダ、動画、静止画 

八イライト警告 .A イライト部分点滅表示 

AF フレーム表示 . 可能 

スライドショー . 全画像、フォルダ、曰付、動画、静止画 

画像プ n テクト . 可能 

画像コピー . 可能 

バックアップ . ワイヤレスファイルトランスミッター WFT-E2 II巨、 WFT- 

E2 (ファームウエア Ver.2.0.0 な上）装着私外部メディ 
アにバックアップ巧能 
音声メモ . 記録/再生可能 

動画再生 . 可能（液晶モニター、映像/音声出力、 HDMI 出力） 

スピーカー内蔵 

■ダイレクトプリント機能 

巧応プ U ンター .Piet 巨 rid 呂 e 対応プ U ンター 

印刷対応画像 .JPEG 画像、 RAW 画像 

印刷指定 .DP0F ノ（ージヨン1 . 1準拠 


261 


■ 

























主な仕様 


■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 仁 . Fn I 〜 IV 全邑2種 

カスタム機能設定登録 ...... 3セット登録巧能 

カメラ設定保存 . 1枚のカードに最大10件登録可能 

カメラ基本設定登録 . 9項目設定可能 

マイメニュー登録 . 日項目登録可能 

著作権情報 . 設定/付加可能 

■インター フェー ス 

映像/音声出力- 

デジタル端子 . アナ n グ映像 （ NTSC ， PAL 対応）/ステレオ音声出力 

パソコン通信、ダイレクトプ U ント用 （ Hi-Speed USB 巧 
当） 

HDMI ミニ出力端子 . タイプ C (解像度自動切り換え） 

外部マイク入力端子 . ゆ3.已 mm ステレオ S ニジャック 

U モコン端モ . N 3タイプの U モコンに対応 

拡張システム端子 . ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 2 II 日、 WFT - 

E 2 (ファームウエア Ver .2.0 .日な上）接続用 

■電源 

使用電池 . バッテ U -パック LP - E 4、 1個 

* AC アダプターキット ACK - E 4 (別売）使用により 、 AC 
駆動可能 

電池情報 . 電池チェック6段階、残容量、撮影回数、劣化度確認可能 

撮影可能枚数 . ファインダー撮影： 

常温 （+23 ご）約1己0日枚、ほ温（日に）約1200枚 
ライブビュー撮影： 

常温 （+23 ご）約270枚、低温（日で）約230枚 
* CIPA 試験基華による 

動画撮影可能時間 . 常温 （23 で）：合計約2時間4日分 

低温（日に）：合計約2時間2日分 
* フル充電のバッテ U —パック LP - E 4 使用時 
曰付/時計機能用電池 ....... U チウム電池 CR 202 已、1個 

■大ささ-質量 

大ささ . 156 (幅） X 156.6 (高さ） X 79.9 (奥行 ） mm 

質量 . 約1 180 g (本体のみ） 

■動作環境 

使巧可能温度 . 0ご〜+ 4己む 

使巧可能湿度 . 8己％け下 
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まな仕様 


■バッテリーパック LP - E 4 


巧式 . 充電式 U チウムイオン電池 

公郁電圧 . DCl 1.1 V 

容量 . 23日日 mAh 

大ささ .68.4 (幅） X 34.2 (高さ） X 92.8 (奥行 ） mm 

質量 . 約 180 g (保護カバーを除 <) 

■バッテリーチヤージヤー LC - E 4 

あ式 . バッテ U - パック LP - E 4 専用充電器 

充電時間 . 約2時間/1本 

定格人力 . AC 1 白日〜24日 V (己0/扫 OHz ) 

□ C 12 V /24 V 

定格出力 . DCie . eV 1.己巳 A 

電源コード . 約 2 m 

使用可能温度 . 日に〜+4日で 

使用可能湿度 . 8已％政下 

大きさ . 1 已已（幅） X 已 2.3 (高さ） X 日巳（奥巧） mm 

質量 . 約340邑（電源コード、保護カバーを除く） 


♦ 記載データはすべて当社試験基準によります。 

♦ 製品の仕様および外観の一部を予告な<蜜要することびあります。 

♦ 他社製のレンズを使用して不具合び生じた場合は、そのレンズメーカーへお問い合 
わせ <ださい。 
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商標について 

• Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムス社）の商標です。 

参 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標、または 
登録商標でず。 

♦ Macintosh 、 Mac 日 S は、米国および他の国で登録された、米国アップル社の商標、 
または登録商標でず。 

参 CompactFlash (コンバクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

♦ SDHCarr は商標です。 

• HDMl 、 HDMI □ユおよび High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing LLC の商標または登録商標でず。 

• DCF # は、（社）電モ情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登録商標です。 
DCF □コマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「Design rule for Camera File 
System 」 の規格を表す団体商標です。 

• その他、本書中の社名や商品名は、鲁社の登録商標または商標でず。 

* DCF は、主としてデジタルカメラの画像を関連機器間で簡便に利用しあラことを目的 
として制定された（社）電子情報技術産業協舍 CJEITA ) の規格の 「 Desi 呂 n rule for 
Camera Ale System 」 の略称です。 

* このデジタルカメラは、 DCF 2.0 tExif 2.21 媛称に xifPrint 」） に対応していま 
す 。 Exit Print は、デジタルカメラとフリンターの連携を強化した規格です 。 Exif Print 
対応のプ U ンターと連携することで、撮影時のカメラ情報をまかし、それを最適化し 
て、よりきれいな印刷出力結果を得ることびでさます。 


巧害電渡自ま規制について 

この装置（カメラ）は、クラス己情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用 
することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して 
使用されると、受信障害を引さ起こすことがあ0ます。使巧説明書（本書）に従って 
正しい取り扱いをして下さし、。 

VCCI - 己 


MPEG -4 使用許諾について 

"This product is licensed under ATST patents Tor the MPEG -4 standard 
and may be used for encoding MPEG -4 compliant video and/or decoding 
MPEG -4 compliant video that was encoded only (1 )for a personal and 
non-commercial purpose or (2) by a video provider licensed under the 
AT&T patents to provide MPEG -4 compliant video . No license is granted 
or implied for any other use for MPEG -4 standard ." 

* 規定により英語で表記しています。 
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アクセサリーは、キヤノン純正品のご使用をおすずめしまず 

本製品は、キヤノン純正の専用アクセヴ U —と組み合わせて使用した場合に最適な性 
能を発揮するよラに設計されておりますので、キヤノン$ち正アクセヴ I 」一のご使用を 
おすすめいたします。 

なお、純正品政外のアクセヴ U - の不具合（例えばパ‘ッテ U - バックの液漏れ、破裂 
など）に起因することび明らかな、故障や発火などの事故による損害については、弊 
社では一切責任を負いかねます。また、この場合のキヤノン製品の修理につさまして 
は、保証の对象外となり、有償とさせていたださます。あらかじめご了承ください。 


アフターサービスについて 

1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛か 
りは、お客様にてご負担願います。 

2. 本製品の補修巧性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品） 
は、日本国内において、製造巧ち切り後7年間を目安に保有しています。 
したびって期間中は原則として修理をお受けいたしまず。なお、故障の 
原因や内容によっては、期間中でち修理び困難な場台と、期間後でち修 
理び可能な場をびありますので、その判定につをましてはお買い上げ店、 
または別紙の修理费付窓□にお問い合わせください。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、 
修理箇所を明確にご指示の上、十分な捆包でお送りください。 


胃！ 撮影 画角について 

撮影画面は、3已 mm 判力ラの撮 
影画面よりかさいたゆ、装着したレ 
ンズのち効撮影画角は、「表記焦点 
距離 X 約 1.3 倍」相当になります。 


-一撮影画面 

(27 .目 X 1 8.6 mm ) 

-- 3已 mm 判フィルム撮影 
画面 （3 目 x 24 mm ) 
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MEMO 


10 秒後/ 2 秒後撮影 . 102 

1280 X 720. 1已1 

1920 X 1080. 1已1 

1め撮影 . 101 

1枚表示 . 1已目 

4枚/目枚（インデックス表示） ........ 1已9 

巨 40 X 480. 151 

AC アダプターキット . 33 

AC 電源 . 33 

Adobe RGB . 92 

AEB . 114, 209 

AE マイク n アジヤストメント ........ 213 

AE □ック . 11己， 212. 227 

AF ーピント合わせ 

AF スタートボタン . 41 

AF ストップボタン . 220 

AF フレーム数 . 223 

AF マイク n アジヤストメント . 221 

AI SERVO ( AI ヴーボ AF ). 96 

作動特性 . 218 

測距点還択特性 . 219 

被写体追従敏感度 . 218 

Av (絞0優先 AE ). 110 

B/W . 67, 69 

Bulb CKJ レブ） . 116 

CF カードーカード 

DC カプラー . 33 

DP 0 F . 199 

E-TTL II 調光方式 . 123, 21已 

EX スピードライト . 119 

FEB . 123 

FE マイク n アジヤストメント . 213 

FE □ック . 119 

Full HD . 141 


HDMI . 163,171 

に巳プ n ファイル . 92 

ISO 感度 .64. 146, 208 

感度拡張 . 208 

自動設定けート） . 65 

JPEG (ジ'エイペグ） . 已9 

LVO / •■設定 . 12白，142 

M (マニュアル露出） . 112,144 

iiW も'… マ—ク . 4 

MF (手動ピント合わせ） ...... 1日日，138 

M-RAW C ミド J レ□ウ） . 已9, 62 

MWB . 73 

NR (印刷） . 194 

NTSC . 1已1,17己 

ONE SHOT (ワンショット AF ) …….目已 

PAL . 1已1,17白 

Piet 己 ridge . 189 

P (プ n グラム AE ). 106 

RAW (ロウ） . 已9, 62 

RAW+JPEG . 60 

SD 力ードーカード 

©ボタン . 44 

S-RAW (スモール n ウ） . 已9, 62 

sRG 己 . 白2 

Tv (シャッター優先 AE ). 108 

Ultra DMA ( UDMA ). 37,1已日 

USB (デジタル）端子 . 190 

VIVID (印刷) . 194 

W 巨ーホワイトバランス 

WFT の設定 . 48 

アイカップ . 40 

アイピースシャッター . 117 

アクセヴ I 」ーシュー . 17 

アクセスランプ . 19, 38 
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圧縮率 . 63 

媛幕シンク n . 122 

アフターサービス . 265 

色あし、 . 68,19扫 

色温度指定 . 78 

色空間 . 92 

色の濃さ .68. 196 

印刷 . 189 

印刷効果 . 1目4,196 

EP 刷指定 （ DPOF ). 199 

傾き（角度）巧正 . 197 

卜1」ミンク’ . 197 

ピクトブ1」ッジ . 189 

用祇設定 . 192 

レィァウト . 193 

インデックス表示 . 1已9 

ウ J レトラ DMA . 37,150 

液晶モニター .13. 17 

明るさ調整 . 180 

画像の再生 . 156 

撮影機能の設定状態 . 23,217 

メニュー表示 . 44, 4目 

エラー表示 . 256 

才ート ISO . 日巳 

オートパワーオフ .34. 52 

オートフオーカスーピント合わせ 
オートライティング 

オプティマイヴ . 81，21巳 

才ート I 」セット . 89 

才 I 」ジナル画像判定用データ . 234 

温黒調（印刷） . 194 

音声メモ 

記®^ . I /4 

再生 . 17巳 

音量（動画再生) . 166 


力ード . 13, 36,己0 

入れ忘れ防止 . 52 

初期化（フオーマット） . 50 

トラブル . 38 

カードなしレ I 」ーズ . 52 

回転（画像) .162. 182 

外部ストロボ-►スト□ボ 

外部メディア . 22,4目 

開放 FNo . ( AF 測距) . 98 

拡大表示 . 138,161 

拡張子 . 87 

拡張システム端子 . 18 

各部の名称 . 16 

カスタム機能 . 204 

_括解除 . 204 

設定登録 . 23巳 

カスタムホワイトバランス . 72 

画像 

AF フレーム表示 . 158 

インデックス . 159 

拡大表お . 161 

コピー . 176 

再生 . 156 

撮影1青幸 g .128. 148,157 

白動回転 . 182 

自動再生 . 168 

ジャンプ表示（画像送り） . 160 

手動回転 . 162 

消去 . 17白 

テレビで見る . 163,170 

A イライト警告 . 157 

パックアップ . 46 

ヒストグラム . 158 

な護（プ n テクト） . 172 

画像送り（ジャンプ表示） . 160 
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索引 


画像サイズ . 

. 已9 

自動付加 . 

. 87 

画像番号 . 

. 88 

画素数 . 

. 60 

家庭巧電源 . 

. 33 

カメラ 


構え方 . 

. 40 

カメラブレ . 

. 118 

設定初期化 . 

. 已3 

設定内容表示 . 

. 246 

カメラ基本設定登録 . 

. 24白 

カメラ設定保巧 . 

. 238 

感度 ( ISO ). 

. 白4 

キャプション . 

. 76 

強制リセット . 

. 89 

記録画質 . 

. 已9 

記録機能 . 

. 已7 

クイックモード . 

. 136 

ク U —— ング . 

. 184 

グ U ッド表示 . 

130. 1巳1 

ク□ス測距 . 

. 99 

ケープル .3. 163, 

170,171 

ケープルプ n テクター . 

. 26 

言呈 

. 49 

高感度撮影時のノイズ低減... 

. 214 

高輝度側-階調優先 . 

. 21已 

合焦マーク . 

. 9已 

高速連続撮影 . 

. 101 

コード .3.163. 170. 171 

故障かな？ . 

. 249 

ゴごの写0込み防止 . 

...27. 183 

つントラスト . 

... 68 . 19色 



ヴーボ AF. 96 


再生-•■画像 


最速化（タイムラグ） . 233 

サイレント1枚撮影 . 101 

先幕シンク n . 122 

撮影画角 . 265 

撮影画像の確認時間 . 181 

撮影可能枚数 . 35, 61,129 

撮影機能の組み合わせ一覧 . 242 

撮影機能の設定状態 . 23, 217 

撮影準備状態 . 41，4已 

撮影情報表示 . 128, 148,1已7 

撮影モード . 21 

絞り優先 AE . 110 

シャッター優先 AE . 108 

バルブ . 116 

プ□グラム AE . 106 

マニュアル露出 . 112 

撮像素子の清掃 . 183 

サブ電子ダイヤル（慰） . 34,43 

兰脚ねじ巧 . 16 

システム図 . 244 

自動切り換え . 已7 

自動再生（スライドショー） . 168 

自動清掃 . 184 

自動選択 ( AF ). 97 

視度調整 . 40 

絞り込み . 111 

絞0優先 AE . 110 

シャープネス . 68 

シャッターボタン . 41 

シャッター優先 AE . 108 

ジャンプ表示（画像送り） . 160 

十字測距 . 99 

充電 . 28 

周辺光量補正 . 82 

手動ピント合わせ . 100,138 

仕様 . 257 
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索引 


消去（画像） . 179 

商標 . 264 

照明（表示パネル) . 116 

初期化（フォーマット） . 50 

白黒（印刷） . 194 

白黒写真 . 67, 69 

白飛び . 157 

シンク n 設定 . 122 

シンク n 接点 . 17 

シンク n 端子 . 120 

スーパ ー- r ンポーズ . 22巳 

スタンダード . 66, 200 

ス I - ラップ . 26 

スト n ボ 

FE □ック . 119 

外部スト n ボ . 119,120 

カスタム機能 . 124 

機能設定 . 121 

シンク □ (先幕/媛幕） . 122 

調光補正 . 119 

同調速度 .120. 212 

ミ凡用ストロボ . 120 

スト n ボメータードマニュアル ...... 124 

スポット測光 . 104 

スモール（画像サイズ） . 己目 

スモール n ウ . 已9.日2 

スライドシヨー . 168 

静音撮影 . 101 

静止画—画像 

セイフティシフト . 210 

設定初期化 . 己3 

セピア調（モノク□写真） . 69 

セルフタイマー . 102 

全押し . 41 

センサーク1」ーニング . 184,187 


測光タイマー . 130,1已2, 233 


測光モード .104. 211 



ダイレクトプ IJ ント^印刷 


ダストデリートデータ . 18巳 

縦/横位置 AF フレーム . 226 

縦位置画像回転表示 . 182 

中央部重点平均測光 . 104 

忠実設定 . 67 

調光補正 . 119 

長時間露光（バルブ) . 116 

調色（モノク□写真) . 69 

長砂時露光のノイズ低減 . 214 

著作権情報 . 90 

低速連続撮影 . 101 

デジタル端子 . 190 

手ブレ . 41 

テレビで見る . 1目3,170 

電源 

オートパワーオフ . 52 

家庭用電源 . 33 

キャリブレーション . 30 

撮影巧能枚数 . 3己，目し12目 

充電 . 28 

スイッチ . 34 

電池情報 . 247 

電池チェック . 3己，247 

祟化度 . 247 

電子胃 . 52 

電子ダイヤル 

サブ電子ダイヤル . 43 

メイン電子ダイヤル . 42 

電地-►電源 

同一書き込み . 己7 
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索引 


動画 . 141 

記録サイズ . 1已1 

再生 . 1白已 

撮影準備 . 142 

自動露出撮影 . 143 

情報表示 . 148 

静止画撮影 . 149 

前後カット（簡易編集) . 167 

楽しみ方 . 163 

テレビで見る . 163,170 

ピント合わせ . 143 

ファイルサイズ . 152 

フレームレート . 151 

マニュアル露出撮影 . 144 

録音 . 152 

動体予測 . 96 

登録 AF フレーム . 224 

通し番号 . 88 

時計 . 49 

ドライプモード . 101 

トリミング（印刷） . 197 


トリミング（印刷） . 197 



ナチュラル /M (印刷） . 194 

ニュートラル . 67 

任意選択 （ AF ). 97 

ノイズ低減 . 214 



バース ト枚数 . 62 


八イビジョン . 151, 163. 171 


A イライト警告 . 1已7 

発光モード . 122 

バッテ IJ - チェック .35. 247 

バッテリー--電源 

バルブ撮語 . 116 

ノイス低減 . 214 


半巧し 


41 
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、ンドス!ーラップ E 1. 26 

ピクチャースタイル .66. 71 

ピクトブ I 」ッジ . 189 

被写巧深度確認 . 111 

ヒストグラム（輝度/ RGB ). 158 

曰付/時刻 . 49 

時計巧電池の交換 . 248 

ビデオ出力ち式 . 170 

評価測光 . 104 

表示パネル .21. 22 

照明 . 116 

標準設定（印刷） . 193 

ピント合わせ 

AF の苦手な被写体 . 1日日，13已 

AF フレーム選択 . 97 

AF フレーム表示 . 1已8 

AF 欄光 . 22已 

AF モード . 94 

構図変更 . 95 

手動ピント合わせ . 100,138 

電子胃 . 己2 

ピンボケ . 100.13巳 

ライブビュー撮影 . 131,138 

ピント板 . 232 

ファームウエア . 48 

ファイルサイズ .61. 1已2,1已7 

ファイル名 . 86 

ファインダー . 20 

お度調整 . 40 

フィルター効果（モノク□写真）.……69 

風景 . 66 

フオーカシングスクリーン . 232 

フオーカスモード 

スィッチ . 39,100.138 

フオーカス□ック . 目已 

フオーマット（力ード初期化） . 已日 





































































フオルダ作成/還択 . 84 

フチ（あり/なし） . 193 

物理フオーマット . 51 

部分測光 . 104 

ブラヶティング .80. 1 14. 20目 

振り分け . 57 

プ I 」ント^印刷 

フル A イビジョン ....... 151, 163,171 

フレームレート . 151 

プレシジョンマット . 232 

プ n グラム AE . 106 

プ n グラムシフト . 107 

プ n テクト（な護） . 172 

ポートレート . 66 

ホワイトバランス . 72 

お届度指定 . 78 

カスタム . 72 

ブラケテイング . 80 

補正 . 79 

マニュァル . 73 

7イク 

(巧蔵/外部） ...... 1目， 143. 152,174 

マイメニュー . 237 

マニュアルフオーカス . 1日日，138 

マニュアル露出 . 112 

マルチコント □- ラー(泉） .....42.97 

マルチスポット測光 . 10巳 

S ドル（画像サイズ） . 60 

ミドル n ウ .59. 62 

S ラーアップ撮影 . 118 

メイン電子ダイヤル（越^) . 42 

メニュー 

機能一覧 . 46 

設定操作 . 45 

マイメニュー . 237 


メモ U —カードーカード 


モノク n 写真 .67. 69 

ユーヴー設定 .70. 86 

用紙設定（印刷） . 192 

ラージ（画像サイズ) . 60 

ライブビュー撮影 . 12巳 

顔優先ライブモード . 132 

クイックモード . 136 

グ1」ッド表示 . 130 

撮影可能枚数 . 129 

手動ピント合わせ . 138 

情報表示 . 128 

動画撮影 . 141 

ライブモード . 131 

露出 Simulation . 130 

リモートスイッチ . 117 

領域拡大 . 222 

を黒調（印刷） . 194 

レーヴーマット . 232 

レンズ 

周辺光量巧正 . 82 

取り付け/取り外し . 39 

連続撮影可能枚数 . 日し日2 

連続撮影（連写） . 101 

□ゥ .59. 62 

露出 Simulation . 130 

露出設定ステップ . 208 

露出補正 . 113 

ワンシヨット AF . 9巳 
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Canon 

キヤノン株式妾社 

キヤノンマーケティングジャパン株式尝社 
〒 ] 日 8-8 日]] 東京都港 区 港南 2-16-6 


製品取り扱いち法に関ずるご相談窓 □ 


お客様相談センター（全国共通番号） 

〇已 0- 己己已 -90002 

受付時間：平日9 : 00〜20 : 00 

± .日.祝日10 : 00-17 : 00 
( 1月]曰〜1巧3曰は休ませていただをます） 

《上記番号をご利巧いただけないちは、043-吕1 1-9 已已巨をご利用ください。 

《 IP 電話をご利巧の焉合、プ□バイダーのサービスによりつなびらない場合び 
あります。 

《受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


修理受付窓 □ 


別紙の修理受付窓□でご確認 < ださい。 


キヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご 
利用の方は、お気軽にお立ち寄りください。 

canon.jp/eos-d 


この使用説明書は、吕009年] 0月に作成したをのです。それ切降に発売され 
たアクセサリー、レンズとの組み合わせにつをましては、上記のお客様相談セ 
ンターにお問い合わせください。 



Li-ion 


リチウムイオン電池の U サイクルにご協力くださし、。 


CT1 - 5246 - 003 


©CANON INC. 2010 









